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明日をひらく地域活性化のための情報誌
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（
茨
城
県
潮
来
市
）

　

今
年
で
62
回
目
を
迎
え
る
水
郷
潮
来
あ
や
め
ま
つ

り
は
、
5
月
18
日(

土)

か
ら
6
月
23
日(

日)

ま
で
の

37
日
間
、
茨
城
県
潮
来
市
の
水
郷
潮
来
あ
や
め
園
に

て
開
催
さ
れ
る
。
園
内
に
は
色
と
り
ど
り
の
あ
や
め
約

５
０
０
種
１
０
０
万
株
が
、
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
咲
き
誇

る
。
期
間
中
は
、水
郷
潮
来
伝
統
の
「
ろ
舟
遊
覧
」
や
、

37
組
の
「
水
郷
潮
来
花
嫁
さ
ん
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
風

情
あ
る
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
水
郷
潮
来
花
嫁
さ
ん
」
で
は
、
実
際
の
花
嫁
が
白

無
垢
姿
で
登
場
し
、
大
勢
の
観
客
の
祝
福
に
つ
つ
ま
れ

な
が
ら
、
花
婿
の
待
つ
潮
来
市
の
縁
結
び
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
「W

A
i W
A
i 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
へ
と
向
か
う
。

W
A
i W
A
i 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
に
は
、
コ
イ
や
カ
ニ
な
ど

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
７
つ
の
ハ
ー
ト
が
隠
れ
て
お
り
、

全
て
の
ハ
ー
ト
を
見
つ
け
る
と
恋
の
願
い
が
叶
う
と
も

言
わ
れ
、
注
目
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

園
内
で
は
、
あ
や
め
娘
が
観
光
客
を
出
迎
え
、
癒
し

の
ひ
と
時
を
満
喫
で
き
る
こ
と
間
違
い
な
し
。
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工
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 32 福岡県北九州市　シティバイクで魅力的な地域づくり 中村寛樹・濱田千夏・植木和宏　　
 34 沖縄県　「ツール・ド・おきなわ」で地域おこし 森　兵次　　
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地域再生実践塾　第１回　兵庫県豊岡市
『生物多様性保全と地域再生～環境と経済が共鳴するまち～』

平成25年６月26日（水）～６月28日（金）
会場：豊岡市民プラザ　活動室Ｃ・Ｄ

開催趣旨 
　現在、我々は地球温暖化をはじめ様々な環境問題を抱えており、持続可能な社会の構築が地球規模で求められ
ています。そのため、地域社会においても環境問題を重要な課題として認識し、社会情勢の変化に対応しながら
環境保全に向けた施策を積極的に推進することが必要です。豊岡市では、多様な地域資源を活かして様々な分野
を連携させながらまちづくりを進めることとし、コウノトリの野生復帰に向けた取組をはじめ、人と自然が共生
できる地域づくりを行政と住民が一体となって取り組んでいます。その中で、環境と経済を共に発展させること
を目指す「豊岡市環境経済戦略」を定めるとともに、現在は「生物多様性地域戦略」の策定に向けて検討が進め
られています。

開催日程 
・第１日目　６月26日（水）
　13：30～　開講式・オリエンテーション
　13：45～　Lecture1　総論・問題提起
　14：20～　Lecture2　豊岡の挑戦
　15：15～　Lecture3　豊岡の"環境創造型"農業
　16：25～　Lecture4　環境と経済の共鳴
　17：20～　Lecture5　環境経済事業の課題と可能性
・第２日目　６月27日（木）
　 9：10～　Field Work1　六方田んぼ
　 9：50～　Field Work2　コウノトリの郷公園
　11：00～　Field Work3　祥雲寺田んぼ
　12：00～　昼食（地域農業管理施設）
　13：30～　Field Work4　ハチゴロウの戸島湿地
　14：45～　Field Work5　田結湿地
　16：15～　Group Work1　視察結果のとりまとめ
　　　　　　 ※城崎総合支所
・第３日目　６月28日（金）
　 9：00～　Group Work2　「発表・講評」
　11：20～　Lecture6　総括
　12：55～　閉講式

主任講師 
大学共同利用機関法人
人間文化研究機構
総合地球環境学研究所
准教授　博士（社会学）
菊地　直樹　氏

　1969年生まれ。1999年から兵庫県立コウノトリの
郷公園研究員（兵庫県立大学自然・環境科学研究所講
師）に赴任し、コウノトリの野生復帰プロジェクトに
参画。地域に居住するレジデント型研究者として環境
社会学をベースにしたコウノトリの野生復帰に向けた
研究と活動に従事。2008年から、多様な人々がコウ
ノトリのことを語り合う「鶴見カフェ」を開催し、市
民、行政、研究者などをつなぐコーディネーターとし
て活動。2013年2月より現職。コウノトリの野生復
帰の経験をもとに、地域環境の再生に向けた領域融合
的な研究に取り組んでいる。
豊岡市環境審議会会長、環境社会学会理事

歴史と伝統ある「水郷潮来花嫁さん」
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川内さんと能勢さん

埼玉県知事 ● 上田清司

　

今
、
埼
玉
県
庁
に
は
有
名
人
が
２
人
い
ま
す
。
一
人
は
今
年
８

月
に
モ
ス
ク
ワ
で
始
ま
る
世
界
陸
上
選
手
権
の
男
子
マ
ラ
ソ
ン
の

日
本
代
表
に
選
ば
れ
、
今
や
マ
ラ
ソ
ン
界
の
第
一
人
者
に
な
り
つ

つ
あ
る
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
川
内
優
輝
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。
も
う
一

人
は
ク
イ
ズ
界
で
は
そ
の
人
あ
り
と
い
わ
れ
て
い
る
能
勢
一
幸
さ

ん
で
す
。

　

川
内
優
輝
さ
ん
は
こ
の
４
月
の
人
事
異
動
で
異
動
せ
ず
「
従
来

ど
お
り
の
定
時
制
の
学
校
職
員
で
よ
か
っ
た
」
と
い
う
談
話
な
ど

が
、ス
ポ
ー
ツ
新
聞
や
ヤ
フ
ー
の
ニ
ュ
ー
ス
に
出
る
く
ら
い
で
す
。

コ
ー
チ
や
組
織
的
な
後
ろ
盾
の
な
い
川
内
さ
ん
が
頑
張
る
こ
と

は
、
や
は
り
日
本
人
に
と
っ
て
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
川

内
さ
ん
の
よ
う
に
努
力
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
と
も
、
誰
で
も

挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
川
内
さ
ん
の
存
在
が
実
業
団
の
選
手
に
火
を
つ
け
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
の
世
界
で
も
異
物
が
入
る
と
活
性
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
、
マ
ラ
ソ
ン
界
は
川
内
さ
ん
の
お
か
げ
で
活
性
化

し
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
の
防
府
読
売
マ
ラ
ソ
ン
、
今
年
の
エ
ジ

プ
ト
国
際
マ
ラ
ソ
ン
、
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
と
３
連
勝
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
国
際
マ
ラ
ソ
ン
で
４
位
、
日
本
人
と
し
て

は
１
位
と
な
る
２
時
間
８
分
14
秒
の
自
己
ベ
ス
ト
を
記
録
し
、
直

近
の
長
野
マ
ラ
ソ
ン
で
は
日
本
人
と
し
て
初
の
優
勝
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
胸
の
ゼ
ッ
ケ
ン
に
「
埼
玉
県
庁
」
と
書
か
れ
て
い
る
の

で
、
ま
さ
に
「
走
る
埼
玉
県
宣
伝
部
長
」
で
す
。

　

能
勢
一
幸
さ
ん
も
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」
に
掲
載
さ
れ
る
ほ
ど

の
知
る
人
ぞ
知
る
「
ク
イ
ズ
王
」
で
す
。
小
学
校
５
年
生
の
時
に

「
史
上
最
大
！
第
３
回
ア
メ
リ
カ
横
断
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」
を
見

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
ク
イ
ズ
に
夢
中
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
大

学
で
も
ク
イ
ズ
研
究
会
に
入
会
し
、
県
職
員
に
な
っ
た
後
も
様
々

な
ク
イ
ズ
番
組
に
出
場
し
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
１
９
９
１
年

に
「
史
上
最
大
！
第
15
回
ア
メ
リ
カ
横
断
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」
で

優
勝
し
て
一
躍
ス
タ
ー
ダ
ム
に
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。
現
在
も

数
々
の
民
放
の
ク
イ
ズ
番
組
に
出
演
し
、
そ
の
道
で
は
「
ク
イ
ズ

の
プ
ロ
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
般
、埼
玉
県
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
１
等
賞
は
カ
ン
タ
ス
航
空
に
ス
ポ
ン
サ
ー
を

し
て
い
た
だ
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
旅
行
１
組
３
名
で
す
。
ク
イ

ズ
出
題
を
通
し
て
「
埼
玉
学
」
を
県
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
埼
玉
県
を
い
か
に
知
っ
て
い
る
か
を
問
う

問
題
と
し
ま
し
た
。
実
は
、
こ
の
問
題
は
能
勢
さ
ん
に
監
修
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
予
選
と
決
勝
戦
で
司
会
も
や
っ
て

く
れ
る
と
い
う
ノ
リ
で
し
た
。　

　

川
内
さ
ん
と
能
勢
さ
ん
、
い
ず
れ
も
県
庁
の
仕
事
と
関
係
の
な

い
空
間
で
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
間
違
い
な
く

埼
玉
県
庁
に
は
「
ス
ゴ
イ
奴
が
い
る
な
」
と
い
う
存
在
感
を
与
え

て
い
ま
す
。

　

私
は
い
つ
も
職
員
に
「
他
流
試
合
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。
県
庁

と
自
宅
を
往
復
し
て
い
る
人
に
は
い
い
仕
事
は
で
き
な
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。「
世
の
中
」
学
の
大
家
が
本
当
の
意
味
で
い
い
仕
事

を
す
る
か
ら
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
勉
強
会
、
自
治
会
活
動
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
趣
味
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
何
で
も
い
い
の
で
す
。
県
庁
と

別
の
世
界
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
庁
で
見

え
な
い
も
の
が
外
か
ら
見
え
る
と
思
い
ま
す
。
県
庁
で
は
浮
か
ば

な
い
ア
イ
デ
ア
を
思
い
付
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
「
異
論
」「
異
説
」
が
好
き
で
す
。
角
度
を
変
え
る
と
同

じ
も
の
も
異
な
っ
た
形
に
み
え
ま
す
。変
化
の
激
し
い
時
代
で
す
。

記
憶
と
認
識
よ
り
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
現
実
が
動
い
て
い
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
。
柔
軟
な
思
考
を
養
う
に
は
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

大
前
研
一
先
生
は
言
い
ま
す
。
同
じ
仕
事
を
す
る
の
は
仕
事
で

は
な
く
「
作
業
」
だ
。
他
人
と
違
っ
た
事
を
す
る
の
が
「
仕
事
」

だ
と
。

　

さ
あ
、「
作
業
」
で
は
な
く
「
仕
事
」
を
す
る
た
め
に
、
異
な

る
自
分
の
空
間
を
持
と
う
。
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自転車を利用した地域活性化

サイクルシェア「ポロクル」のスタッフによる自転車の模範走行の様子。ポロ
クルは平成24年度13万回以上利用され、札幌市民の足として定着している
 ● 札幌市（p8-9）

今年４月から本格実施された江戸川区のレン
タサイクル用の自転車（Eサイクル）
 ● 東京都江戸川区（p16-17）

自転車利用者のための「宮サイクルステーション」。休憩・修繕ス
ペースなどがあるほか、スポーツバイクのレンタルも受けられる
 ● 栃木県宇都宮市（p12-13）

木製フレーム自転車「木龍（もっくる）」。諏訪
地域の企業が連携して開発したオリジナル製品
 ● 長野県諏訪市（p18-19）

ヒルクライムレースの様子。この山登りの自転
車レースには全国から約1200人が参加する
 ● 宮城県蔵王町（p10-11）

自転車の楽しみ方と埼玉の魅力を発信する
「ポタガール埼玉」のメンバー
 ● 埼玉県（p14-15）
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30年以上続く「全日本トライアスロン皆生大会」。
自転車レースでは大山山麓145㌔を駆け抜ける
 ● 鳥取県（p26-27）

奈良市内を流れる秋篠川沿いをサイクリング
する観光客
 ● 奈良県（p22-23）

ＮＰＯ法人・タウンモービルネットワーク北九州が
主催する自転車イベント「サイクルツアー」の様子
 ● 福岡県北九州市（p32-33）

瀬戸内しまなみ海道サイクリング。自転車歩行
者専用道路で快適なサイクリングが楽しめる
 ● 広島、愛媛両県（p30-31）

レールマウンテンバイクを楽しむ観光客。年
間２万人余りが訪れる人気の観光スポットだ
 ● 岐阜県飛騨市（p20-21）

岡山市内の風景。自転車と歩行者が分離され、自
転車を利用しやすい環境づくりが進められている
 ● 岡山県岡山市（p24-25）

「ツール・ド・おきなわ」の市民レース50㎞
のスタート風景
 ●沖縄県（p34-35）

レンタサイクルを利用する市民。レンタサイクル
は高松市内の貴重な公共交通手段になっている
 ● 香川県高松市（p28-29）
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１
、 

自
転
車
は
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
性

化
の
切
り
札
〜
的
確
な
活
用
方
法
〜

　

健
康
に
よ
く
、
環
境
に
や
さ
し
い
自
転
車
は
各
地
で
注

目
を
集
め
て
い
る
。
自
転
車
は
、
的
確
に
活
用
す
れ
ば
、

地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
な
り
う
る
。

ま
た
、
活
用
方
策
次
第
で
は
、
無
限
に
そ
の
活
用
の
分
野

を
拡
大
で
き
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
特
に
、
少
子
高

齢
化
社
会
を
迎
え
て
、一
層
そ
の
活
用
の
範
囲
が
拡
大
し
、

自
転
車
の
様
々
な
側
面
で
の
役
割
が
加
わ
り
つ
つ
あ
る
と

言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
は
、
自
転
車
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
背
景
、自
転
車
の
持
つ
メ
リ
ッ
ト
を
述
べ
、

こ
れ
を
前
提
に
し
て
、
そ
の
活
用
方
策
の
例
や
必
要
な
条

件
等
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
陥
り
や
す
い
地

域
活
性
化
の
た
め
の
自
転
車
活
用
方
策
の
誤
謬
を
提
示
す

る
も
の
と
す
る
。

２
、 

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
自
転
車
が
注
目
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
と
状
況
の
変
化

　

今
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
人
口
の
都
市
集

中
に
よ
り
、
大
衆
化
し
た
ク
ル
マ
の
利
用
を
前
提
と
し
た

拡
散
型
の
市
街
地
が
郊
外
に
広
が
り
、
自
転
車
は
な
く
と

も
生
活
が
で
き
る
が
、
自
動
車
は
生
活
を
支
え
る
た
め
に

必
要
不
可
欠
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

都
市
構
造
で
は
、
自
動
車
に
代
え
て
自
転
車
の
利
用
を
促

進
す
る
な
ど
と
い
う
発
想
や
必
要
性
は
、
ま
っ
た
く
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
出
て
こ
な
か
っ
た
。　

　

し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
状
況
は
一
変
し
て
き
て
い
る
。

低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
の
増
大
と
高
齢
化
社
会
の

急
速
な
進
行
に
よ
り
、
ク
ル
マ
依
存
型
の
都
市
構
造
に
大

き
な
支
障
が
生
じ
て
き
た
。
特
に
高
齢
者
は
肉
体
的
な
運

動
能
力
や
反
射
神
経
な
ど
の
面
で
徐
々
に
自
動
車
の
運
転

が
で
き
な
く
な
り
、
高
齢
者
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

都
市
の
郊
外
に
取
り
残
さ
れ
た
数
多
く
の
点
在
型
の
住
宅

地
で
は
、
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
危
険
で
、
か
つ
、

自
ら
の
足
の
確
保
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
高
齢
者
が
増

加
し
、
引
き
籠
り
や
買
物
難
民
、
通
院
難
民
に
陥
る
ケ
ー

ス
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。
高
齢
者
は
、
経
済
的
に
も
、

能
力
的
に
も
、
ク
ル
マ
依
存
型
の
都
市
構
造
に
は
対
応
が

困
難
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
自
転
車
は
免
許
返
上
後
や

歩
行
が
多
少
つ
ら
く
な
っ
て
も
ひ
ざ
に
か
か
る
体
重
を
７

割
削
減
で
き
、
相
当
の
距
離
（
高
齢
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

５
㌔
以
上
）
ま
で
楽
に
活
用
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
ル
ー
ル
を
学
習
す
れ
ば
遵
守
率
が
高
く
、
か
つ
、
年

齢
層
別
の
事
故
件
数
は
多
く
な
く
、
一
定
の
施
策
を
講
ず

れ
ば
安
全
性
は
低
く
な
い
（
注
１
参
照
）。
環
境
的
な
側

面
を
含
め
て
ク
ル
マ
依
存
型
の
ま
ち
づ
く
り
の
問
題
点
は

早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
、自
転
車
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
が
注
目
さ
れ
、

発
展
す
る
可
能
性
が
拡
大
し
て
い
る
。
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自転車を利用した地域活性化

３
、 

自
転
車
の
都
市
内
移
動
で
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
比
較

　

そ
こ
で
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
を
含

め
て
、
自
転
車
を
活
用
す
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
特
に

自
動
車
に
比
較
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
（
優
位
な
点
）
を

挙
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
（
表
１
参
照
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
デ
メ
リ
ッ
ト
（
劣
位
な
点
）
は
、
①

天
候
・
勾
配
等
の
自
然
的
条
件
か
ら
の
制
約
②
事
故
時
の

脆
弱
性
、③
放
置
・

ル
ー
ル
無
視
等
の

迷
惑
性
な
ど
人
為

的
な
条
件
か
ら
の

制
約
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
劣

位
な
点
は
、
多
く

の
場
合
に
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
具
体
的

か
つ
過
剰
に
強
調

さ
れ
す
ぎ
る
傾
向

に
あ
り
、
逆
に
優

位
な
点
が
あ
ま
り

に
も
さ
ら
っ
と
し

か
説
明
さ
れ
な
い

の
で
、
自
転
車
の

活
用
に
大
き
な
障

害
と
な
っ
て
い
る

点
に
注
意
を
要
す

る
。
ま
た
、
天
候

な
ど
を
除
け
ば
劣

位
な
点
は
、
近
年
の
様
々
な
施
策
や
技
術
が
進
展
す
る
こ

と
に
よ
り
減
少
し
、
相
対
的
に
優
位
な
点
が
比
重
を
ど
ん

ど
ん
増
し
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

以
上
の
ほ
か
、
自
転
車
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
公
共
交
通
の

本
数
の
少
な
い
又
は
存
在
し
な
い
地
域
や
一
定
の
範
囲
の

連
続
の
移
動
に
向
い
て
い
る
。
走
行
空
間
や
駐
輪
ス
ペ
ー

ス
は
最
小
限
で
済
む
の
で
、
特
段
の
自
転
車
道
を
整
備
し

な
く
て
も
、
そ
の
安
全
性
・
快
適
性
を
検
証
し
な
が
ら
狭

い
道
路
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込
む
な
ど
に
よ
り
、
時

間
を
気
に
せ
ず
、
自
由
に
、
機
動
的
に
移
動
で
き
る
と
い

う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
自
転
車

を
活
用
し
て
移
動
す
る
場
合
の
総
合
的
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
て
も
、
ク
ル

マ
依
存
型
の
ま
ち
づ
く
り
の
前
に
、
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ

て
し
ま
う
。
こ
の
大
き
な
宝
の
手
段
を
生
か
す
た
め
に
は
、

行
政
が
自
転
車
を
政
策
的
に
優
位
な
位
置
付
け
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
転
車
は
買
物
、
通
勤
、

通
学
等
の
時
間
を
有
効
に
活
用
し
て
で
き
る
貴
重
な
健
康

維
持
と
病
気
予
防
の
手
段
で
あ
る
こ
と
、
高
齢
化
社
会
を

迎
え
、
医
療
費
削
減
、
自
助
の
足
の
確
保
、
歳
出
削
減
等

を
可
能
に
す
る
こ
と
、
５
で
述
べ
る
多
様
な
施
策
に
有
効

に
活
用
で
き
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

４
、 

自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り･

地

域
活
性
化
の
現
況
（
観
光
で
の
活
用
例
）

　

こ
の
よ
う
に
メ
リ
ッ
ト
が
増
大
し
て
い
る
自
転
車
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
状
況
を
総
括
的
に
見
て
み
る
。
例

え
ば
、
こ
の
２
年
間
で
観
光
に
自
転
車
を
活
用
し
よ
う
と

し
て
い
る
市
町
村
の
例
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
表

２
参
照
）。

　

自
転
車
は
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
地
域
で
活
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
切
な
こ
と
は
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
や
自
転
車
道
を
様
々
な
態
様
で
導
入
す
る
場
合
、
奈
良

県
（
本
誌
事
例
８
）
な
ど
の
よ
う
に
こ
れ
と
セ
ッ
ト
で
ソ

5 2013・6月号
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表１　自転車活用のメリット

側面 都市内移動での自転車の優位な点（対クルマ）

1 物理的側面 ①近中距離（一般的には５km程度以内）での迅速性、②走行
空間・駐輪空間のコンパクト性、③小回り性・軽快性、④重
大事故になる割合が低い意味での安全性

2 経済的側面 ①経済性、②効率性、③定時性、④財政コストの削減可能性

3 快適性側面 ①健康性、②寒暑時や悪天候時以外での爽快性、③季節体感
の可能性、④五感での体得可能性、⑤住民との触れ合い性

4 環境的側面 ①排気ガスなし、②騒音なし、③地球環境負荷なし

表２　観光に自転車を導入して活性化を図ろうとしている例（順不同）

諏訪市 和光市 田辺市 湯沢町 日田市 寄居町
松本市 恵庭市 しまなみ海道 松江市 熊本市 横瀬町
佐久市 鳥取県 沼津市 岡山市 瀬戸市 ときがわ町
金沢市 観光庁 奈良県 和歌山市 鹿島市 嵐山町
伊豆市 大津市 佐渡市 山形市 水戸市 新座市
京都市 古河市 武雄市 高岡市 神戸市 白浜町
那覇市 三春町 三島市 函館市 松山市道後 豊後高田市
横浜市 鳴門市 宇佐市 赤穂市 京都府 奈良市
長野県山ノ内町 千代田区丸の内 七尾市和倉 広島県世羅町 瀬戸内市牛窓町 出雲市平田地区
四万十市 みどり市 米子市皆生 養老町 唐津市 綾瀬市
浜松市天竜区 須賀川市 砺波市 長浜市 宮古島市 墨田区
埼玉県 千歳市 高松市 仙台市 鳥取市 札幌市
紀の川市 宮崎市 鳥栖市 読谷村 さいたま市 甲府市
出典　おおよそ2011-2012年の２年間での全国の新聞記事による官民の自転車等の観光施策（検索できなかったものもあり）
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フ
ト
面
等
を
含
め
た
総
合
施
策
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が

よ
り
効
果
を
発
揮
す
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
ほ
と
ん
ど
は
、
観
光
担
当
部

局
に
お
い
て
な
さ
れ
て
お
り
、
自
転
車
担
当
部
局
が
主
体

的
に
関
与
し
て
い
る
も
の
が
、
比
較
的
少
な
い
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
的
確
な
自
転
車
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

た
め
に
は
、最
低
限
自
転
車
利
用
の
観
点
が
求
め
ら
れ
る
。

５
、 

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の
施
策

に
お
け
る
自
転
車
の
活
用
可
能
性

　

自
転
車
は
ど
の
よ
う
な
側
面
に
活
用
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
か
に
つ
い
て
、
整
理
す
る
と
表
３
の
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら

は
、
直
接
活
用
で
き
る
も
の
か
ら
間

接
的
に
関
係
す
る
も
の
ま
で
ほ
と
ん

ど
が
こ
れ
に
関
係
す
る
こ
と
が
わ
か

る
。
他
の
交
通
手
段
に
は
、
こ
の
よ

う
な
様
々
な
幅
広
い
活
用
の
可
能
性

の
あ
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま

た
、
交
通
施
策
以
外
の
他
の
施
策
の

手
段
に
も
、
こ
の
よ
う
に
多
機
能
に

活
用
で
き
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
言
え
る
。
い
わ
ば
、
万
能
選
手
で

あ
る
。

　

こ
の
表
３
の
う
ち
、
①
の
買
物
で

あ
る
が
、
市
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
み

る
と
、
圧
倒
的
に
自
転
車
が
活
用
さ

れ
て
い
る
の
が
買
物
目
的
で
あ
る
。

こ
の
利
用
は
、
主
婦
層
が
中
心
で
は

な
い
か
と
連
想
す
る
が
、
例
え
ば
、

姫
路
市
の
調
査
で
姫
路
駅
周
辺
に
自
転
車
で
買
物
に
来
る

人
の
半
数
以
上
は
高
齢
者
で
あ
る
。
ま
た
、
買
物
目
的
の

人
は
、高
齢
者
を
含
め
て
週
５
回
程
度
来
る
場
合
が
多
く
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、
高
齢
者
の

健
康
維
持
等
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
ま
た
、
買

物
や
観
光
以
外
で
も
、
最
近
で
は
、
通
勤
、
高
齢
者
、
災

害
、
健
康
、
子
育
て
な
ど
の
施
策
で
、
自
転
車
を
的
確
に

活
用
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
用
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観

光
、
福
祉
、
産
業
な
ど
の
部
局
が
、
自
転
車
の
役
割
や
特

性
を
十
分
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
な
か
な
か

困
難
で
あ
り
、
自
転
車
の
機
能
・
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り

と
理
解
し
た
自
転
車
推
進
部
局
が
関
与
し
、
さ
ら
に
は
、

首
長
が
存
在
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
全
国
的
に
推

進
す
る
に
は
、
国
の
理
解
と
強
力
な
推
進
が
不
可
欠
で
あ

る
。

６
、 

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
の
手
段

と
し
て
の
自
転
車
活
用
の
条
件

　

自
転
車
を
活
用
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
条
件
整
備
、

環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

を
用
意
し
て
も
、
安
全
・
快
適
な
走
行
空
間
が
提
供
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
人
々
は
利
用
を
躊
躇
す
る
。
ま
た
、
自

転
車
と
い
う
手
段
を
生
か
す
た
め
に
は
、
例
え
ば
観
光
目

的
の
場
合
、
適
切
な
自
転
車
レ
ー
ン
な
ど
の
ハ
ー
ド
や
地

図
な
ど
の
ソ
フ
ト
の
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
自
転
車
は
、
回
遊
等
の
目
的
地
に
行
っ
た
際
に

路
上
に
放
置
し
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
目
的
地
付
近
に

設
け
ら
れ
た
適
切
な
駐
輪
施
設
が
必
要
で
あ
る
。
地
図
に

は
、
目
的
地
と
そ
こ
に
至
る
ル
ー
ト
を
単
に
記
載
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
ル
ー
ト
の
安
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

そ
の
結
果
を
表
示
す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
か
ら
の

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
快
適
性
を
演
出
す
る
よ
う
な
情
報

も
掲
載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
利
用
に
際
し

て
は
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
啓
発
等
も
必
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
自
動
車
で
や
っ
て
き
た
人
に
は
、
中
心
部
か
ら

少
し
離
れ
た
所
に
駐
車
場
を
設
け
て
、
こ
こ
に
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
の
貸
出
場
所
を
併
設
し
、
こ
れ
を
起
点
に
し
て
回

遊
し
て
も
ら
う 

（
パ
ー
ク
＆
サ
イ
ク
ル
ラ
イ
ド
）
な
ど
の

総
合
的
な
施
策
が
重
要
で
あ
る
（
奈
良
県
の
例
）。

　

こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
①
自
転
車
の
活
用
の
目
的
を

明
確
に
す
る
こ
と
②
自
転
車
の
活
用
に
必
要
な
ハ
ー
ド
面

62013・6月号

表３　自転車の活用が想定されるケース

①市民の買物 歩いて暮らせるまちづくりの手段、高齢者・一般市民
の日常の重要な買物の手段

②市民の通勤 近中距離における通勤の手段

③市民の通学 高校生・大学生を中心にした貴重な通学の手段

④市民の健康 体力増強、生活習慣病の予防の手段

⑤市民の経済 ガソリン・医療費等の節約の手段

⑥市民の余暇 健全なレクレーション・スポーツの振興・スローライ
フ、季節感の体得の手段

⑦まちの観光 観光の振興、まちの良さの再発見の手段

⑧まちの活性化 回遊・アクセスで身近な地域振興の手段

⑨まちの産業 生産性の向上・経費削減・従業員のメタボ解消の手段

⑩まちの運輸 宅配、営業等の燃料費・駐車料金節減の手段

⑪まちの財政 医療費、道路修繕費用、通勤手当等削減の手段

⑫都市の環境 地球環境向上・自動車公害防止の手段

⑬都市の災害 避難・帰宅・行政・医療･救助等の手段

⑭子供の教育 肥満の解消、体力の増強、実践的な環境学習、自主性・
人格形成の手段

⑮子育て支援 ３人（親と子供２人）乗り自転車などによる支援の手段
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自転車を利用した地域活性化

の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
③
自
転
車
利
用
に
必
要
な
空

間
、
安
全
、
地
域
資
源
等
の
情
報
提
供
等
の
ソ
フ
ト
面
の

環
境
整
備
を
行
う
こ
と
④
こ
れ
ら
を
体
系
的
に
関
連
付

け
、
総
合
的
に
整
理
す
る
こ
と―

な
ど
が
自
転
車
を
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の
た
め
に
活
用
す
る
場
合
の
条
件

と
し
て
欠
か
せ
な
い
。

７
、 

自
転
車
の
活
用
の
誤
謬
と
解
決
方
法

〜
結
論
〜

　

こ
こ
で
重
要
な
点
が
３
つ
あ
る
。

　

そ
れ
は
第
１
に
、
自
転
車
は
あ
く
ま
で
多
様
な
目
的
の

た
め
に
活
用
さ
れ
る
交
通
手
段
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で

あ
り
、
自
転
車
導
入
を
目
的
と
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と

か
く
環
境
と
健
康
に
よ
い
か
ら
、
自
転
車
を
導
入
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
な
ど
と
す
る
の
は
、
手
段
と
目
的
と
を

混
同
し
て
お
り
、本
末
転
倒
で
あ
る
。自
転
車
の
持
つ
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
こ
れ
を
手
段
と
し
て
使
う
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
利
用
目
的
は
観
光
な
の
か
、
業
務
な
の
か
、

日
常
利
用
な
の
か
、
健
康
な
の
か
、
環
境
な
の
か
な
ど
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

よ
く
、
自
転
車
の
導
入
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
全
部
で
あ

る
、
又
は
、
環
境
負
荷
削
減
、
健
康
増
進
な
ど
で
あ
る
と

説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
焦
点
が
ぼ
け
た
、
又
は
抽

象
的
な
施
策
と
な
り
、
決
し
て
成
功
し
な
い
。
結
局
そ
の

目
的
の
利
用
需
要
が
ど
の
程
度
確
実
に
あ
る
の
か
、
そ
の

利
用
需
要
を
満
た
せ
ば
ど
の
程
度
の
具
体
的
な
効
果
が
あ

る
の
か
な
ど
を
考
察
し
な
い
で
、
抽
象
的
か
つ
曖
昧
な
ま

ま
に
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

第
２
に
、
仮
に
目
的
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
も
、
目
的

と
の
関
係
で
ス
ト
ー
リ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
、
普
段
自
転
車
に
乗
ら
な
い
人
又
は
自
転
車
愛
好
家
で

な
い
一
般
の
自
転
車
利
用
者
な
の
か
、
趣
味
で
自
転
車
に

乗
る
人
や
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
な
の
か
（
人
口
比
で
い
え
ば

前
者
の
一
般
利
用
者
が
圧
倒
的
に
多
い
）。
こ
れ
に
よ
っ

て
も
、
用
意
す
る
空
間
や
し
つ
ら
え
が
異
な
る
。

　

さ
ら
に
、
例
え
ば
観
光
目
的
で
ク
ル
マ
を
利
用
し
て
来

た
人
が
こ
れ
を
駐
車
場
に
置
い
て
、
そ
こ
に
あ
る
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
に
乗
り
換
え
る
と
か
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
観

光
地
を
回
遊
す
る
か
な
ど
自
転
車
利
用
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ク
ル
マ
で
く
る
人
が
多
い
の
に
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が

駐
車
場
と
リ
ン
ク
し
て
提
供
さ
れ
て
い
な
い
、
さ
ら
に
、

走
行
す
る
空
間
が
自
転
車
に
と
っ
て
は
狭
い
、
交
通
量
が

多
い
な
ど
シ
ビ
ア
ー
で
あ
る
実
態
が
み
ら
れ
る
。
逆
に
、

立
派
で
安
全
な
自
転
車
道
は
あ
っ
て
も
、
訪
れ
た
人
は
自

転
車
を
持
っ
て
い
な
い
、
ま
た
、
自
転
車
を
持
っ
て
く
る

と
し
た
ら
あ
る
程
度
の
自
転
車
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
が
、
単

な
る
「
立
派
な
」
自
転
車
道
で
は
満
足
し
な
い
の
で
、や
っ

て
来
な
い
。
レ
ベ
ル
の
高
い
ユ
ー
ザ
ー
を
満
足
さ
せ
る
に

足
る
仕
掛
け
や
シ
ス
テ
ム
、
感
動
等
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
住
民
の
自
転
車
保
有
率
が
高
い
地
域
で
、
住
民

の
日
常
利
用
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

を
、
住
民
向
け
に
投
入
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
必
要
で
あ
る
（
外
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

は
、
自
転
車
保
有
率
が
低
い
又
は
自
宅
に
駐
輪
空
間
が
な

い
、
盗
難
が
多
い
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
）。

　

第
３
に
、
自
転
車
の
活
用
を
図
る
た
め
の
体
系
的
な
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
。
自
転
車
は
、
例
え
ば
、
単
発
で
、

自
転
車
道
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
用
意
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
す
ぐ
に
利
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は

広
報
不
足
の
問
題
で
は
な
い
。
自
転
車
を
活
用
す
る
ス

ト
ー
リ
ー
の
中
で
、
必
要
な
自
転
車
の
位
置
付
け
、
ハ
ー

ド
、ソ
フ
ト
の
総
合
的
な
連
携
し
た
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

自
転
車
活
用
の
目
的
や
目
標
と
い
っ
た
総
論
、
自
転
車
利

用
空
間
（
目
的
地
ま
で
の
走
行
空
間
プ
ラ
ス
目
的
地
で
の

駐
輪
空
間
）
の
ハ
ー
ド
面
の
施
策
、
目
的
に
合
わ
せ
た
走

行
空
間
の
情
報
提
供
、
的
確
な
も
て
な
し
の
提
供
な
ど
の

ソ
フ
ト
面
の
施
策
な
ど
を
体
系
的
に
組
み
立
て
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
道
路
状
況
が
不
案
内
な
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
す
る
場
合
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
用
意
し
て
い
る
の

に
、
自
転
車
地
図
が
単
な
る
コ
ー
ス
と
ス
ポ
ッ
ト
の
ガ
イ

ド
の
み
で
あ
り
、
提
供
し
て
い
る
コ
ー
ス
の
安
全
性
や
快

適
性
の
表
示
や
確
保
な
ど
が
な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
自
転
車
を
も
っ
と
地
域
活
性
化
に
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
の
自
転
車
利
用
を
奨
励
す
る
メ
リ
ッ
ト
の
提
示
や

特
典
の
提
供
及
び
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
周
知
徹
底
な
ど
安

全
面
の
広
報
啓
発
も
必
要
で
あ
る
。
単
な
る
観
光
客
と

い
っ
て
、
こ
れ
ら
を
あ
い
ま
い
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
明
確
な
自
転
車
活
用
の
目
的
や
的
確

な
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
施
策
手
段
を
セ
ッ
ト
で
総
合
的
、

体
系
的
に
講
ず
る
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化

の
た
め
に
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

（
注
１
） 「
高
齢
者
の
自
転
車
利
用
促
進
の
有
効
性
〜
自
助

に
よ
る
自
ら
の
足
の
確
保
・
病
気
予
防
と
医
療

費
削
減
の
可
能
性
〜
」（
財
）
民
間
都
市
開
発
推

進
機
構
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
「
ア
ー
バ
ン
ス
タ

デ
ィ
」
第
55
巻　

２
０
１
２
年

7 2013・6月号

特集

004-007　基調論文.indd   7004-007　基調論文.indd   7 2013/05/22   8:38:172013/05/22   8:38:17



2013・6月号 8

　
「
札
幌
み
ん
な
の
サ
イ
ク
ル　

ポ
ロ
ク
ル
」
は
サ
イ
ク

ル
シ
ェ
ア
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
で
す
。
ま
ち
中
に
設
置
さ
れ
た
無
人
の
専
用
駐
輪
場

（
ポ
ー
ト
）
で
あ
れ
ば
登
録
し
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
か
ざ
す

だ
け
で
簡
単
に
自
転
車
が
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ど
の

ポ
ー
ト
で
も
自
転
車
の
貸
し
出
し
を
受
け
、
乗
り
捨
て
で

き
る
と
こ
ろ
が
最
大
の
特
徴
で
す
。
平
成
23
年
に
７
カ
所

か
ら
事
業
を
開
始
し
、
現
在
は
40
カ
所
以
上
の
ポ
ー
ト
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
８
割
は
市
民
で
あ
り
、
３

０
０
台
の
自
転
車
の
年
間
の
総
利

用
回
数
は
13
万
回
を
超
え
、
市
民

の
足
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま

す
。

サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ

　

当
社
の
親
会
社
で
あ
る
「（
株
）

ド
ー
コ
ン
」
は
こ
れ
ま
で
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
国
や
自
治

体
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

事
業
に
調
査
、
計
画
、
設
計
な
ど
で
関
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
国
土
・
地
域
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
中
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

民
間
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
球
環
境
問
題
を
背
景
と
し
て
都
市
部
に
お
け

る
交
通
手
段
は
、
自
動
車
か
ら
環
境
負
荷
の
低
い
交
通
手

段
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

既
に
パ
リ
のV

elib

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
サ
イ
ク
ル

シ
ェ
ア
が
都
市
の
新
し
い
交
通
手
段
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
が
、
日
本
で
は
様
々
な
地
域
で
実
験
が
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
成
功
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
事
例
は
そ
れ
ほ
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
転
車
は
事
故
や
放
置
な
ど
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
北
海
道
モ
ビ
リ
テ
ィ
カ
フ
ェ
２
０
０
８
」

な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
学
識
経
験
者
や
学
生
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
仮
想
の
サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
体
験
な

ど
を
通
じ
て
、
移
動
・
ま
ち
・
人
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
本
格
的
に
開
始
し
、
さ
ら
に
２
年
間

の
実
証
実
験
等
の
研
究
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
に
、

サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

す
る
た
め
、
①
若
者
が
中
心
と
な
っ
て
社
会
的
な
活
動
を

担
う
フ
ィ
ー
ル
ド
づ
く
り
②
市
民
や
企
業
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
地
域
を
良
く
す
る
仕
組
み
づ
く
り―

の
２
点
を

テ
ー
マ
に
平
成
23
年
度
に
ポ
ロ
ク
ル
を
事
業
化
し
ま
し

た
。

　

基
本
料
金
は
30
分
で
１
０
５
円
。月
額
１
５
７
５
円
で
、

１
回
当
た
り
30
分
以
内
な
ら
何
度
で
も
利
用
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ 

Ｉ
Ｎ 

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
の

「
装
置
」

　

サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
を
実
現
す
る
た
め
に
は
自
転
車
と

ポ
ー
ト
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
装
置
」
が
必
要
で
す
。
都

株
式
会
社
ド
ー
コ
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
事
業
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

●　

三
田
村
大
松

北
か
ら
の
挑
戦
、札
幌
み
ん
な
の
サ
イ
ク
ル
「
ポ
ロ
ク
ル
」

―
サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
で
ま
ち
づ
く
り―

1
札
幌
市

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集

「北海道モビリティカフェ2008」の様子

ポロクルの利用状況

年度 ユーザー数 利用回数

平成23年度 3,146件 45,781回

平成24年度 6,595件 136,903回

008-009　事例１.indd   8008-009　事例１.indd   8 2013/05/22   8:40:062013/05/22   8:40:06



2013・6月号9

特集 自転車を利用した地域活性化

市
環
境
に
馴
染
み
、
誰
で
も
簡
単
に
利
用
で
き
る
手
軽
さ

と
、
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
か
ら
無
人
化
が
必
須
で
し
た
。

　

ポ
ー
ト
の
開
発
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、「
北
か
ら
新

し
い
文
化
を
発
信
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
も
つ
地
元
の

企
業
で
す
。
株
式
会
社
土
谷
製
作
所
は
、
酪
農
関
連
の
製

品
や
牛
乳
を
保
冷
す
る
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
な
ど
で
培
っ
て

き
た
金
属
プ
レ
ス
加
工
技
術
と
Ｉ
Ｔ
技
術
を
応
用
し
な
が

ら
ポ
ー
ト
を
開
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
札
幌
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と

し
て
忠
実
に
再
現
し
た
の
は
、
メ
ー
カ
ー
志
向
型
の
卸
売

商
社
の
武
田
産
業
株
式
会
社
で
す
。

　

平
成
21
年
か
ら
開
発
を
始
め
、
２
年
間
の
実
証
実
験
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
改
良
を
重
ね
、
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ 

Ｉ

Ｎ 

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
の
実
用
可
能
な
サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア

シ
ス
テ
ム
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。

若
者
が
運
営
に
参
加

　

運
営
を
協
働
で
担
う
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人ezorock

で

す
。
彼
ら
は
青
年
層
を
中
心
と
し
た
団
体
で
、
若
者
が
次

世
代
を
つ
く
る
と
い
う
概
念
の
も
と
環
境
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。「
ま
ち
づ
く
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
若
者
の

声
を
届
け
て
い
く
」
と
い
う
趣
旨
が
共
感
を
得
て
、
平
成

22
年
の
実
証
実
験
か
ら
活
動
を
共
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

彼
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
２
つ
あ
り
、
一
つ
は
、
サ
イ
ク

ル
シ
ェ
ア
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
管
理
で
す
。
ユ
ー
ザ
ー
に
サ

イ
ク
ル
シ
ェ
ア
を
円
滑
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

自
転
車
の
整
備
や
再
配
置
、
お
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
ま
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

と
し
て
の
活
動
で
す
。
自
転
車
の
マ
ナ
ー
啓
発
や
シ
ェ
ア

意
識
啓
発
、
ま
ち
の
整
理
活
動
、
歩
道
の
植
栽
管
理
な
ど

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
〝
た
だ
や
る
〞の
で
は
な
く
、様
々
な
方
法
で〝
ナ
ビ
ゲ
ー

ト
〞
し
て
社
会
を
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
ス
タ
イ
ル

の
特
徴
で
す
。
サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
の
運
営
で
自
転
車
を
利

用
す
る
際
は
、
ル
ー
ル
を
遵
守
し
た
姿
を
見
せ
る
こ
と
で

啓
発
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
も
貢
献

　

札
幌
都
心
部
は
、
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
自
転
車
の
利
用
ル
ー
ル
や
放
置
自
転
車
な
ど
安

全
安
心
に
関
わ
る
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問

題
に
対
し
有
識
者
を
交
え
て
行
政
関
係
者
等
と
勉
強
会
な

ど
を
開
催
し
、
都
市
構
造
や
景
観
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
継
続
的
に
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
新

し
い
知
見
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
や
商
店
街
と
も
協
働
で
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
安
心
・
安
全
の
面
で
は
、

警
察
が
実
施
し
て
い

る
交
通
安
全
運
動
や

放
置
自
転
車
の
整
理

活
動
に
参
加
し
、
に

ぎ
わ
い
の
創
出
に
向

け
て
は
、
地
域
で
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や

歴
史
的
な
建
物
、
都

市
公
園
を
巡
る
ツ

ア
ー
な
ど
で
使
用
す

る
自
転
車
を
提
供
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、

環
境
省
の
ス
マ
ー
ト

ム
ー
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
３
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
へ
も
参
画
し
て

い
ま
す
。

市
民
の
足
と
し
て
定
着

　
「
ポ
ロ
ク
ル
」
は
事
業
化
し
て
３
年
目
に
入
り
市
民
の

足
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
自
転
車
の
故
障
や

低
い
収
益
性
な
ど
様
々
な
問
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
対
し
、
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
を
繰
り
返
し
な
が
ら

効
率
的
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
観
光
利
用
の

促
進
や
広
告
な
ど
の
付
帯
事
業
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
目
標
は
登
録
者
数
１
万
件
、
利
用
回
数

20
万
回
以
上
で
す
。
少
々
、
背
伸
び
し
た
目
標
で
は
あ
り

ま
す
が
、「
ポ
ロ
ク
ル
」
の
成
長
が
た
だ
の
ビ
ジ
ネ
ス
で

は
な
く
「
シ
ェ
ア
す
る
心
を
提
供
し
、
未
来
に
向
け
て
新

し
い
も
の
を
つ
く
る
」
と
い
う
部
分
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
次
第
で
す
。

貸し出し用自転車が整然と並べられたポート

まちのイベントにポロクルのスタッフも参加

008-009　事例１.indd   9008-009　事例１.indd   9 2013/05/22   8:40:062013/05/22   8:40:06



2013・6月号 10

宮
城
を
代
表
す
る
観
光
地

　

蔵
王
町
は
宮
城
県
の
南
部
に
位
置
し
、
昭
和
30
年
４
月

１
日
、円
田
村
と
宮
村
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。

町
名
は
、秀
峰
蔵
王
連
峰
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
今
日
ま
で
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
農
業
と
観
光

を
二
大
基
幹
産
業
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

標
高
は
、20
㍍
か
ら
１
８
２
５
㍍
ま
で
と
起
伏
に
富
み
、

町
面
積
の
約
65
％
が
山
林
・
原
野
で
す
が
、
そ
の
割
に
耕

地
面
積
は
広
く
、
特
に
日
本
梨
等
の
果
樹
生
産
で
は
県
内

有
数
の
産
地
で
す
。

　

国
定
公
園
「
蔵
王
」
の
火
口
湖
・
御
釜
（
お
か
ま
）
や

蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
（
道
路
）
沿
線
の
渓
谷
、
樹
氷
、
果

樹
園
風
景
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
資
源
、
遠
刈

田
（
と
お
が
っ
た
）
の
伝
統
こ
け
し
等
の
歴
史
資
源
、
ス

キ
ー
場
や
ゴ
ル
フ
場
等
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
、
高
原
野
菜
や

果
樹
、
蔵
王
チ
ー
ズ
等
の
豊
富
な
食
材
、
開
湯
４
０
０
年

余
り
の
歴
史
を
持
つ
遠
刈
田
温
泉
な
ど
多
く
の
優
れ
た
観

光
資
源
を
有
す
る
、
宮
城
県
を
代
表
す
る
観
光
地
で
す
。

　

町
の
総
面
積
は
１
５
２
・
85
平
方
㌔
、
人
口
約
１
万
３

千
人
、
世
帯
数
約
４
３
０
０
世
帯
で
、
高
齢
化
率
は
29
・

６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
魅
力
の
発
信

　

団
体
旅
行
が
減
少
す
る
な
ど
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
大
幅

に
変
化
し
、
ま
た
他
の
観
光
地
と
の
競
争
も
激
化
し
、
蔵

王
の
観
光
客
数
は
平
成
元
年
に
２
３
０
万
人
を
記
録
し
た

後
、
減
少
傾
向
に
あ
り
、
近
年
で
は
年
間
１
５
０
万
人
か

ら
１
６
０
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

雄
大
な
蔵
王
を
見
て
温
泉
に
泊
ま
る
と
い
っ
た
従
来
の

観
光
旅
行
が
減
少
し
て
き
た
現
在
、
町
で
は
新
た
な
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
、「
農
業
」
と
「
観
光
」
を
連
携
さ
せ

た
体
験
・
交
流
型
観
光
の
推
進
、
温
泉
を
活
用
し
た
滞
在

型
観
光
の
推
進
、
冬
季
に
も
訪
れ
て
も
ら
え
る
通
年
観
光

の
推
進
、
食
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
の
創
出
等
、
様
々
な
施
策
を
実
施
し
、
新
し
い
魅
力
の

発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス「
日
本
の
蔵
王
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
・

エ
コ
」
も
そ
ん
な
中
、「
蔵
王
」
の
全
国
的
な
知
名
度
ア
ッ

プ
と
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
５
月
に
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
・
エ
コ
と
は

　
「
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」
と
は
山
登
り
の
自
転
車
レ
ー
ス
の

こ
と
で
、「
エ
コ
」
は
「
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
」
の
エ
コ
と
、

環
境
に
優
し
い
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
の
エ
コ
を
掛
け
合
わ
せ

て
い
ま
す
。
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
「
エ
コ
」
意
識
の

高
ま
り
と
と
も
に
、
自
転
車
の
利
用
や
自
転
車
レ
ー
ス
の

開
催
が
全
国
各
地
で
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、「
環
境
保
全

の
町
」
を
宣
言
し
た
本
町
に
と
っ
て
も
、
エ
コ
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
自
転
車
レ
ー
ス
は
マ
ッ
チ
す
る
と
い
え
ま
す
。

　

毎
年
５
月
の
第
３
日
曜
日
に
開
催
す
る
こ
の
レ
ー
ス

宮
城
県
蔵
王
町
農
林
観
光
課 

課
長
補
佐　

●　

今
村
敏
男

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
「
蔵
王
」
の
知
名
度
ア
ッ
プ

―
交
流
人
口
増
加
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
て―

2
宮
城
県
蔵
王
町

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集

ヒルクライムレースのスタート風景
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は
、
遠
刈
田
温
泉
の
宮
城
蔵
王
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
前
の
大

鳥
居
を
ス
タ
ー
ト
。
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
の
旧
料
金
所
跡
地
に

ゴ
ー
ル
す
る
６
・
５
㌔
の
「
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
」
と
、
標

高
が
上
が
る
に
つ
れ
て
新
緑
か
ら
雪
の
回
廊
へ
と
装
い
が

変
わ
る
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
と
自
動
車
専
用
有
料
道
路
の
ハ
イ

ラ
イ
ン
を
走
り
、
火
口
湖
で
あ
る
御
釜
手
前
の
宮
城
県
営

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
に
ゴ
ー
ル
す
る
18
・
７
㌔
の
「
フ
ル
ク

ラ
ス
」
の
２
本
立
て
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

山
登
り
の
自
転
車
レ
ー
ス
の
た
め
、
ス
タ
ー
ト
地
点
と

ゴ
ー
ル
と
の
標
高
差
は
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス
で
４
９
７
㍍
、

フ
ル
ク
ラ
ス
で
１
３
３
４
㍍
と
大
き
く
、
か
な
り
体
力
を

要
求
さ
れ
る
本
格
的
な
レ
ー
ス
で
す
が
、
蔵
王
の
大
自
然

を
体
感
で
き
る
大
会
と
し
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
の
２
０
１
０
年
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
９
７
５

人
が
参
加
、
２
０
１
１
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中

止
し
ま
し
た
が
、
２
０
１
２
年
大
会
か
ら
は
、
財
団
法
人

日
本
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）
が
主
催
す
る
全
日

本
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
シ
リ
ー
ズ
戦
の
国
内
４
大
大
会
の
開
幕

戦
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
国
内
ト
ッ
プ
プ
ロ
な
ど
１
２
２
２

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
大
会
で
は
、
大
会
前
日
の
受
付
会
場
で

食
の
イ
ベ
ン
ト
「
み
や
ぎ
味
ま
つ
り
in
蔵
王
」
を
開
催
、

全
国
か
ら
集
ま
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
、
震
災
復
興
に
取
り

組
む
宮
城
の
元
気
な
姿
と
、
食
材
王
国
・
宮
城
の
積
極
的

な
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
大
会
を
目
指
し
て

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
・
ハ
イ
ラ
イ

ン
を
通
行
止
め
に
す
る
こ
と
か
ら
、
大
変
な
苦
労
が
あ
り

ま
し
た
。
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
の
２
年
に
わ
た
る
交
通
量

調
査
な
ど
を
経
て
、
警
察
の
許
可
が
出
る
ま
で
３
年
間
を

費
や
し
や
っ
と
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、「
蔵
王
」
と
い
う
財
産
を
共
有
す
る
周
辺
の

山
形
市
、
上
山
市
、
白
石
市
、
七
ヶ
宿
町
、
川
崎
町
の
３

市
２
町
の
協
力
を
得
る
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
開
催
ま
で
に
は
様
々
な
苦
労
が
あ
り
ま
し

た
が
、
蔵
王
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
１
２
０
０
人
を
超
す

出
走
者
が
全
国
各
地
か
ら
参
加
す
る
た
め
、
本
町
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
全
国
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
絶
好
の
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
参
加
者
の
宿
泊
や
お
土
産
の
購

入
等
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
そ
の
後
の
リ
ピ
ー
タ
ー
や
地

場
産
物
の
販
路
拡
大
に
つ
な
が
る
な
ど
、
地
域
経
済
全
体

の
活
性
化
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
開
催
に
は
多
く
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
参

加
料
の
ほ
か
に
町
で
運
営
費
を
負
担
し
て
い
ま
す
が
、
最

終
的
に
は
、
町
の
負
担
な
し
で
の
大
会
運
営
が
出
来
る
よ

う
２
５
０
０
人
規
模
の
大
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、エ
コ
ス
ポ
ー
ツ
の
ブ
ー
ム
で
あ
り
、自
転
車
レ
ー

ス
は
全
国
で
60
以
上
の
大
会
が
開
催
さ
れ
、
蔵
王
の
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
と
同
じ
日
に
も
近
隣
の
県
に
お
い
て
２
つ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
大
会
で
も
芸
能
人
の
自
転
車
愛
好
者
を
招
い
た
り
、

豚
汁
で
お
も
て
な
し
を
し
た
り
、
地
場
産
品
が
当
た
る
抽

選
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
大
会
と
し
て
は
歴
史
も
浅

く
ま
だ
ま
だ
全
国
的
に
は
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

さ
ら
に
回
を
重
ね
、
全
国
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
る
大
会
に
育
て
上
げ
、
交

流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

沿道の子供たちの声援を受けて走るサイクリスト

ゴール地点付近で休む参加者。写真中央には火口湖の御釜が見える
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自
転
車
の
ま
ち
推
進
計
画
を
策
定

　

宇
都
宮
市
は
、
関
東
平
野
の
北
部
、
栃
木
県
の
中
央
部

に
位
置
し
、
県
都
と
し
て
人
口
51
万
人
を
数
え
る
中
核
市

で
す
。
本
市
で
は
、
都
市
構
造
や
地
域
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
、「
自
転
車
」を
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し
て
、様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
平
成
22
年
12
月
に
自
転
車

で
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
総
合
的
な
計
画
と
し
て

「
自
転
車
の
ま
ち
推
進
計
画
（
以
下
、
推
進
計
画
）」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

推
進
計
画
で
は
、「
自
転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
」
の
実
現

を
目
指
し
、『
安
全
』、『
快
適
』、『
楽
し
く
』、『
健
康
と

エ
コ
』
の
４
つ
を
施
策
の
柱
と
し
、
自
転
車
を
安
全
で
快

適
に
楽
し
く
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
様
々

な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
推
進
計
画
に
基
づ
き
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
転
車
走
行
空
間
の
整
備

　

自
転
車
を
安
全
に
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

ま
ず
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

推
進
計
画
で
は
、
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路
線
と
し
て
設

定
し
た
路
線
の
う
ち
、
自
転
車
交
通
量
や
交
通
事
故
の
発

生
状
況
等
を
踏
ま
え
、
整
備
の
必
要
性
が
高
く
優
先
的
に

整
備
を
行
う
路
線
を
16
路
線
約
16
㌔
選
定
し
、
道
路
現
況

に
応
じ
て
自
転
車
専
用
通
行
帯
な
ど
の
整
備
を
積
極
的
に

進
め
て
お
り
、
平
成
24
年
度
末
ま
で
に
9
路
線
６
・
５
㌔

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
、
国
が
策
定
し
た
「
安
全
で
快
適
な
自

転
車
利
用
環
境
創
出
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
踏
ま
え
な
が
ら
、

交
差
点
部
等
に
お
け
る
よ
り
安
全
性
の
高
い
整
備
手
法
を

確
立
す
る
た
め
、
国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
社
会
実
験
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営

　

自
転
車
の
魅
力
を
発
信
し
、
自
転
車
の
利
用
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
自
転
車
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
の
戦
略
的
な
拠
点
施
設
と
し
て
、
平
成
22
年
10
月
か

ら
、Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
に
お
い
て「
宮
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
運
営
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
の
レ
ン

タ
ル
、
休
憩
・
修
繕
ス
ペ
ー
ス
や
シ
ャ
ワ
ー
・
ロ
ッ
カ
ー

の
提
供
の
ほ
か
、
宇
都
宮
市
を
拠
点
と
す
る
プ
ロ
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
チ
ー
ム
「
宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
」
と
連
携
し
た

ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
の
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
座
」
や
「
ま
ち

な
か
ラ
イ
ド
」
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
な
ど
様
々

な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
民
を
は
じ
め
と
し
た
全
国
の
自
転
車
愛
好

宇
都
宮
市
総
合
政
策
部
交
通
政
策
課　

●　

平
原
健
吉

「
自
転
車
の
ま
ち
宇
都
宮
」の
推
進
に
向
け
て

―
先
駆
的
な
都
市
で
あ
り
続
け
る
た
め
に―

3
栃
木
県
宇
都
宮
市

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集

自転車専用通行帯（市道７号線上河原通り）
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特集 自転車を利用した地域活性化

家
1
万
4
千
人
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク

の
レ
ン
タ
ル
に
対
す
る
高
い
評
価
や
「
施
設
を
定
期
的
に

利
用
し
た
い
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
自
転
車
の
ま
ち
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
拠
点
施
設
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
よ
り
利
用

者
に
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
施
設
機
能
の

充
実
を
図
る
た
め
、
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な

が
ら
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。「

自
転
車
の
駅
」
の
設
置

　
「
自
転
車
の
駅
」
は
、
市
民
や
来
街
者
の
快
適
な
サ
イ

ク
リ
ン
グ
の
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ル
ー
ト
沿
い
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
用
ラ
ッ
ク
や
自
転
車
修
理
工

具
、
空
気
入
れ
ポ
ン
プ
を
配
備
し
、
自
転
車
利
用
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
施
設
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
内
の
30
カ
所
に
設
置
し
て
お
り
、
利
用
者

か
ら
は
「
気
軽
に
利
用
で
き
る
」、「
買
物
も
で
き
て
便
利
」

な
ど
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
も
「
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
駐
輪
環

境
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
な
ど
と
好
評
で
す
。
今

後
も
コ
ン
ビ
ニ
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
市
内
全
域

を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
、「
自
転
車
の
駅
」
を
増
設
し
て

い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
も
整
備

　

ま
ち
な
か
に
お
け
る
回
遊
性
や
駐
輪
環
境
の
向
上
策
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
や
短
時
間
駐
輪
ス
ポ
ッ

ト
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
、
こ
れ
ま
で
中
心
市
街
地

の
市
営
駐
輪
場
4
カ
所
を
貸
出
拠
点
と
し
て
多
く
の
市
民

や
来
街
者
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
回
遊
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に
貸
出
拠
点
を
増
設
し
、

郊
外
部
も
含
め
た
7
カ
所
に
す
る
と
と
も
に
、
利
便
性
の

高
い
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
55
台
導
入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
ホ
テ
ル
と
連
携
し
て
、
宿
泊
者
に
自
転

車
を
貸
し
出
す
「
お
も
て
な
し
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
、
市
民
や
来
街
者
が
様
々
な
環
境

や
用
途
に
応
じ
、
自
転
車
を
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
店
舗
に
近
接
し
短
時
間
の
利
用
に
適
し
た
駐

輪
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
に
向
け
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
店

舗
敷
地
に
駐
輪
ラ
ッ
ク
を
設
置
す
る
商
店
街
に
対
す
る
支

援
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
商
店
街
の
2
カ
所

に
駐
輪
ラ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
商
店
街

と
連
携
し
て
駐
輪
ラ
ッ
ク
を
増
設
し
、
ま
ち
な
か
に
お
け

る
駐
輪
環
境
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
走
れ
ば
愉
快
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

　

宇
都
宮
市
で
は
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
推
進
の
一
環

と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
走
れ
ば
愉
快
だ
宇
都

宮
」
を
掲
げ
て
お
り
、
自
転
車
施
策
に
お
い
て
も
ブ
ラ
ン

ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
連
動
し
た
「
走
れ
ば
愉
快
だ
宇
都
宮
」

を
掲
げ
「
自
転
車
の
ま
ち
」
の
推
進
や
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
「
自
転
車
」
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進
む
と
と
も
に
、
各
自
治
体
に

お
い
て
も
、
様
々
な
取
り
組
み
が
進
む
中
、
本
市
が
「
自

転
車
の
ま
ち
」
と
し
て
先
駆
的
な
都
市
で
あ
り
続
け
ら
れ

る
よ
う
、『
安
全
』、『
快
適
』、『
楽
し
く
』、『
健
康
と
エ
コ
』

を
柱
と
し
た
様
々
な
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
自
転
車
を
安
全
で
快
適
に
楽
し
く
利
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
、
市
民
や
来
街
者
な
ど
だ
れ
も
が
『
走
れ

ば
愉
快
だ
』
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
「
自
転
車
の
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

「自転車の駅」を利用するサイクリスト

「自転車のまち宇都宮」の
ロゴマーク
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な
ぜ
「
じ
て
ん
し
ゃ
王
国　

埼
玉
」

な
の
か

　
「
門
弥
式
陸
船
車
」
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
18
世
紀
初

め
（
江
戸
時
代
享
保
年
間
）
に
、
現
在
の
埼
玉
県
本
庄
市

に
住
ん
で
い
た
組
頭
・
庄
田
門
弥
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た

足
踏
み
式
自
走
４
輪
車
で
あ
る
。
こ
の
４
輪
車
が
世
界
最

古
の
自
転
車
機
能
を
備
え
て
い
た
と
い
う
研
究
論
文
か

ら
、埼
玉
県
は
「
自
転
車
発
祥
の
地
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
自
転
車
保
有
率
日
本
一
」、「
勾
配
が
緩
や
か

な
地
形
面
積
割
合
日
本
一
」、「
大
規
模
自
転
車
道
総
延
長

第
４
位
」
と
い
っ
た
統
計
デ
ー
タ
が
示
す
よ
う
に
、
埼
玉

県
で
は
多
く
の
県
民
が
自
転
車
を
利
用
し
、
自
転
車
に
乗

る
環
境
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
県
内
に
は
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社
を
は
じ
め
、
多
く
の
自
転
車

関
連
企
業
も
立
地
し
て
お
り
、
埼
玉
県
は
自
転
車
に
関
す

る
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る
。
埼
玉
県
は
、
ま

さ
に
「
じ
て
ん
し
ゃ
王
国
」
な
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
自
転
車
に
関
す
る
埼
玉
県
の
多
彩
な
魅
力

や
、
埼
玉
県
が
実
施
す
る
自
転
車
関
連
施
策
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、
自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
も
呼
び
か
け

て
い
く
た
め
、「LO

V
E bicycle SA

IT
A
M
A

」
広
報

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

自
転
車
関
連
施
策
を
一
元
的
に
広
報

　
「LO

V
E bicycle SA

IT
A
M
A

」
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、「
一
元
的
広
報
」
を
実
践
し
て
い
る
。「
一
元
的

広
報
」
と
は
、
県
独
自
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
戦
略
的
な

広
報
活
動
の
こ
と
で
、
県
の
重
要
な
政
策
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
各
部
局
が
持
つ
情
報
を
広
報
主
管
課
で
あ
る
広
聴
広

報
課
に
集
約
し
て
全
体
像
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

埼
玉
県
で
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
は
道
路

環
境
課
、車
か
ら
自
転
車
へ
の
利
用
転
換
は
大
気
環
境
課
、

埼
玉
サ
イ
ク
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
は
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通
ル
ー
ル
の
徹
底
や
マ

ナ
ー
向
上
は
防
犯
・
交
通
安
全
課
と
い
う
よ
う
に
、
複
数

の
部
局
に
ま
た
が
っ
て
多
く
の
自
転
車
関
連
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。

　

各
事
業
課
は
所
管
す
る
事
業
の
広
報
は
行
う
が
、
所
管

外
の
自
転
車
に
関
す
る
話
題
は
広
報
の
対
象
と
し
て
取
り

上
げ
に
く
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「LO

V
E 

bicycle SA
IT
A
M
A

」
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ
て
、

「
じ
て
ん
し
ゃ
王
国　

埼
玉
」
の
様
々
な
魅
力
や
自
転
車

に
関
す
る
県
の
施
策
を
集
約
し
て
情
報
発
信
し
て
い
こ
う

と
い
う
わ
け
だ
。

ポ
タ
ガ
ー
ル
埼
玉
も
意
欲
的
に
情
報
発
信

　

広
報
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ク
チ
コ
ミ
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
人
の
行
動
に
影
響
を
与
え
る
人

物
）、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
戦
略
的
に
Ｐ
Ｒ

を
展
開
し
て
い
る
。

　

中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
「
ポ
タ
ガ
ー
ル
埼
玉
」
の
存

在
だ
。「
ポ
タ
ガ
ー
ル
」
と
は
、
自
転
車
で
散
歩
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
和
製
英
語
「
ポ
タ
リ
ン
グ
（pottering

）」

か
ら
作
っ
た
〝
埼
玉
発
〞
の
新
し
い
言
葉
で
あ
る
。

　
「
ポ
タ
ガ
ー
ル
埼
玉
」
は
、
自
転
車
と
埼
玉
県
が
大
好

き
な
女
性
で
結
成
さ
れ
、
自
転
車
の
楽
し
み
方
や
お
薦
め

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
、
グ
ル
メ
や
自
転
車
マ
ナ
ー

の
ア
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
若
い
女
性
に
強
い
影
響
力
を
持
つ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
で
あ
り
、
日
本
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協

会
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
親
善
大
使
も
務
め
る
宇
井
愛
美
さ
ん

を
リ
ー
ダ
ー
と
し
、
公
募
メ
ン
バ
ー
や
県
職
員
合
わ
せ
て

30
名
ほ
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

街
乗
り
ポ
タ
リ
ン
グ
派
か
ら
レ
ー
ス
に
出
場
す
る
な
ど

本
格
的
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
派
ま
で
幅
広
い
層
を
有
す
る
「
ポ

タ
ガ
ー
ル
埼
玉
」
メ
ン
バ
ー
の
意
欲
的
な
情
報
発
信
に
よ

埼
玉
県
広
聴
広
報
課　

●　

高
橋
明
子

「
じ
て
ん
し
ゃ
王
国 

埼
玉
」の
確
立
を
目
指
し
て

―
自
治
体
初
の
自
転
車
見
本
市
を
開
催― 4

埼
玉
県

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集
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特集 自転車を利用した地域活性化

り
、
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
「LO

V
E bicycle 

SA
IT
A
M
A

」
や
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ポ
タ
日
和
」

は
県
内
外
の
多
く
の
固
定
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
お
り
、
ポ

タ
ガ
ー
ル
埼
玉
の
人
気
は
高
い
。

自
治
体
初
の
自
転
車
見
本
市

「
埼
玉
サ
イ
ク
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
」

　

こ
の
よ
う
に
、埼
玉
県
で
は
平
成
23
年
度
か
ら「LO

V
E 

bicycle SA
IT
A
M
A

」
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
さ
ら
に
自
転
車
の
魅
力
発

信
に
加
え
、
自
転
車
関
連
市
場
の
拡
大
に
よ
る
埼
玉
県
経

済
の
活
性
化
や
自
転
車
中
心
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着

化
を
目
的
に
、
平
成
25
年
３
月
20
日
（
水
）
に
初
め
て
開

催
し
た
の
が
、
自
転
車
見
本
市
「
埼
玉
サ
イ
ク
リ
ン
グ

シ
ョ
ー
」（
会
場
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
及
び
鐘
塚
公

園
）
で
あ
る
。

　

既
に
民
間
で
は
、
国
内
最
大
の
自
転
車
見
本
市
「
サ
イ

ク
ル
モ
ー
ド
」
が
幕
張
メ
ッ
セ
と
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
を

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、「
埼
玉
サ
イ
ク
リ
ン

グ
シ
ョ
ー
」
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
に
特
化
せ
ず
、
自

転
車
関
連
グ
ッ
ズ
、
観
光
・
グ
ル
メ
、
交
通
安
全
、
健
康

な
ど
自
転
車
が
も
つ
多
様
な
広
が
り
を
見
せ
る
出
展
を
目

指
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
開
催
実
績
が
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
の
知
名
度
も
な
い
中
で
の
準
備
だ
っ
た
た
め
出
展
・

協
賛
企
業
探
し
は
か
な
り
難
し
い
面
も
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
企
業
訪
問
な
ど
懸
命
な
営
業
活

動
を
展
開
。
こ
の
結
果
、
自
転
車
メ
ー
カ
ー
や
輸
入
自
転

車
を
販
売
す
る
企
業
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
自
転
車
関
連

グ
ッ
ズ
を
扱
う
企
業
、
自
転
車
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
る

自
治
体
な
ど
当
初
目
標
と
し
て
い
た
50
の
企
業
・
団
体
に

出
展
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
自
転
車
保
険
を
主
力
商
品
と
し
て
取
り
扱
い
、

自
転
車
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
ａ
ｕ
損

害
保
険
株
式
会
社
な
ど
９
つ
の
企
業
・
団
体
に
協
賛
を
い

た
だ
い
た
。開
催
当
日
の
３
月
20
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

自
治
体
と
し
て
初
め
て
の
自
転
車
見
本
市「
埼
玉
サ
イ
ク

リ
ン
グ
シ
ョ
ー
」は
、目
標
を
上
回
る
１
万
５
千
人
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、出
展
企
業
・
団
体
か
ら
も
好
評
価
を

得
る
な
ど
予
想
を
上
回
る
大
き
な
成
功
を
収
め
た
。

　

次
回
は
、平
成
26
年
２
月
15
日
（
土
）、16
日
（
日
）
に
、

会
場
を
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
移
し
、
１
５
０

の
企
業
・
団
体
の
出
展
と
、
３
万
人
の
来
場
を
目
標
に
開

催
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
埼
玉
サ
イ
ク
リ
ン
グ

シ
ョ
ー
」
を
多
く
の
方
か
ら
親
し
ま
れ
、
埼
玉
県
を
象
徴

す
る
イ
ベ
ン
ト
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
じ
て
ん
し
ゃ
王
国
」
の
確
立
を

　

ま
た
「LO

V
E bicycle SA

IT
A
M
A

」
広
報
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
平
成
25
年
度
で
３
年
目
と
な
り
、「
じ
て
ん
し
ゃ

王
国　

埼
玉
」
を
定
着
化
さ
せ
る
集
大
成
の
年
を
迎
え
て

い
る
。
過
去
２
年
間
の
成
果
を
振
り
返
る
と
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
等
の
メ
デ
ィ
ア
露
出
件
数
は
１
５

１
件
、
広
告
費
に
換
算
す
る
と
、
２
億
円
を
超
え
る
効
果

を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き「
自
転
車
」と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、

埼
玉
県
の
魅
力
を
県
内
外
に
向
け
て
発
信
し
て
い

く
と
と
も
に
、「LO

V
E bicycle SA

IT
A
M
A

」

広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
と
「
埼
玉
サ
イ
ク
リ

ン
グ
シ
ョ
ー
」
の
開
催
を
柱
と
し
て
、「
じ
て
ん

し
ゃ
王
国　

埼
玉
」
の
確
立
を
目
指
し
て
い
く
。

・ 

公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
「LO

V
E 

bicycle SA
IT
A
M
A

」

　

 http://w
w
w
.facebook.com

/L
O
V
E
.

BICY
CLE.SA

IT
A
M
A

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ポ
タ
日
和
」

　

http://potabiyori.com
/

埼玉サイクリングショーの会場。１万5000人
が来場し、大盛況だった

埼玉サイクリングショーで行われたトークショーの模様。
左から２人目が上田清司埼玉県知事、さらに右へ順にス
ポーツジャーナリスト・別府始氏、ポタガール埼玉リーダー
の宇井愛美さん、柳保幸・au損害保険株式会社専務取締役

埼玉サイクリングショーの試乗コーナーの様子。
ポタガール埼玉が自転車に乗り、来場者にPR
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江
戸
川
区
は
東
京
都
の
東
端
に
位
置
し
、
周
囲
を
荒
川

や
江
戸
川
、
東
京
湾
に
囲
ま
れ
た
水
辺
豊
か
な
街
で
す
。

総
面
積
49
・
09
平
方
㌔
で
、
東
西
約
８
㌔
、
南
北
約
13
㌔

の
広
が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
人
口
は
約
68
万
人
（
平
成

25
年
4
月
現
在
）
で
、
東
京
都
の
他
区
市
に
比
べ
て
若
年

層
が
多
く
、
活
力
あ
ふ
れ
る
街
で
す
。

放
置
自
転
車
が
95
％
減
少

　

江
戸
川
区
は
都
心
か
ら
放
射
線
状
に
東
西
に
わ
た
っ
て

地
下
鉄
な
ど
５
路
線
が
走
っ
て
お
り
、
区
内
に
は
12
の
駅

が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
駅
間
を
結
ぶ
南
北
の
公
共
交
通
は

バ
ス
し
か
な
い
こ
と
と
、
地
形
が
平
坦
で
あ
る
こ
と
か
ら

駅
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
自
転
車
は
重
要
な
交
通
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
は
本
来
、
環
境
に
や
さ
し
い
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

の
代
表
で
あ
り
、
ま
た
膝
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に
有
酸

素
運
動
が
で
き
る
す
ぐ
れ
た
乗
り
物
で
す
。
本
区
で
は
、

そ
の
最
大
の
利
用
者
で
あ
る
通
勤
・
通
学
者
が
駅
に
来
て
、

そ
の
ま
ま
止
め
て
す
ぐ
に
電
車
に
乗
り
換
え
ら
れ
る
よ
う

な
駐
輪
場
整
備
や
、水
辺
を
走
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、

道
路
へ
の
自
転
車
通
行
帯
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
快
適
な

走
行
環
境
の
実
現
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
主
要
駅
周
辺
に
駐
輪
場
を
建
設
し
、
自
転

車
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
き
た
中
で
、
区
内
の
人
口
増
と

と
も
に
自
転
車
の
利
用
者
も
格
段
に
増
え
続
け
、
い
つ
し

か
各
駅
周
辺
は
放
置
自
転
車
で
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
本
区
は
、
駅
を
中
心
と
す
る
放
置
自
転
車
の
問

題
を
解
決
し
「
自
転
車
の
走
る
ま
ち
・
放
置
自
転
車
ゼ
ロ
」

を
目
指
し
て
、
平
成
17
年
度
に
４
本
の
柱
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
総
合
自
転
車
対
策
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
以
下
の
よ
う
な
対
策
で
す
。

（
１
）
駅
前
駐
輪
場
の
整
備

　

駅
か
ら
至
近
な
場
所
に
駐
輪
場
を
整
備
し
、
確
実
な
利

用
を
図
る
。

（
２
）
放
置
禁
止
区
域
の
エ
リ
ア
制
実
施

　

駅
周
辺
を
放
置
禁
止
区
域
エ
リ
ア
に
指
定
し
、
放
置
さ

れ
て
い
る
自
転
車
は
撤
去
す
る
。

（
３
）
自
転
車
業
務
の
駅
別
一
括
業
務
委
託

　
「
駐
輪
場
運
営
」「
啓
発
・
撤
去
」「
集
積
・
返
還
」
の

業
務
を
一
括
委
託
し
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

（
４
）
自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上

　

自
転
車
利
用
増
加
に
伴
う
自
転
車
に
よ
る
事
故
の
増
加

を
未
然
に
防
ぐ
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
結
果
、
平
成
25
年
4
月
現
在
の
区
内

駐
輪
場
収
容
台
数
は
、
日
本
最
大
級
と
い
わ
れ
る
葛
西
駅

地
下
駐
輪
場
な
ど
39
カ
所
、
５
万
２
４
１
４
台
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
13
年
５
月
に
は
８
７
４

５
台
も
あ
っ
た
放
置
自
転
車
は
、
平
成
24
年
５
月
に
は
３

７
１
台
、
実
に
95
・
８
％
も
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
社
会
実
験
を
実
施

　

総
合
自
転
車
対
策
に
よ
り
駐
輪
場
整
備
や
放
置
自
転
車

減
少
等
の
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
中
で
、
本
区
は
「
新

た
な
自
転
車
文
化
の
創
造
」
を
目
指
し
、平
成
21
年
9
月
、

国
土
交
通
省
の
「
先
導
的
都
市
環
境
形
成
促
進
事
業
」
の

補
助
金
を
活
用
（
補
助
金
交
付
は
平
成
21
年
度
の
み
）
し
、

社
会
実
験
と
し
て
区
内
３
駅
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
「
都
市
交
通
の
一
つ
と
し
て
公
共
交
通
と
自
転
車
を
組

み
合
わ
せ
た
『
サ
イ
ク
ル
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
』
シ
ス
テ
ム
の

確
立
」、「
自
動
車
等
か
ら
自
転
車
へ
の
移
動
手
段
の
転
換

促
進
に
よ
る
地
球
環
境
へ
の
負
荷
の
緩
和
」、「
複
数
の
人

が
駐
輪
場
を
拠
点
と
し
て
自
転
車
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ

る
駐
輪
場
の
効
率
的
な
活
用
」
と
い
う
３
点
を
柱
に
、
自

動
車
交
通
か
ら
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
確
立
し
、
Ｃ
Ｏ
２
を

削
減
す
る
環
境
社
会
の
実
現―

Edogaw
a

・Eco

・

Earth―

を
目
的
と
し
て
、
こ
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
愛

称
を
〝
Ｅ
サ
イ
ク
ル
〞
と
し
ま
し
た
。

江
戸
川
区
土
木
部
施
設
管
理
課 

駐
輪
対
策
係
長　

●　

髙
橋
和
彦

環
境
に
や
さ
し
い
自
転
車
が
走
る
ま
ち
づ
く
り

―
江
戸
川
区
総
合
自
転
車
対
策
と
Ｅ
サ
イ
ク
ル―

5
東
京
都
江
戸
川
区

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集
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特集 自転車を利用した地域活性化

利
用
形
態
は
、「
主
に
自
宅
か
ら
駅
へ
向
か
う
人
・
駅
か

ら
通
勤
、
通
学
を
す
る
人
を
対
象
と
し
た
定
期
利
用
」
と

「
買
い
物
、
観
光
等
で
利
用
す
る
人
を
対
象
と
し
た
当
日

利
用
」の
２
通
り
で
、当
日
利
用
に
つ
い
て
は
借
り
た
ポ
ー

ト
（
駐
輪
場
）
と
は
違
っ
た
ポ
ー
ト
へ
の
返
却
も
可
能
と

し
ま
し
た
。

　

利
用
料
金
は
、
定
期
利
用
が
月
１
５
０
０
円
、
当
日
利

用
が
１
０
０
円
で
、
い
ず
れ
も
初
回
利
用
時
に
登
録
し
て

も
ら
い
ま
す
。
ま
た
当
初
は
料
金
設
定
に
あ
た
り
、
定
期

利
用
は
当
初
駐
輪
場
利
用
に
お
け
る
定
期
料
金
（
月
１
８

０
０
円
）
よ
り
も
安
く
し
、
当
日
料
金
（
１
０
０
円
）
は

同
額
と
し
ま
し
た
が
、
駐
輪
場
利
用
者
と
Ｅ
サ
イ
ク
ル
利

用
者
と
の
料
金
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
の
解
消
と
本
格

実
施
を
見
据
え
た
採
算

性
か
ら
、
平
成
24
年
9

月
に
定
期
料
金
を
月
２

０
０
０
円
、
当
日
料
金

を
２
０
０
円
に
改
定
し

ま
し
た
。

　

自
転
車
の
配
置
台
数

は
開
始
当
初
は
４
０
０

台
で
し
た
が
、
社
会
実

験
開
始
か
ら
１
年
経
過

し
た
こ
ろ
に
は
、
利
用

率
が
１
５
０
％
を
超
え

た
こ
と
も
あ
り
、
平
成

23
年
7
月
に
実
施
ポ
ー

ト
を
新
た
に
２
駅
追
加

し
、
区
内
５
駅
５
９
０

台
ま
で
増
車
。
利
用
率

は
初
年
度
の
約
半
年
は
70
％
と
伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
、
そ

の
後
22
〜
24
年
度
の
平
均
は
１
２
０
％
超
と
な
っ
て
お

り
、
着
実
に
成
果
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
定
期
利
用
と
当
日
利
用
の
割
合
は
概
ね
半
々
で
、

ま
た
定
期
利
用
に
お
け
る
区
内
登
録
者
と
区
外
登
録
者
の

割
合
も
概
ね
50
％
と
な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
バ
ラ
ン
ス

よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
導
入
、

効
率
的
な
管
理
を
実
現

　

３
年
７
カ
月
に
わ
た
る
社
会
実
験
を
経
て
、
今
年
４
月

か
ら
い
よ
い
よ
区
内
11
駅
延
べ
１
千
台
に
拡
大
し
、
利
用

料
金
は
定
期
利
用
が
月
２
０
０
０
円
、
当
日
利
用
が
２
０

０
円
の
ま
ま
「
Ｅ
サ
イ
ク
ル
」
を
本
格
実
施
し
ま
し
た
。

　

社
会
実
験
中
の
最
大
の
課
題
と
し
て
運
営
・
管
理
シ
ス

テ
ム
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
体
制
は
、
駐

輪
場
係
員
に
よ
る
台
帳
管
理
と
な
っ
て
お
り
、貸
し
出
し
・

返
却
手
続
き
は
も
と
よ
り
、
各
ポ
ー
ト
に
お
け
る
自
転
車

管
理
や
利
用
状
況
把
握
等
の
デ
ー
タ
化
作
業
な
ど
、
す
べ

て
人
的
処
理
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
手
続
き
等
に
お
け
る
利
用
者
か
ら
の
苦
情

や
自
転
車
管
理
ミ
ス
に
よ
る
貸
し
出
し
ト
ラ
ブ
ル
、
デ
ー

タ
作
成
に
あ
た
っ
て
の
限
界
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
本
格
実
施
に
あ
た
り
、
各
ポ
ー
ト
間
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
び
、
利
用
者
に
と
っ
て
利
便
性
が
あ
る
効
率
的

な
管
理
運
営
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
導
入
後
ま
だ
日
は
浅
い
も
の
の
、
バ
ー
コ
ー

ド
管
理
に
よ
る
貸
し
出
し
・
返
却
手
続
き
時
間
の
短
縮
化
、

各
ポ
ー
ト
間
の
確
実
な
自
転
車
管
理
、
デ
ー
タ
処
理
の
迅

速
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
問
題
が
解
決
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
手
作
業
に
よ
る
管
理
か
ら
の
脱
却
に
よ
り
、
こ
れ
か

ら
は
人
件
費
の
削
減
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

「
自
転
車
先
進
区
」
を
目
指
し
て

　

江
戸
川
区
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
効
率
よ
く
、
し

か
も
採
算
性
を
保
ち
な
が
ら
実
施
で
き
た
理
由
は
、
既
設

の
駐
輪
場
を
活
用
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

次
の
通
り
で
す
。

（
１
）
ポ
ー
ト
の
新
た
な
整
備
費
や
維
持
費
の
軽
減

（
２
）
駐
輪
場
の
係
員
が
兼
務
で
き
る
こ
と
に
よ
る
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
に
係
る
人
件
費
の
軽
減

（
３
）
駅
か
ら
最
も
至
近
な
場
所
に
ポ
ー
ト
が
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
利
便
性
の
良
さ

　

こ
れ
ら
は
「
放
置
自
転
車
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
取
り
組

み
を
始
め
た
江
戸
川
区
総
合
自
転
車
対
策
が
あ
れ
ば
こ
そ

実
現
で
き
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
さ
に
本
事
業
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
る
「
新
た
な
自
転
車
文
化
の
創
造
」
と
言
え
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
現
在
は
駐
輪
場
の
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
を
ポ
ー
ト
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
利
用
率
が
高
ま
り
増
車
の
必
要
性
が
生
じ
た
と
き
に

ポ
ー
ト
を
い
か
に
し
て
確
保
し
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
バ

ス
利
用
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
「
サ
イ
ク
ル
ア
ン
ド
バ

ス
ラ
イ
ド
」
の
促
進
、
駅
前
以
外
へ
の
ポ
ー
ト
設
置
の
拡

大
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
く
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
限
り
な

い
可
能
性
を
秘
め
た
事
業
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
く
、
も
っ
と
も
身
近
な
交
通
手
段
で
あ

る
自
転
車
、
そ
の
良
さ
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
ま
ち
「
自
転
車
先
進
区
」
を
目
指
し
、
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

バーコードで簡単に貸し出し。レンタサイクルの利用者は登録した
カードを示すだけで簡単に自転車が借りられる
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２
０
１
２
年
初
夏
、
諏
訪
地
域
の
企
業
が
連
携
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
自
転
車
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
信
州
ら

し
さ
を
表
現
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
加
工
が
難
し
い
「
県

産
の
カ
ラ
マ
ツ
」
に
挑
戦
し
、
金
属
の
精
巧
さ
と
木
の
ぬ

く
も
り
が
融
合
し
た
ス
マ
ー
ト
で
美
し
い
自
転
車
で
す
。

　

の
ち
に
全
国
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
募
集
し
、木
龍（
も
っ

く
る
）
と
名
付
け
ら
れ
る
『
木
製
フ
レ
ー
ム
自
転
車
』
の

誕
生
で
す
。

　

今
回
の
特
集
に
登
場
す
る
地
域
は
、
自
転
車
専
用
道
等

い
わ
ゆ
る
「
自
転
車
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
が
進
ん

で
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

諏
訪
市
は
、
自
転
車
の
た
め
の
環
境
整
備
は
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
な
ぜ
か
自
転
車
を
中
心
に
地
域
が
大
変

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
盛
り
上
が
り
を
牽
引
し
て

い
る
の
が
、
諏
訪
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通
称
ス
ワ

ク
ル
）
で
す
。

「
諏
訪
に
来
る
」
＝
ス
ワ
ク
ル

　

諏
訪
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
ス
ワ
ク
ル
と
い

う
）
は
、２
０
１
２
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
、諏
訪
市
産
業

連
携
推
進
室
に
よ
る
「
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
を
カ
タ
チ
に

し
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
企
画
案
発
表
＆
仲
間
づ
く
り
の

会
を
き
っ
か
け
に
始
動
し
た
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
民
間
事
業
者
と
行
政
、
商
工
会
議
所
が
連
携
し
て
推

進
し
て
い
ま
す
。「
諏
訪
を
自
転
車
で
楽
し
い
街
に
す
る
」

「
諏
訪
を
自
転
車
フ
ァ
ン
や
サ
イ
ク
ル
ビ
ル
ダ
ー
が
集
う

自
転
車
産
業
集
積
地
に
す
る
」こ
と
が
大
き
な
目
標
で
す
。

　

諏
訪
市
は
風
光
明
媚
な
諏
訪
湖
や
霧
ヶ
峰
高
原
な
ど
豊

か
な
自
然
や
温
泉
に
恵
ま
れ
、
首
都
圏
や
中
京
圏
か
ら
２

時
間
半
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
観
光
地
で
あ
り
、
ま
た
、「
東

洋
の
ス
イ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
高
度
な
精
密
加
工
技
術
を
有

す
る
産
業
集
積
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
可
能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、
諏
訪
を
自
転
車
で

元
気
に
し
た
い
。
そ
し
て
、諏
訪
に
遊
び
に
来
て
ほ
し
い
、

と
い
う
の
が
ス
ワ
ク
ル
の
原
点
で
す
。

　

こ
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、「
も
の
づ
く
り
」「
た
び

づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の
柱
に
よ
り
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り

　

も
の
づ
く
り
の
面
で
は
、
冒
頭
に
ご
紹
介
し
た
よ
う
に

ス
ワ
ク
ル
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て『
木
製
フ
レ
ー
ム
自
転
車
』

を
開
発
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
カ
ラ
マ
ツ
以
外
の
素
材
に

よ
る
自
転
車
の
製
作
に
も
着
手
し
ま
す
。
ま
た
近
年
ブ
ー

ム
に
な
り
つ
つ
あ
る
「
幼
児
用
キ
ッ
ク
バ
イ
ク
」
に
着
目

し
、２
種
類
の
異
な
る
素
材
（
木
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
）
を
使
っ

て
、
親
子
で
作
っ
て
遊
べ
て
乗
れ
る
工
作
キ
ッ
ト
を
開
発

し
ま
す
。
大
人
が
自
転
車
な
ら
幼
児

は
キ
ッ
ク
バ
イ
ク
と
い
う
こ
と
で
、

人
と
人
が
繋
が
る
き
っ
か
け
に
も
な

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
で
き
ま

す
。

た
び
づ
く
り
＆

ま
ち
づ
く
り

　

ス
ワ
ク
ル
の
特
徴
は
、
も
の
づ
く

り
の
力
を
、
た
び
づ
く
り
や
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
く
と
い
う
点
に

諏
訪
市
経
済
部
産
業
連
携
推
進
室
長
補
佐
兼
係
長　

●　

寺
島
和
雄

自
転
車
で
諏
訪
地
域
を
元
気
に
！

―
諏
訪
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト―

6
長
野
県
諏
訪
市

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集

木製フレームの自転車「木龍」

木龍の製造現場
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あ
り
ま
す
。
前
述
の
キ
ッ
ク
バ
イ
ク
は
幼
児
教
育
や
学
校

で
の
授
業
、
あ
る
い
は
課
外
活
動
や
工
作
体
験
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
で
活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
長
野
県

道
路
交
通
法
施
行
細
則
で
は
、
２
人
乗
り
（
タ
ン
デ
ム
）

自
転
車
の
一
般
公
道
で
の
走
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
強
み
が
あ
り
ま
す
の
で
、
観
光
事
業
者
と
連
携
し
て
タ

ン
デ
ム
自
転
車
や
木
製
フ
レ
ー
ム
自
転
車
を
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
に
導
入
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
カ
ッ
プ
ル
で
楽
し
め
る

企
画
を
宿
泊
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
む
な
ど
、
様
々
な
可
能
性

を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
度
に
、
諏
訪
湖
周
で
自
転
車
走
行
実
態
調

査
及
び
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
諏
訪
湖
の
周
り

に
ピ
ッ
ト
機
能
を
持
つ
「
サ
イ
ク
ル
オ
ア
シ
ス
」
を
設
け

る
こ
と
で
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
歓
迎
す
る
ム
ー
ド
を
つ
く

り
、「
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
と
も
に
地
域
の
情

報
（
も
の
づ
く
り
や
観
光
等
）
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
な
け
れ
ば
何
も
で
き
な

い
と
い
う
他
力
本
願
で
は
な
く
、『
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
を
探
っ
て
い
く
』
の
が
ス
ワ
ク
ル
で
す
。
人
と
自
転

車
が
一
緒
に
休
憩
で
き
る
ク
ロ
ス
ベ
ン
チ
な
ど
、
ま
ち
を

お
し
ゃ
れ
に
す
る
ア
イ
テ
ム
も
提
案
し
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
ス
ワ
ク
ル
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

産
業
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化

　

こ
の
よ
う
な
ス
ワ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
く
の
が
我
々
の
ス
タ
ン
ス
で
す
が
、
共
に
知
恵
を

出
し
汗
を
か
き
つ
つ
も
、『
主
役
は
民
間
事
業
者
で
あ
る
』

と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
参
画

す
る
事
業
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
も
の
で
な

く
て
は
長
続
き
し
ま

せ
ん
。

　

諏
訪
市
産
業
連
携
推
進
室
で
は
、
地
域
活
性
化
の
ア
イ

デ
ア
を
持
つ
事
業
者
の
発
掘
か
ら
は
じ
ま
り
、
ア
イ
デ
ア

を
披
露
す
る
「
場
」、仲
間
づ
く
り
の
「
場
」
を
設
け
ま
す
。

ス
ワ
ク
ル
代
表
の
堀
内
智
樹
氏
（
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
と

キ
ー
マ
ン
で
あ
る
渡
邉
俊
也
氏
（
塗
師
）、
安
田
マ
サ
テ

ル
氏
（
サ
イ
ク
ル
ビ
ル
ダ
ー
）
と
の
連
携
も
こ
こ
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
道
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
な

が
ら
、
知
恵
と
や
る
気
を
引
き
出
し
、
連
携
で
き
る
仲
間

づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
地
域
活
性
化
の
ト
レ
ン
ド
は
、『
民
間
事
業
者

の
創
意
工
夫
を
い
か
に
引
き
出
す
か
』、
と
い
う
点
に
あ

り
そ
う
で
す
。
ま
た
、
工
業
、
農
林
漁
業
、
商
業
、
観
光

等
産
業
間
の
連
携
に
よ
り
、
新
し
い
付
加
価
値
を
生
み
出

し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
産
業
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
を
す
る
中
で
、「
ス
ワ
ク
ル
」
の
み
な

ら
ず
、「
上
野
大
根
」、「
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
±
５
μ
」、「
ナ

ノ
バ
ブ
ル
に
よ
る
貧
酸
素
改
善
・
水
産
資
源
復
活
」

な
ど
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
上
野
大
根
は
沢
庵
な
ど
に
利
用
さ
れ

る
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド
品
で
、
そ
の
一
層
の
活
用
策

を
探
っ
て
い
ま
す
。ま
た「
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
±
５
μ
」は
、

諏
訪
な
ら
で
は
の
精
密
加
工
技
術
を
利
用
し
、
超

高
精
度
の
金
属
砂
時
計
を
開
発
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
こ
う
し
た
様
々
な
連
携
の
橋

渡
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
果
た
し
な
が
ら
、

民
間
事
業
者
を
盛
り
上
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
「
花
よ
り
も
、
花
を
咲
か
せ
る
土
に
な
れ
」
と

肝
に
銘
じ
つ
つ
…
。

サイクリストが気軽に立ち寄り、休憩などができるサイクルオアシス

風光明媚な諏訪湖。周辺ではサイクリングも盛んに行われている

産業連携４事例
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廃
線
を
生
か
し
た
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

飛
騨
市
神
岡
町
は
岐
阜
県
の
最
北
端
に
あ
る
飛
騨
市
の

最
北
部
に
あ
り
、
周
囲
は
飛
騨
山
脈
と
そ
の
支
脈
に
囲
ま

れ
、
乗
鞍
北
麓
に
源
を
発
し
南
北
に
貫
流
す
る
、
神
通
川

水
系
の
高
原
川
と
そ
の
支
流
に
沿
っ
て
集
落
・
耕
地
が
点

在
す
る
渓
谷
型
の
町
で
す
。

　

そ
の
神
岡
町
に
は
か
つ
て
神
岡
鉱
山
と
共
に
歩
ん
だ
１

０
０
年
を
超
え
る
長
い
歴
史
を
も
つ
鉄
道
が
あ
り
ま
し
た

が
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
神
岡
鉄
道
を
最
後
に
平
成
18
年
12

月
１
日
に
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
岡
鉄
道
は
廃
線
と
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
、
長

い
間
親
し
ん
だ
思
い
を
形
と
し
て
、
旧
神
岡
鉄
道
を
保
存

し
、
守
り
続
け
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
利
活
用

に
よ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
レ
ー
ル

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
・
ガ
ッ
タ
ン
ゴ
ー
」
で
す
。

　

廃
線
後
は
レ
ー
ル
や
橋
な
ど
は
撤
去
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
神
岡
鉄
道
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
雪
深
い
鉱
山
の
町
を
支
え
続
け
た
旧
神
岡
鉄
道

の
面
影
や
鉄
道
遺
産
を
、
私
た
ち
の
手
で
保
存
し
、
単
に

残
す
だ
け
で
な
く
「
乗
っ
て
楽
し
い
」
乗
り
物
を
走
ら
せ

る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
「
心
の
財
産
」
を
形
と
し
て
活

用
す
る
た
め
に
「
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
」
を
開
発

し
ま
し
た
。

　

廃
線
後
に
残
さ
れ
た
軌
道
・
ト
ン
ネ
ル
・
駅
舎
な
ど
の

鉄
道
遺
産
を
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
活
か
し
な
が
ら
、
世
代

を
問
わ
ず
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

新
感
覚
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
レ
ジ
ャ
ー
で
す
。

レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
と
は

　

レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
は
、
市
販
の
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
２
台
を
鉄
道
の
レ
ー
ル
幅
に
合
わ
せ
た
鉄
製
の
フ

レ
ー
ム
で
固
定
し
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
２
人
で
こ
ぐ

こ
と
で
前
進
す
る
新
感
覚
の
乗
り
物
で
す
。

　

自
転
車
の
後
輪
が
直
に
レ
ー
ル
の
上
に
接
地
し
、
フ

レ
ー
ム
の
車
輪
が
列
車
の
車
輪
を
模
し
て
い
る
た
め
、

レ
ー
ル
の
継
ぎ
目
部
分
で
は
「
ガ
ッ
タ
ン
ゴ
ッ
ト
ン
」
と

い
う
、
列
車
さ
な
が
ら
の
音
と
振
動
を
体
全
体
で
体
感
で

き
ま
す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
は
体
験
で
き
な
い
振
動
と
音

や
、
さ
わ
や
か
な
風
が
、
自
分
が
風
に
な
っ
て
大
自
然
を

駆
け
抜
け
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

使
用
し
て
い
る
コ
ー
ス
は
、
旧
神
岡
鉄
道
の
奥
飛
騨
温

泉
口
駅
〜
神
岡
鉱
山
前
駅
ま
で
の
２
・
９
㌔
区
間
の
往
復

５
・
８
㌔
で
、
真
っ
暗
な
ト
ン
ネ
ル
や
、
鉱
山
の
町
神
岡

を
一
望
で
き
る
眺
め
の
良
い
高
架
、
民
家
の
裏
側
、
緑
豊

か
な
高
原
川
渓
谷
な
ど
が
あ
り
、
め
く
る
め
く
田
舎
町
の

日
常
と
非
日
常
が
一
度
に
楽
し
め
る
と
大
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

　

沿
線
で
は
、
春
は
桜
、
初
夏
に
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
、
秋

に
は
紅
葉
と
四
季
折
々
の
自
然
が
満
喫
で
き
ま
す
。

　

小
さ
な
お
子
様
連
れ
の
ご
家
族
や
、
体
が
不
自
由
な
お

客
様
に
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
２
人
乗
り
の
レ
ー
ル

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
ほ
か
に
、
観
覧
シ
ー
ト
、
ベ
ン
チ

シ
ー
ト
、
ト
ロ
ッ
コ
な
ど
の
補
助
席
も
考
案
し
、
世
代
を

問
わ
ず
カ
ッ
プ
ル
か
ら
大
家
族
ま
で
の
利
用
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

大
き
な
反
響
、
利
用
客
は
２
万
人
以
上
に

　

平
成
19
年
の
営
業
開
始
以
来
、
営
業
日
数
、
利
用
者
数

と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
６
年
目
の
平
成
24
年
に
は
２

万
人
以
上
の
集
客
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
全

国
的
に
も
類
を
見
な
い
乗
り
物
の
カ
タ
チ
と
地
元
住
民
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｔ
Ｖ
・
新
聞
・

雑
誌
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
高
い
露
出
が
あ
り
、
以
前

は
閑
散
と
し
た
過
疎
の
田
舎
町
が
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
近
隣
に
は
奥
飛
騨
温
泉
郷
や
飛
騨
高
山
な
ど
の

観
光
地
が
あ
り
、
飛
騨
の
自
然
を
満
喫
し
た
い
と
い
う
観

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
神
岡
・
町
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
事
務
局

　

●　

田
口
由
加
子

廃
線
を
生
か
し
、「
遊
び
ご
こ
ろ
」で
町
お
こ
し

―
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に―

7
岐
阜
県
飛
騨
市

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化
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特集 自転車を利用した地域活性化

光
客
の
ニ
ー
ズ
と
一
致
し
た
こ
と
で
、
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
の
営
業
開
始
以
前
に
は
な
か
っ
た
、
着
地
・
体

験
型
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
平
成
24
年

の
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
の
利
用
客
の
６

割
以
上
が
近
隣
の
観
光

地
に
宿
泊
さ
れ
、
昼
食

に
は
地
元
の
飲
食
店
を

利
用
す
る
な
ど
大
き
な

経
済
波
及
効
果
も
現
れ

て
い
ま
す
。

　

開
業
当
初
は
地
元
住

民
や
旧
神
岡
鉄
道
フ
ァ
ン
に
限
っ
た
利
用
を
予
想
し
て
い

ま
し
た
が
、
自
分
の
体
を
使
っ
て
体
験
で
き
る
点
や
、
誰

も
が
気
軽
に
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
感
覚
で
乗
車
で
き
る
こ
と

な
ど
か
ら
、「
鉄
道
」
と
「
自
転
車
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

全
国
的
に
幅
広
い
層
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

特
に
開
業
当
時
か
ら
の
有
望
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
と
し

て
、
お
子
様
を
お
連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
今
で
は
鉄
道
フ
ァ
ン
で
な
い
お
子
様
で
も
、
直

感
的
に
鉄
道
の
世
界
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
、
ま
た
様
々

な
補
助
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
家
族
が
一
体
と
な
っ
て
「
乗

る
・
見
る
」
だ
け
で
は
な
い
、
廃
線
な
ら
で
は
の
「
鉄
道
」

の
楽
し
み
方
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す

　

自
転
車
の
増
車
に
よ
る
利
用
者
の
受
け
入
れ
数
増
加

や
、
お
客
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、

昨
年
は
タ
ン
デ
ム
自
転
車
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
は
フ

レ
ー
ム
に
サ
イ
ド
カ
ー
形
式
の
補
助
席
を
組
み
合
わ
せ
る

な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
自
転
車
の
導
入
を
企
画

中
で
す
。

　

ゼ
ロ
か
ら
始
め
た
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
は
、
来
場

者
が
２
万
人
を
超
え
る
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
10
月
15
日
に
、
国
土
交
通
省
と
Ｊ
Ｒ
各
社
、

私
鉄
各
社
で
組
織
す
る
「
鉄
道
の
日
」
実
行
委
員
会
か
ら
、

「
蘇
っ
た
レ
ー
ル
」
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

全
線
廃
止
に
な
っ
た
鉄
道
に
係
る
取
り
組
み
が
「
鉄
道

賞
」
を
受
け
る
の
は
異
例
で
す
が
、
受
賞
理
由
は
、「
レ
ー

ル
を
残
し
た
い
」
と
い
う
鉄
道
へ
の
深
い
思
い
と
、
鉄
路

を
活
か
し
た
新
た
な
観
光
資
源
、
つ
ま
り
地
域
の
新
た
な

財
産
を
創
出
し
た
こ
と
な
ど
の
先
進
性
に
加
え
、
鉄
道
が

地
域
の
人
た
ち
に
い
か
に
重
い
存
在
で
あ
る
か
を
訴
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、平
成
25
年
３
月
４
日
に
、公
益
社
団
法
人
ス
ポ
ー

ツ
健
康
産
業
団
体
連
合
会
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
し
た
団
体
と
し
て
、「
日
本
商
工
会
議
所

奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
常
に
夢
を
持
ち
、
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
旧
神
岡
鉄
道
の
保
存
と
利

活
用
を
進
展
さ
せ
、
よ
り
一
層
の
交
流
人
口
の
増
加
を
図

り
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

レールマウンテンバイクに乗る家族連れ

観光客に好評のレールマウンテンバイク

レールマウンテンバイクの利用者数

年 利用者数（人） 営業日（日）
平成19年 　1,301 19
平成20年 　1,874 32
平成21年 　3,208 46
平成22年 　6,461 60
平成23年 11,718 86
平成24年 20,413 198
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は
じ
め
に

　

奈
良
県
は
、
世
界
遺
産
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
観
光

資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
国
内
外
か
ら
数
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
奈
良
の
観
光
資
源

は
県
内
一
円
に
広
く
分
布
し
て
い
る
た
め
、
自
家
用
車
の

利
用
割
合
が
高
く
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

公
共
交
通
や
徒
歩
・
自
転
車
に
よ
る
移
動
環
境

の
充
実
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
奈
良
県
で
は
広
域
的
な
周
遊
観
光

を
促
し
、
県
内
に
お
け
る
滞
在
型
観
光
の
拡
大

に
よ
る
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
、
県
民
の
健

康
増
進
や
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
等
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
22
年
12
月

に
「
奈
良
県
自
転
車
利
用
促
進
計
画
」
を
策
定

し
、
本
計
画
に
基
づ
き
、
自
転
車
の
利
用
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
転
車
利
用
促
進
に
向
け
た

基
本
的
な
考
え
方

　

安
全
・
快
適
で
わ
か
り
や
す
い
自
転
車
利
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
「
ハ
ー
ド
施
策
」
と
と
も
に
、
自
転

車
の
利
用
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
自
転
車
を
利
用
し
や
す
い
環

境
を
創
出
す
る
「
ソ
フ
ト
施
策
」
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま

す
。

　

ま
た
、
情
報
発
信
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
自
転
車
を
利

用
し
や
す
い
環
境
を
持
続
的
に
「
つ
く
り
」、「
守
り
」、「
育

て
る
」
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
施
策
実
施
後
も
効
果
を
検
証
し
、
改
善
し
て

い
け
る
よ
う
、
継
続
的
な
施
策
見
直
し
作
業
と
し
て
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

計
画
に
基
づ
く
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て

（
１
） 

安
全
・
快
適
で
わ
か
り
や
す
い
自
転
車
利
用
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

　

主
要
観
光
地
を
結
ぶ
延
長
約
６
０
０
㌔
の
広
域
的
な
自

転
車
利
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
定
し
、
市
町
村
道
の
区
間

も
含
め
、
県
が
平
成
25
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て
道
路

区
域
内
で
実
施
が
可
能
な
案
内
誘
導
や
注
意
喚
起
サ
イ
ン

の
整
備
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
長
期
的
に

は
広
域
的
な
自
転
車
利
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
安

全
性
の
向
上

を
図
る
た

め
、
交
差
部

の
安
全
対
策

な
ど
自
転
車

走
行
空
間
の

整
備
を
検

討
・
実
施
し

ま
す
。

　

自
転
車
利

用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整

備
に
際
し
、

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
道
路
環
境
課

自
転
車
利
用
係
長

　

●　

大
久
保　

博

広
域
周
遊
観
光
を
促
進
し
、地
域
活
性
化

―
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
や
さ
し
い
奈
良
を
目
指
し
て―

8
奈
良
県

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集

 案内誘導・注意喚起サインの統一デザイン

自転車利用促進に向けた基本的な考え方
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特集 自転車を利用した地域活性化

県
独
自
の
考
え
方
や
基
準
を
取
り
ま
と
め
た
「
奈
良
県
自

転
車
利
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策

定
し
、
統
一
さ
れ
た
わ
か
り
や
す
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）
自
転
車
利
用
環
境
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

①
周
遊
観
光
を
支
え
る
拠
点
施
設
の
充
実

（
ａ
）
拠
点
施
設
の
整
備

　

奈
良
県
で
は
、
自
転
車
周
遊
観
光
の
起
終
点
と
な
り
、

情
報
提
供
や
立
ち
寄
り
等
の
複
合
的
機
能
を
有
す
る
施
設

と
し
て
、
奈
良
県
中
部
の
橿
原
市
に
「
橿
原
公
苑
ジ
ョ
ギ

ン
グ
＆
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
こ
の
４
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
施
設
に
は
自
転
車
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ス
ペ
ー
ス
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
、
宿
泊
室
な
ど
が
完
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
ｂ
）
自
転
車
の
休
憩
所

　

自
転
車
利
用
者
が
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
中
に
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
休
憩
す
る
場
所
で
、
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
（
ト
イ
レ

の
提
供
、
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル

対
応
空
気
入
れ
の
貸
し
出
し
）を
受
け
ら
れ
る
施
設
を『
自

転
車
の
休
憩
所
』
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
（
平
成
25

年
４
月
末
現
在
77
件
）。

②
宿
泊
施
設
と
連
携
し
た
お
も
て
な
し
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　
「
自
転
車
の
屋
内
保
管
」「
自
転
車
搬
送
サ
ー
ビ
ス
の
と

り
つ
ぎ
（
受
け
取
り
、
保
管
、
発
送
）」
に
対
応
可
能
な

宿
泊
施
設
を
「
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
や
さ
し
い
宿
」
と
し
て

認
定
し
て
い
ま
す（
平
成
25
年
４
月
末
現
在
50
施
設
）。「
サ

イ
ク
リ
ス
ト
に
や
さ
し
い
宿
」
の
中
に
は
、「
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
」、「
シ
ャ
ワ
ー
等
の
一
時
利
用
」

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
付
加
的
に
提
供
し
て
い
る
施
設
も
あ

り
ま
す
。

③ 

手
荷
物
・
自
転
車
搬
送
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
た
取

り
組
み

　

ヤ
マ
ト
運
輸
（
株
）
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
同
社
が

こ
の
４
月
に
奈
良
市
内
に
開
設
し
た
観
光
案
内
施
設
「
ヤ

マ
ト
な
ら
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
」
を
核
と
し
た
県
内
宿
泊
施
設
等
へ

の
手
荷
物
搬
送
と
保
管
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
自
転
車
搬
送

専
用
の
段
ボ
ー
ル
を
用

い
た
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
２
社

（
シ
ク
ロ
エ
ク
ス
プ
レ

ス
、
西
濃
運
輸
）
と
連

携
協
定
を
締
結
し
、
自

転
車
搬
送
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

④ 

広
域
乗
り
捨
て
型
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
「
古

都
り
ん
」
の
実
施

　

自
転
車
に
よ
る
広
域
的
な
周
遊
観
光
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
来
訪
者
の
増
加
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
広
域
乗
り
捨
て
型

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
「
古
都
り
ん
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
後
の
自
立
的
・
継
続
的
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

運
営
を
見
据
え
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
及
び
本
部
運

営
は
地
域
団
体
等
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
情
報
発
信
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

　
（
１
）、（
２
）
の
自
転
車
利
用
促
進
の
取
り
組
み
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
展
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
マ
ッ
プ
の
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
な
か
で
も
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
県
内
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
や
お
も
て
な
し
情
報
等
を
掲
載
し

て
い
る
「
な
ら
ク
ル
マ
ッ
プ
」
や
、
京
都
府
と
連
携
し
、

奈
良
・
飛
鳥
か
ら
京
都
・
嵐
山
ま
で
を
つ
な
ぐ
約
90
㌔
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
「
奈
良
・
京
都
連
携
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

奈
良
県
に
お
け
る
自
転
車
利
用
促
進
の
取
り
組
み
は
、

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地

域
団
体
等
様
々
な
関
係
者
と
連
携
し
、「
サ
イ
ク
リ
ス
ト

に
や
さ
し
い
奈
良
」
を
目
指
し
て
、
さ
ら
な
る
ス
パ
イ
ラ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
奈
良
県
の
自
転
車
利
用
促
進

に
関
す
る
取
り
組
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

（http://nara-cycling.com
/

）

自転車搬送サービスのイメージ

「古都りん」の実施概要及び実施結果（平成24年度）

実施期間 平成24年９月15日（土）～12月16日（日）
《土日祝で乗り捨て実施》

貸出場所
近鉄奈良、西の京、大和高田、JR郡山、大和八木、
三輪、御所、当麻寺、法隆寺、田原本の各駅前
周辺　計10ポート（明日香は返却のみ）

貸出料金 一般：1,000円/日　電動：1,500円/日

実施結果 ○利用台数　520台
○周遊観光の満足度　93%《満足＋やや満足》
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中
四
国
の
交
通
拠
点
都
市

　

岡
山
市
は
、
平
成
17
年
以
降
、
４
町
と
合
併
し
、
人
口

70
万
人
都
市
に
成
長
し
、
平
成
21
年
４
月
に
18
番
目
の
政

令
指
定
都
市
に
移
行
し
ま
し
た
。
本
市
は
、
関
西
と
九
州

を
結
ぶ
東
西
軸
と
四
国
と
山
陰
を
つ
な
ぐ
南
北
軸
の
広
域

交
通
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
、
中
四
国
屈
指

の
交
通
拠
点
都
市
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
面
に
お
い
て
も
、
桃
太
郎
伝
説
、
後
楽
園
等
の
歴

史
・
文
化
施
設
等
の
観
光
名
所
、
桃
や
マ
ス
カ
ッ
ト
等
の

フ
ル
ー
ツ
、
瀬
戸
内
海
の
海
の
幸
な
ど
の
岡
山
市
の
魅
力

を
求
め
て
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
訪
れ
て
お
り
、

人
や
車
が
都
心
部
に
集
ま
り
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
自
動

車
交
通
の
進
展
に
よ
る
「
都
心
の
空
洞
化
と
諸
機
能
の
郊

外
へ
の
流
出
」、「
公
共
交
通
の
衰
退
」、「
著
し
い
交
通
渋

滞
」
な
ど
様
々
な
問
題
、
さ
ら
に
は
Ｃ
Ｏ
２
総
排
出
量
の

増
加
に
よ
る
環
境
問
題
も
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
問

題
の
解
消
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
先
進
都
市
を
目
指
し
て

　

自
動
車
に
依
存
し
た
交
通
体
系
か
ら
脱
却
し
、
人
と
環

境
に
優
し
い
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
す
中
で
、
岡
山
市

は
、「
都
心
の
地
域
拠
点
と
の
連
携
軸
の
強
化
」、「
都
心

内
の
回
遊
性
向
上
」
を
目
標
と
し
て
、
平
成
21
年
10
月
に

「
岡
山
市
都
市
交
通
戦
略
」
を
策
定
し
、「
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
公
共
交
通
」「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
Ｌ
Ｒ
Ｔ
」「
岡

山
の
気
候
や
地
形
に
適
し
た
自
転
車
」
を
岡
山
市
に
ふ
さ

わ
し
い
交
通
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
温
暖
で
晴
れ
の
日
が
多
く
、
市
域
南
部
に

向
け
て
平
坦
な
地
形
が
広
が
っ
て
い
る
岡
山
市
の
風
土

が
、
自
転
車
利
用
に
適
し
て
お
り
、
ま
た
、
自
転
車
は
ま

ち
づ
く
り
の
ツ
ー
ル
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
全
国
政
令
指
定
都
市
の
自
転
車
の
利

用
状
況
を
み
て
み
る
と
、
本
市
は
通
勤
・
通
学
に
お
け
る

自
転
車
分
担
率
が
高
い
一
方
で
、
自
転
車
利
用
環
境
等
に

関
す
る
満
足
度
が
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
満
足
度

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
自
転
車
政
策
を
ハ
ー
ド
面
・

ソ
フ
ト
面
か
ら
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
、
こ
の
た
め
、
市
民
・
学
識
者
・
自
転
車
利
用
者
・
自

転
車
関
係
団
体
・
関
係
機
関
等
の
方
々
等
か
ら
様
々
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
平
成
24
年
８
月
に
、『
自
転

車
先
進
都
市
お
か
や
ま
実
行
戦
略
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
お
い
て
、「
誰
も
が
自
転
車
を
〝
安
全
〞

岡
山
市
都
市
整
備
局
街
路
交
通
課
自
転
車
先
進
都
市
推
進
室 

技
師　

●　

玉
木
裕
美

自
転
車
利
用
環
境
の
向
上
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

―
自
転
車
先
進
都
市
を
め
ざ
し
て―

9
岡
山
県
岡
山
市

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集

自転車レーンには、走行者に分かりやすい路面サインが施されている
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特集 自転車を利用した地域活性化

で
〝
便
利
〞
に
〝
楽
し
く
〞
使
う
こ
と
が
出
来
る
都
市
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、「
走
る
」「
停
め
る
」「
使
う
」「
楽
し

む
」「
学
ぶ
」
の
５
つ
の
分
野
で
施
策
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

５
つ
の
施
策
分
野
と
内
容

　

以
上
５
つ
の
施
策
分
野
が
相
互
に
関
連
し
、
高
い
水
準

で
調
和
さ
せ
た
自
転
車
先
進
都
市
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

は
、
自
転
車
走
行
空
間
や
駐
輪
施
設
の
整
備
、
さ
ら
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
導
入
な
ど
、
自
転
車
の
利
用

環
境
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
自
転
車
ル
ー
ル
の
遵
守

や
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

実
行
戦
略
で
は
、
短
期
、
中
・
長
期
に
目
標
期
間
を
設

定
し
て
お
り
、
ま
ず
は
、
重
点
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
都
心
部
に
お
い
て
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
の
施
策

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

自
転
車
が
街
の
風
景
と
し
て
溶
け
込
み
、
市
民
が
「
自

転
車
先
進
都
市
」
を
実
感
し
、
自
転
車
利
用
を
実
践
す
る

こ
と
で
、「
公
共
交
通
・
自
転
車
主
体

の
交
通
体
系
の
実
現
」「
都
市
景
観
の

向
上
」「
都
心
部
等
の
魅
力
、
賑
わ
い

の
向
上
」
と
い
う
、「
ま
ち
づ
く
り
」

の
効
果
が
発
現
さ
れ
る
と
考
え
て
お

り
、
さ
ら
に
「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
」

「
市
民
の
健
康
増
進
」「
岡
山
市
の
イ

メ
ー
ジ
向
上
」
に
も
繋
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
官
民
連
携
の
も
と
「
自
転

車
先
進
都
市
」
を
目
指
す
こ
と
で
、
公

共
交
通
と
自
転
車
主
体
の
交
通
シ
ス
テ

ム
を
骨
格
と
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街

地
構
造
の
実
現
、
よ
り
多
く
の
人
が
、

よ
り
多
く
の
場
所
を
巡
り
、
よ
り
長
く

滞
在
し
た
く
な
る
、
安
全
で
、
回
遊
性

が
高
く
、
魅
力
と
賑
わ
い
に
あ
ふ
れ
た

都
市
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
「
自
転
車
先
進
都

市
お
か
や
ま
実
行
戦
略
」

http://w
w
w
.city.okayam

a.jp/toshi/
gairokoutsuu/gairokoutsuu_00097.
htm
l

実行戦略　実施施策の整備イメージ

５つの施策分野 実　施　施　策

走る
路線状況に応じた安全な走行空間整備
適正な利用を誘導するためのサイン整備

停める

利用ニーズに対応した駐輪施設整備
既存駐輪施設の運用見直し等による利用促進
施設整備と連動した放置自転車への規制強化
民間による主体的な施設整備の促進

使う
コミュニティサイクルの導入
自転車の公共交通への持込み促進
モビリティマネジメントによる自転車利用の推進

楽しむ
サイクリングネットワークの充実
自転車利用シーンの拡大

学ぶ
関係機関との連携による自転車マナーの向上
自動車ドライバーに対する啓発活動の推進
情報発信による「自転車先進都市おかやま」の推進
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官
民
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
を
結
成

　

地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

観
光
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
立
公
園
の
大
山
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地
の
中
海
、

そ
し
て
豊
穣
の
日
本
海
に
囲
ま
れ
た
、
米
子
市
を
中
心
と

す
る
鳥
取
県
西
部
（
大
山
中
海
地
域
）
は
、
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
た
場
所
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
は
最
高
の
環
境
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
出
雲
地
方
に
隣
接
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
、

神
代
ま
で
遡
る
こ
と
の
で
き
る
歴
史
や
文
化
も
楽
し
め
る

カ
ル
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
自
然
探
訪
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
歴
史
探
訪
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
観
光
活
性
化
視
点
で
の
組

み
立
て
は
長
く
発
展
途
上
の
段
階
で
し
た
。数
年
前
よ
り
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
で
再
構

築
し
、
地
域
の
観
光
活
性
化
の
柱
と
し
て
推
進
し
て
い
こ

う
と
い
う
動
き
が
出
始
め
、
２
０
０
７
年
４
月
、
官
（
鳥

取
県
、
市
町
村
）
と
民
間
が
連
携
し
、「
大
山
・
中
海
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た

　

協
議
会
で
は
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

加
え
、新
規
に
多
く
の
エ
コ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
心
に
あ
る
の
が
自
転
車
を
使
用
し
た
ツ
ア
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

　

そ
の
一
番
の
理
由
は
、
自
転
車
の
機
動
性
が
大
山
中
海

圏
域
の
自
然
を
五
感
で
感
じ
な
が
ら
楽
し
め
る
ベ
ス
ト
な

乗
り
物
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。
徒
歩
で
も
、
も
ち
ろ

ん
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
自
転
車
で
は
手
軽
に
広

域
を
探
検
気
分
で
楽
し
め
ま
す
。
ク
ル
マ
の
移
動
で
は
感

じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
生
活
感
や
空
気
を
堪
能
で
き
ま

す
。
環
境
に
優
し
く
、
健
康
づ
く
り
に
も
役
立
つ
こ
と
も

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
聖
地

　

背
景
に
は
、
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
当
地
で
開
催
さ
れ

て
い
る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
（
鉄
人
レ
ー
ス
）
が
、
市
民
の

間
で
大
変
馴
染
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
日
本
初
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、「
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
皆
生
大
会
」
は
１
９
８
１
年
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、現
在
も
続
い
て
お
り
、「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の

聖
地
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
数

少
な
い
フ
ル
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
、
真
夏
に
開
催
す
る
た

め
日
本
で
最
も
過
酷
な
レ
ー
ス
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
自
転
車
の
コ
ー
ス
は
、
米
子
市
を
中
心
に
大

山
山
麓
の
各
町
村
１
４
５
㌔
を
駆
け
巡
る
よ
う
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
第
33
回
大
会
は
７
月
14
日
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
８
０
０
人
以
上
の
選
手
が
大
山
山

麓
を
走
り
回
る
光
景
が
出
現
し
ま
す
。
こ
れ
は
大
山
の
夏

の
到
来
を
告
げ
る
風
物
詩
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
大

山
」
の
開
催
も
背
景
に
あ
り
ま
す
。
大
山
を
１
周
す
る
約

80
㌔
の
山
岳
コ
ー
ス
が
特
徴
で
、
昨
年
５
月
に
開
催
の
第

17
回
大
会
に
は
ハ
ー
ド
な
コ
ー
ス
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県

内
外
か
ら
約
６
５
０
人
が
参
加
し
、
新
緑
に
囲
ま
れ
た

コ
ー
ス
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

韓
国
か
ら
の
自
転
車
ツ
ア
ー
も
大
人
気

　

近
年
は
自
転
車
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て
、週
末
と
も
な
る
と
、

大
山
山
麓
を
走
り
回
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
多
く
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
境
港
と
韓
国
・
東
海
が
定

期
貨
客
船
（
Ｄ
Ｂ
Ｓ
フ
ェ
リ
ー
）
で
週
１
回
結
ば
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
利
用
し
た
韓
国
か
ら
の
大
山
自
転
車
ツ
ア
ー

が
毎
週
や
っ
て
き
ま
す
。
多
い
時
に
は
１
０
０
人
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
、
年
間
で
は
千
人
を
大
き
く
上
回
る
韓
国

人
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
当
地
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
自
転
車
は
韓
国
か
ら
の
持
ち
込
み
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
山
王
国 

理
事
長

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大
会
２
０
１
３
in
鳥
取
実
行
委
員
会
副
会
長

大
山
・
中
海
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

●　

石
村
隆
男

観
光
活
性
化
に
向
け
自
転
車
を
活
用

―
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
、
国
際
大
会
も
開
催―

10
鳥
取
県

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集
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特集 自転車を利用した地域活性化

自
転
車
利
用
の
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
発
、

ダ
ウ
ン
ヒ
ル
ツ
ア
ー
が
話
題
に

　

こ
の
よ
う
に
大
山
中
海
地
域
は
も
と
も
と
サ
イ
ク
リ
ン

グ
が
極
め
て
盛
ん
な
地
域
で
す
が
、「
大
山
・
中
海
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
」
で
は
観
光
振
興
に
向
け
自
転
車
を

一
層
活
用
し
よ
う
と
考
え
、
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
の
企
画
・

開
発
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
体
力
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
里
山
・

里
海
を
ゆ
っ
く
り
回
る
ポ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
（
自
転
車
散

歩
）、
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
ツ
ア
ー
（
下
る
だ
け
）
な
ど
の
初
心

者
向
け
の
ガ
イ
ド
付
き
の
コ
ー
ス
も
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
、
途
中
に
ブ
ナ
の
森
を
探
索
し
た
り
、
牧
場

に
立
ち
寄
っ
た
り
、
小
学
校
の
分
校
を
体
験
し
た
り
と
い

う
こ
と
で
、
エ
コ
ツ
ア
ー
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
大
山
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
山
麓
の
自
然

体
験
施
設
「
森
の
国
」
が
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
料
金
が

５
千
円
前
後
と
高
め
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
４―

11
月
で
７

０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
満
足
度
も
高
く
、
リ
ピ
ー

タ
ー
や
口
コ
ミ
で
参
加
す
る
お
客
様
も
増
え
て
き
ま
し

た
。

官
民
協
働
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
観
光
の

環
境
整
備

　

こ
う
し
た
中
で
、
大
山
や
米
子
市
の
皆
生
温
泉
、
中
海

周
辺
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備
し
て
観
光
資
源
と

し
て
活
用
し
、
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い
う
取
り
組
み

が
昨
年
よ
り
本
格
化
し
ま
し
た
。

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
と
は
別
に
、
官
民
で
構
成
す

る
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
検
討
会
」
が
設
立
さ
れ
、

活
発
に
動
き
始
め
ま
し
た
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
マ
ッ

プ
の
作
成
に
始
ま
り
、
皆
生
温
泉
街
で
は
、
昨
年
７
月
に

レ
ン
タ
ル
自
転
車
の
拠
点
「
コ
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
皆
生
」

が
登
場
。
ま
た
同
年
、「
ツ
ー
ル
・
ド
・
大
山
」
の
コ
ー

ス
の
道
路
面
に
コ
ー
ス
表
示
を
施
し
、い
つ
で
も
ツ
ー
ル
・

ド
・
大
山
と
同
じ
コ
ー
ス
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
楽
し
め
る

よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
年
４
月
に
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
や

す
い
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、「
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
シ
ス
テ

ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
自
転
車

の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
基
地
（
コ
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
３

カ
所
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
便
宜
を
図
る
サ
イ
ク
ル
カ
フ
ェ

17
カ
所
、
パ
ン
ク
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
出
張
し
て
解
決
す

る
レ
ス
キ
ュ
ー
サ
ポ
ー
ト
制
度
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
を
具
体
的
に

検
討
す
る
た
め
の
調
査
も
始
ま
り
ま
し
た
。
交
通
量
の
多
い

国
道
を
通
ら
ず
に
米
子
、
境
港
両
市
間
を
自
転
車
で
移
動

で
き
れ
ば
、定
期
貨
客
船（
Ｄ
Ｂ
Ｓ
フ
ェ
リ
ー
）の
利
用
客
や
、

「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」
を
訪
れ
た
観
光

客
に
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
、
両
市
を
つ
な
ぐ
白
砂
青
松
の

弓
ヶ
浜
半
島
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
専
用
道

路
を
造
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
10
月
に
は
米
子
市
と
大
山
山
麓

を
中
心
に
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
国
際
大

会
２
０
１
３
in
鳥
取
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
今
後
、
地
域
の
観
光
活
性
化

の
柱
と
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
位
置

づ
け
、
そ
の
主
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
自
転
車
を
利
用
し
た
観
光
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
、
外
国
か
ら
の
誘
客
も
期
待

で
き
る
『
サ
イ
ク
ル
シ
テ
ィ
ー
』
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

韓国からの自転車ツアー

大山ダウンヒルサイクリング。リピーターも増えている

レンタル自転車の拠点、「コグステーション皆生」
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レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
導
入
、
利
用
件
数
は

う
な
ぎ
上
り

　

高
松
市
は
、
平
坦
な
地
形
と
温
暖
少
雨
な
気
候
風
土
な

ど
か
ら
、
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
な
ど
日
常
生
活
の
中
で

手
軽
に
自
転
車
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
本
市
で

は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
自
転
車
利
用
が
盛
ん
で
、
身

近
と
な
り
過
ぎ
た
た
め
、
放
置
自
転
車
が
社
会
問
題
化
し

た
。
こ
の
問
題
の
解
決
に
向
け
、
平
成
11
年
３
月
に
策
定

し
た
高
松
市
自
転
車
等
駐
車
対
策
総
合
計
画
の
中
で
、
１

台
の
自
転
車
を
相
互
利
用
す
る
こ
と
で
自
転
車
の
総
量
を

抑
制
し
、
鉄
道
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
都

市
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
で
き
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
将
来
に
向
け
て
の
研
究
課
題
と

し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
12
年
11
月
（
１
カ
月
間
）
に
社
会
実
験

（
国
交
省
の
補
助
）
を
実
施
し
、
利
用
者
の
意
向
や
放
置

自
転
車
対
策
と
し
て
の
効
果
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
等

に
つ
い
て
検
証
し
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
13
年
５
月
か
ら
２
ポ
ー
ト
（
駐
輪
場
）・
１
５
０
台

の
自
転
車
に
よ
り
「
高
松
市
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
利
用
料
金
は
１
回
（
24
時
間
以
内
）
１

０
０
円
に
設
定
し
た
。

　

事
業
開
始
当
初
、
個
人
所
有
の
自
転
車
普
及
率
が
高
い

本
市
で
は
、
有
料
で
自
転
車
を
借
り
る
本
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
不
安
も
あ
っ
た
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
、
Ｐ
Ｒ

不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
年
度
（
平
成
13
年
度
）
の
平

均
利
用
件
数
が
１
日
２
７
０
件
、２
年
目
に
は
４
５
０
件
、

３
年
目
に
は
６
０
０
件
と
、
口
コ
ミ
で
う
な
ぎ
上
り
に
増

加
し
た
。

　

通
常
、
行
政
が
行
う
事
業
は
計
画
目
標
を
達
成
で
き
な

い
事
業
が
多
く
、
利
用
促
進
に
四
苦
八
苦
す
る
と
考
え
て

い
た
が
、こ
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
特
別
で
あ
っ
た
。

急
激
に
利
用
が
伸
び
す
ぎ
て
自
転
車
が
足
り
な
く
な
り
増

車
し
た
ほ
か
、
ポ
ー
ト
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

に
応
え
ポ
ー
ト
を
整
備
し
、
日
々
、
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

す
る
な
ど
文
字
通
り
〝
自
転
車
操
業
〞
で
大
変
だ
っ
た
が
、

利
用
者
か
ら
は
「
安
く
て
便
利
だ
」
と
い
う
声
が
多
く
届

き
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
毎
日
で
も
あ
っ
た
。

　

実
は
、
筆
者
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
社
会
実
験
か
ら
今

日
ま
で
ず
っ
と
、
こ
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。

バ
ー
コ
ー
ド
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

　

本
市
で
は
、
事
業
開
始
後
の
利
用
の
急
増
に
対
応
す
る

た
め
、
自
転
車
と
ポ
ー
ト
を
順
次
増
や
し
て
い
っ
た
。
一

方
、
貸
し
出
し
・
返
却
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
各
ポ
ー

ト
の
管
理
人
が
、
紙
の
利
用
カ
ー
ド
と
紙
の
台
帳
に
そ
れ

ぞ
れ
の
情
報
を
記
入
し
、
貸
し
出
し
た
ポ
ー
ト
と
別
の

ポ
ー
ト
に
返
却
さ
れ
た
と
き
は
、
管
理
人
が
電
話
で
連
絡

を
取
り
合
う
な
ど
、
極
め
て
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
管
理
運

営
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
利
用
の
増
加
に
伴
い
こ
の
作

業
も
限
界
に
達
し
、
平
成
16
年
に
は
バ
ー
コ
ー
ド
で
利
用

者
と
自
転
車
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

高
松
市
都
市
整
備
局
ま
ち
な
か
再
生
課　

●　

佐
藤
一
樹

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
、観
光
振
興
に
も
寄
与

―
市
中
心
部
の
貴
重
な
交
通
手
段
に―

11
香
川
県
高
松
市

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集

レンタサイクルの利用状況
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特集 自転車を利用した地域活性化

赤
字
解
消
が
課
題
に

　

利
用
が
急
激
に
伸
び
た
背
景
に
は
、
さ
ぬ
き
う
ど
ん

ブ
ー
ム
（
市
内
中
心
部
の
う
ど
ん
店
を
自
転
車
で
巡
る
観

光
）
や
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
自
転
車
利
用
推
進
な

ど
、
予
期
せ
ぬ
自
転
車
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
ほ
か
、
１
回

（
24
時
間
以
内
）１
０
０
円
と
い
う
安
い
料
金
設
定
も
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
事
業
の
プ
ラ
ス
の
効
果
と
し
て
は
、
市
内
中
心
部

に
お
け
る
近
距
離
公
共
交
通
手
段
の
提
供
、
放
置
自
転
車

対
策
、
ま
た
、
う
ど
ん
店
め
ぐ
り
に
代
表
さ
れ
る
観
光
振

興
へ
の
寄
与
、
環
境
対
策
、
健
康
増
進
な
ど
様
々
な
点
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
影
の
部
分
も
あ
る
。
悩
み
の
種
は
収
支
バ
ラ
ン

ス
の
悪
化
で
あ
る
。事
業
開
始
当
初
か
ら
赤
字
で
あ
る
が
、

規
模
が
小
さ
い
頃
は
目
立
た
な
か
っ
た
赤
字
も
、
規
模
の

拡
大
に
よ
り
急
激
に
増
え
、
現
在
、
年
間
約
２
５
０
０
万

円
（
費
用
約
５
５
０
０
万
円
、
料
金
収
入
約
３
０
０
０
万

円
）
に
上
り
、そ
の
抑
制
は
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

新
た
な
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築

　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
問
題
点

（
収
支
バ
ラ
ン

ス
の
悪
化
、
レ

ン
タ
自
転
車
の

放
置
、
利
便
性

の
向
上
、
拡
大

し
た
事
業
の
集

中
管
理
な
ど
）

も
明
確
に
な
っ

て
き
た
。
こ
れ

ら
の
問
題
を
抜

本
的
に
解
消
す

る
た
め
の
秘
策

は
な
い
が
、
少

し
で
も
改
善
す

る
た
め
の
方
策

を
探
る
中
で
、

国
（
総
務
省
）

の
ユ
ビ
キ
タ
ス

タ
ウ
ン
構
想
推

進
事
業
（
地
域
Ｉ
Ｔ
Ｃ
利
活
用
推
進
交
付
金
）
の
補
助
採

択
を
受
け
、
平
成
21
、
22
年
度
に
新
た
な
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
本
格
運

用
し
て
い
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、
利
用
証
を
従
来
の
バ
ー

コ
ー
ド
方
式
か
ら
磁
気
カ
ー
ド
（
地
元
の
鉄
道
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
「
Ⅰ
ｒ
ｕ
Ｃ
ａ
」
も
可
）
に
変
更
し
、
全
車
両
に

取
り
付
け
た
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
自
動
ゲ
ー
ト
が
読
み
取
る
こ
と

に
よ
り
、
貸
し
出
し
・
返
却
の
手
続
き
を
大
幅
に
簡
素
化

し
た
こ
と
で
、
こ
の
結
果
、
７
ポ
ー
ト
の
う
ち
４
ポ
ー
ト

が
無
人
化
さ
れ
、
利
便
性
の
向
上
と
管
理
経
費
の
縮
減
が

図
ら
れ
た
。
ま
た
、
利
用
料
金
は
１
回
（
24
時
間
以
内
）

１
０
０
円
で
あ
っ
た
が
、
24
時
間
以
内
な
ら
１
０
０
円
で

複
数
回
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
自
転
車
の
路
上
放
置
の

解
消
と
車
両
の
有
効
活
用
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

地
域
活
性
化
に
も
貢
献
を

　

新
た
な
管
理
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
に
よ
り
、
一
定
の
効

果
は
表
れ
た
も
の
の
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
根
本
的
な
改
善

に
は
至
ら
ず
、
平
成
13
年
の
事
業
開
始
以
来
、
聖
域
と
し

て
い
た
利
用
料
金
を
平
成
25
年
４
月
に
24
時
間
１
０
０
円

か
ら
６
時
間
以
内
１
０
０
円
、
24
時
間
以
内
２
０
０
円
に

改
定
し
た
。
ま
た
既
存
ポ
ー
ト
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、

必
要
に
応
じ
て
ポ
ー
ト
の
再
配
置
に
つ
い
て
も
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
市
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
収
支
バ

ラ
ン
ス
の
問
題
な
ど
が
あ
る
も
の
の
、
開
始
以
来
、
市
民

に
大
変
好
評
で
あ
り
、
今
後
も
観
光
客
や
市
民
が
手
軽
に

利
用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

レンタサイクルのシンボルマーク

高松市レンタサイクルネットワーク

栗林公園駅のポートの様子

028-029　事例11.indd   29028-029　事例11.indd   29 2013/05/16   15:11:352013/05/16   15:11:35



2013・6月号 30

　

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
（
以
下
、
し
ま
な
み
海
道
）
の

愛
称
で
知
ら
れ
る
西
瀬
戸
自
動
車
道
は
、
広
島
県
尾
道
市

か
ら
愛
媛
県
今
治
市
ま
で
９
の
島
々
を
９
つ
の
橋
で
つ
な

ぐ
全
長
59
・
４
㌔
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
。
本
州
と

四
国
を
連
絡
す
る
高
速
道
路
の
３
番
目
の
ル
ー
ト
と
し

て
、
平
成
11
年
５
月
１
日
に
供
用
開
始
と
な
っ
た
。
こ
の

ル
ー
ト
は
２
県
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
本
州
側
か
ら
み
る

と
生
口
島
ま
で
が
広
島
県
、
大
三
島
か
ら
四
国
側
が
愛
媛

県
で
あ
る
。

　

そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
島
々
を
つ
な
ぐ
橋
に
原
付
及
び

自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
自
転
車
や
徒
歩
で
海
峡
を
渡
る
こ
と
が
で
き
る
世
界

的
に
も
珍
し
い
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、近
年
の
健
康
ブ
ー
ム
、

エ
コ
ブ
ー
ム
な
ど
を
背
景
に
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ブ
ー
ム

を
追
い
風
に
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。
平
成
22
年
８
月
、
日
経
プ
ラ
ス
ワ
ン
・
な
ん
で

も
ラ
ン
キ
ン
グ
の「
お
す
す
め
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
」

で
第
１
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
人
気
も
高
ま
っ
て
い
る
。

し
ま
な
み
海
道
を
中
心
に
広
域
連
携

　

こ
の
し
ま
な
み
海
道
周
辺
地
域
の
地
域
・
観
光
振
興
の

施
策
を
一
体
的
に
展
開
し
て
い
る
の
が
「
瀬
戸
内
し
ま
な

み
海
道
振
興
協
議
会
」
で
あ
る
。
平
成
19
年
４
月
１
日
に

設
立
さ
れ
、
周
辺
自
治
体
で
あ
る
広
島
県
尾
道
市
、
愛
媛

県
今
治
市
、
愛
媛
県
越
智
郡
上
島
町
の
２
市
１
町
及
び
18

の
関
係
団
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
協
議
会
に
は
前
身
団
体
と
も
い
え
る
２
つ
の
協

議
会
が
あ
り
、
平
成
６
年
２
月
、
主
に
地
域
づ
く
り
を
目

的
と
す
る
「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
周
辺
地
域
振
興
協
議

会
（
以
下
、
周
辺
地
域
振
興
協
議
会
）」
が
、
平
成
13
年

８
月
に
は
主
に
観
光
施
策
の
推
進
を
目
的
と
す
る
「
瀬
戸

内
し
ま
な
み
海
道
観
光
推
進
協
議
会
（
以
下
、
観
光
推
進

協
議
会
）」が
設
立
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
の
推
進
に
よ

り
合
併
前
の
21
市
町
村
が
２
市
１
町
と
な
り
、
そ
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
べ
く
、
し
ま
な
み
海
道
を
連

携
軸
と
し
た
２
つ
の
協
議
会
で
実
施
し
て
い
た
事
業
の
整

理
・
統
合
の
推
進
が
図
ら
れ
、
編
入
統
合
を
経
て
現
在
の

協
議
会
設
立
へ
と
至
っ
た
。

し
ま
な
み
海
道
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

　

し
ま
な
み
海
道
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
は
全
長
約
70

㌔
。
起
伏
の
多
い
コ
ー
ス
だ
が
、
島
の
豊
か
な
自
然
の
中

を
走
る
こ
と
が
で
き
、
橋
上
か
ら
は
さ
な
が
ら
海
上
の
空

中
散
歩
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
瀬
戸
内
海
の
多
島
美

を
な
が
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

自
分
の
自
転
車
を
持
ち
込
ん
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し

む
、
い
わ
ゆ
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
自
転

車
愛
好
家
に
と
っ
て
も
魅
力
的
だ
が
、
誰
で
も
乗
る
こ
と

が
で
き
る
自
転
車
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
幅
広
い
層
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な
気
軽
な
サ
イ
ク

リ
ン
グ
に
便
利
な
の
が
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
だ
。

　

し
ま
な
み
海
道
の
供
用
開
始
に
先
ん
じ
て
周
辺
地
域
振

興
協
議
会
が
取
り
組
ん
で
い
た
事
業
の
一
つ
が
、
自
転
車

を
活
用
し
た
し
ま
な
み
海
道
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
推

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
振
興
協
議
会
事
務
局

愛
媛
県
今
治
市
観
光
課

　

●　

越
智
祥
子

「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
」を
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
に

―
広
島
〜
愛
媛
の
広
域
連
携
で
地
域
振
興
め
ざ
す―

12
広
島
、
愛
媛
両
県

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集

しまなみ海道レンタサイクル貸出実績
（平成25年3月時点）

広島県 愛媛県 全体（対前年比）
平成11年度 13,000 57,010 70,010 －
平成12年度 10,879 33,929 44,808 64%
平成13年度 10,549 24,257 34,806 78%
平成14年度 10,469 21,693 32,162 92%
平成15年度 9,425 22,522 31,947 99%
平成16年度 9,461 21,016 30,477 95%
平成17年度 10,274 19,622 29,896 98%
平成18年度 11,389 24,089 35,478 119%
平成19年度 11,924 27,110 39,034 110%
平成20年度 14,531 27,395 41,926 107%
平成21年度 15,844 36,335 52,179 124%
平成22年度 17,336 30,842 48,178 92%
平成23年度 24,327 36,617 60,944 126%
平成24年度 33,750 41,122 74,872 123%
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特集 自転車を利用した地域活性化

進
で
あ
る
。
平
成
11
年
の
し
ま
な
み
海
道
完
成
イ
ベ
ン
ト

「
し
ま
な
み
海
道
’99
」
に
お
い
て
広
島
県
・
愛
媛
県
が
個

別
に
実
施
し
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
サ
ー
ビ
ス
を
機
に
、
翌

年
の
平
成
12
年
に
は
広
島
県
側
と
愛
媛
県
側
の
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
、自
転
車
の
相
互
乗
り
入
れ
、

相
互
貸
し
出
し
、相
互
乗
り
捨
て
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
た
。

　

現
在
、
し
ま
な
み
海
道
沿
線
に
は
15
カ
所
の
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
、
そ
の
ど
こ
で
も
自
転
車
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
、
ど
こ
で
も
返
却
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
構
築
後
は
、
運
営
を
周

辺
地
域
振
興
協
議
会
が
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
を
観
光
推
進
協
議
会

が
行
っ
て
い
た
。
関
連
事
業
の
一
部
は
現
在
の
「
瀬
戸
内

し
ま
な
み
海
道
振
興
協
議
会
」に
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、

し
ま
な
み
海
道
地
域
に
お
い
て
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
地

域
・
観
光
振
興
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
尾
道
市
側
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
財
団
法
人
・
尾
道

市
自
治
振
興
事
業
団
へ
の
業
務
委
託
、
今
治
市
側
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
は
一
般
財
団
法
人
・
今
治
勤
労
福
祉
事
業
団
が
指

定
管
理
者
と
し
て
運
営
管
理
を
し
て
お
り
、
こ
の
両
者
が

連
携
す
る
こ

と
で
、
一
体

的
な
し
ま
な

み
海
道
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
が

成
り
立
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
し

ま
な
み
海
道

地
域
に
あ

り
、
西
瀬
戸

自
動
車
道
の
通
る
島
か
ら
は
橋
で
結
ば
れ
て
い
な
い
上
島

町
も
、
平
成
23
年
よ
り
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し
、
平

成
24
年
か
ら
は
、
上
島
町
の
住
民
以
外
が
船
で
上
島
町
を

訪
れ
る
際
の
自
転
車
航
送
料
金
が
無
料
に
な
る
「
サ
イ
ク

ル
フ
リ
ー
」
と
い
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
（
当
面

は
平
成
25
年
ま
で
）。
こ
れ
に
よ
り
、
し
ま
な
み
海
道
周

辺
全
域
に
お
け
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
周
遊
性
が
よ
り
高

ま
っ
た
と
い
え
る
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
、

イ
ベ
ン
ト
で
も
Ｐ
Ｒ

　

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
振
興
協
議
会
で
は
、
も
っ
と
多

く
の
方
に
し
ま
な
み
海
道
を
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
、
例
え

ば
、
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
よ
り
安
心
に
楽
し

み
や
す
く
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
や
イ
ベ
ン

ト
で
の
Ｐ
Ｒ
等
も
行
っ
て
い
る
。
日
本
最
大
級
の
自
転
車

イ
ベ
ン
ト
と
い
わ
れ
る
「
サ
イ
ク
ル
モ
ー
ド
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
」
へ
の
出
展
で
は
、
ブ
ー
ス
を
訪
れ
て
く
れ
る

お
客
様
の
言
葉
に
認
知
度
の
高
ま
り
を
肌
で
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

定
期
的
に
し
ま
な
み
海
道
を
利
用
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
24
年
に
第
13
回
を
迎

え
た
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
今
治
大
会

は
、「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
来
島
海
峡
大
橋
サ
イ
ク
リ

ン
グ
大
会
」
と
い
う
名
称
で
平
成
23
年
ま
で
実
施
さ
れ
て

き
た
が
、
平
成
24
年
に
は
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク

リ
ン
グ
尾
道
大
会
が
同
日
に
開
催
さ
れ
、
し
ま
な
み
海
道

全
線
へ
広
が
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

世
界
へ
広
が
る
し
ま
な
み
海
道

サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

近
年
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
非
常
に
盛
ん
な
台
湾
に
お
い

て
も
、
し
ま
な
み
海
道
は
注
目
の
的
で
あ
る
。
そ
の
な
か

で
愛
媛
県
・
広
島
県
及
び
関
係
自
治
体
が
連
携
し
、
平
成

24
年
5
月
に
日
台
交
流
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ

ン
グ
事
業
を
実
施
し
、
台
湾
の
自
転
車
新
文
化
基
金
会
理

事
長
で
、
世
界
最
大
の
自
転
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
社
の
会
長
で
も
あ
る
劉
金
標
氏
を
ト
ッ
プ
と
す
る

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
訪
問
団
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
核
と
し
た
台
湾
と
の
交
流
促
進
、
台
湾

並
び
に
世
界
へ
向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
が
目
的
で
あ
っ
た
。
メ

デ
ィ
ア
の
注
目
度
も
高
く
、
こ
れ
を
機
に
、
台
湾
か
ら
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
も
企
画
・
実
施
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
平
成
26
年
度
に
は
愛
媛
県
が
広
島
県
や
両
県
の

市
町
と
連
携
し
、
瀬
戸
内
海
の
島
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
る
。
そ

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
て
い
る
の
が
し
ま

な
み
海
道
の
自
動
車
道
部
分
を
利
用
し
た
１
万
人
規
模
の

国
際
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
で
あ
る
。
早
速
そ
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
今
年
は
３
千
人
規
模
で
の
大
会
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。こ
の
取
り
組
み
は
、し
ま
な
み
海
道
地
域
の
認
知

度
向
上
に
向
け
て
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
さ
ら
に
多
く
の
方

に
訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
当
地
域
で
は
し
ま
な
み
海
道
を
軸
に
県
や

市
町
を
越
え
た
連
携
が
行
わ
れ
て
き
た
。
今
後
も
こ
の
広

域
連
携
・
協
力
体
制
を
一
層
強
固
な
も
の
に
し
、
地
域
の

人
々
が
元
気
に
な
り
、
来
訪
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
「
瀬

戸
内
し
ま
な
み
海
道
」
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

○ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｐ　

し
ま
な
み
海
道
観
光
マ
ッ
プ
（
瀬
戸

内
し
ま
な
み
海
道
振
興
協
議
会
）

　
http://w

w
w
.go-shim

anam
i.jp/

注目を浴びた日台交流サイクリングイベント
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自
転
車
利
用
を
積
極
的
に
推
進

　

今
年
、
市
制
施
行
50 

周
年
を
迎
え
た
北
九
州
市
は
、

１
９
６
３
年
に
5
つ
の
都
市
の
対
等
合
併
に
よ
り
、
地
方

自
立
の
先
進
モ
デ
ル
と
し
て
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
多
く

の
産
業
が
発
展
す
る
中
で
起
こ
っ
た
公
害
問
題
を
、
市
民

運
動
を
契
機
に
企
業
や
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
克
服
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
現
在
で
は
、環
境
未
来
都
市
と
し
て
、

低
炭
素
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
様
々
な
活
動
を
行
い
、
国

際
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　

道
路
交
通
施
策
に
お
い
て
も
、
環
境
未
来
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
交
通
体
系
の
実
現
に
向
け
、
過
度
に
マ
イ
カ
ー
に

頼
ら
な
い
公
共
交
通
や
自
転
車
、
徒
歩
を
中
心
と
し
た
利

便
性
の
高
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
競
輪
の
発
祥
の
地
で
も
あ
る
北
九
州
市
は
、

地
域
づ
く
り
の
側
面
か
ら
も
、
自
転
車
利
用
を
積
極
的
に

促
進
し
て
い
る
。

ま
ず
は
駐
輪
対
策
や
交
通
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
教
育

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
タ
ウ
ン
モ
ー
ビ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
北
九
州
（
以
下
、
Ｔ
Ｍ
Ｎ
北
九
州
）
は
主
要
な
事
業
と

し
て
、
門
司
港
観
光
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
、
小
倉
駅
周

辺
の
自
転
車
・
バ
イ
ク
駐
車
場
事
業
、
北
九
州
市
交
通
公

園
の
指
定
管
理
事
業
、
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
「
サ
イ
ク
ル
ツ

ア
ー
北
九
州
」
を
手
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
に
関
連

し
た
社
会
実
験
も
数
多
く
行
っ
て
い
る
。

　

各
事
業
は
、
自
転
車
利
用
の
促
進
と
い
う
大
き
な
目
的

の
下
、
①
駐
輪
場
整
備
に
よ
る
放
置
自
転
車
対
策
（
ハ
ー

ド
面
の
対
策
）
②
交
通
安
全
教
育
や
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
に

よ
る
自
転
車
利
用
環
境
の
改
善
（
ソ
フ
ト
面
の
対
策
）
③

観
光
用
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
提
供
に
よ
る
地
域
づ
く
り

（
ハ
ー
ド
＋
ソ
フ
ト
面
の
対
策
）―

の
３
つ
に
大
別
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

　

観
光
用
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
応
用
形
態
で
あ
る
都
市
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
は
、
以
上
の
３
つ
の
活
動
を
地

道
に
地
域
で
行
う
こ
と
に
よ
り
形
成
し
た
、
幅
広
い
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
初
め
て
実
現
で
き
る
新
し
い
タ

イ
プ
の
事
業
で
あ
る
。

ユ
ニ
ー
ク
な
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

シ
ェ
ア
リ
ン
グ

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を
新
規
事
業
と
し
て
立
ち
上

げ
る
際
、
社
会
実
験
な
ど
を
通
じ
て
、
ど
う
す
れ
ば
地
域

に
と
っ
て
の
魅
力
と
な
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き

る
か
試
行
錯
誤
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
①
平
成
15
年
に
開
始
し
た
門
司
港
観
光
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
や
い
く
つ
か
の
社
会
実
験
に
お
け
る

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
レ
ン
タ
ル
利
用
者
の
高
評
価
②
今

後
予
想
さ
れ
る
高
齢
化
社
会
で
の
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

の
利
便
性
③
坂
が
多
い
と
い
う
北
九
州
市
の
地
形
④
日
本

発
の
卓
越
し
た
技
術
を
持
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
普
及
促
進―

な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
だ
け
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
事
業
（
シ
テ
ィ
バ
イ
ク
）
を
民
間
企
業
と
協
力

し
て
開
発
し
、
平
成
22
年
３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
従
来
の
通
常
の
自
転
車
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
と
異
な
り
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
用
の

バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
・
管
理
シ
ス
テ
ム
が
大
き
な
特
徴
と

い
え
る
。
具
体
的
に
は
、
利
用
者
は
充
電
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

鍵
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
取
り
出
し
て
自
転
車
に
装
着
。
利
用

後
は
そ
れ
を
ボ
ッ
ク
ス
に
返
却
す
る
と
、
そ
の
後
、
自
動

的
に
バ
ッ
テ
リ
ー
に
充
電
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

　

こ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
・
管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の
電
気
自
動
車
の

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
へ
の
応
用
な
ど
、
今
後
の
さ
ら
な
る
事
業

展
開
を
見
据
え
た
も
の
で
、
世
界
的
に
見
て
も
稀
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
タ
ウ
ン
モ
ー
ビ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
九
州　

●　

中
村
寛
樹

濱
田
千
夏

植
木
和
宏

シ
テ
ィ
バ
イ
ク
で
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り

―
北
九
州
市
職
員
も
公
務
に
活
用
、
市
民
の
貴
重
な
足
に―

13
福
岡
県
北
九
州
市

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集
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特集 自転車を利用した地域活性化

北
九
州
市
職
員
も
公
務
で
利
用

　

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
に
よ
る
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ク
ル
事
業
は
、
会
員
登
録
す
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
る
ほ

か
、
非
会
員
で
も
１
日
、
５
０
０
円
で
利
用
で
き
る
。
会

員
の
場
合
、
月
額
基
本
料
は
５
２
５
円
で
、
実
際
の
利
用

に
当
た
っ
て
は
１
時
間
当
た
り
１
０
５
円
が
必
要
に
な
る

（
た
だ
し
、
１
日
の
利
用
時
間
が
５
時
間
を
超
え
て
も
利

用
料
は
５
２
５
円
で
済
む
）。

　

平
成
24
年
12
月
末
時
点
で
、
会
員
登
録
数
は
、
法
人
11

（
６
７
０
人
）
に
個
人
２
３
０
人
で
、計
９
０
０
人
と
な
っ

て
い
る
。
利
用
件
数
は
事
業
開
始
か
ら
同
年
末
ま
で
の
累

計
で
、
会
員
利
用
が
3
万
５
３
７
９
件
、
一
時
利
用
が
３

８
３
６
件
に
達
し
て
お
り
、
市
民
の
手
軽
な
足
と
し
て
評

価
も
高
い
。
ま
た
、
ポ
ー
ト
（
駐
輪
場
）
は
現
在
12
カ
所

で
、
利
用
可
能
な
自
転
車
は
１
１
６
台
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
法
人
会
員
利
用
の
中
に
北
九
州
市
職

員
に
よ
る
公
務
利
用
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
市
職
員
が
率
先
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
低
炭
素

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
企
業
や
市
民
が
公

共
交
通
や
自
転
車
を
積
極
的
に
利
用
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
22
年
９

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
登
録
数
は
現
在
60
課
、
計
６
４
７

人
に
上
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
市
職
員
の
中
に
は
、こ
の
公
務
利
用
と
は
別
に
、

私
的
利
用
と
し
て
別
途
個
人
会
員
に
な
っ
て
い
る
人
も
お

り
、
Ｔ
Ｍ
Ｎ
北
九
州
が
こ
れ
ま
で
の
地
域
密
着
型
の
活
動

で
築
き
上
げ
て
き
た
行
政
職
員
を
含
む
地
域
住
民
と
の
良

好
な
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
筆
者
ら
が
研
究
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
利
用
者

向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
は
、
利
用
者
は
、
交

通
手
段
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
す
る
の

み
な
ら
ず
、「
利
用
を
通
じ
て
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
ち

た
い
」、「
環
境
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
た
い
」
と
考
え
て

い
る
方
や
、「
人
と
人
と
の
交
流
の
き
っ
か
け
と
し
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
考
え
て
い
る
方
が
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を
単
な
る
交
通
手

段
の
提
供
（
ハ
ー
ド
面
の
対
策
）
で
は
な
く
、
そ
れ
を
通

じ
て
地
域
づ
く
り
（
ハ
ー
ド
＋
ソ
フ
ト
面
の
対
策
）
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
Ｔ
Ｍ
Ｎ
北
九
州
の
方
向
性
と
一

致
し
て
い
る
。

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
が
、

よ
り
住
民
に
と
っ
て
魅
力
的
な
も
の
と
な
り
、
利
用
者
数

が
増
え
る
よ
う
に
、
さ
ら
な
る
質
の
改
善
に
励
む
こ
と
が

第
一
で
あ
る
。
例
え
ば
、市
民
か
ら
の
要
望
に
応
え
、ポ
ー

ト
を
数
カ
所
増
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

増
設
に
併
せ
、
既
存
の
会
員
カ
ー
ド
か
ら
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
も
利
用
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
が
駅
な
ど
交
通
結
節
点
か
ら
の
移
動
手

段
と
し
て
、
ま
す
ま
す
利
用
価
値
が
高
ま
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
改
善
と
並
行
し
て
、

Ｔ
Ｍ
Ｎ
北
九
州
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。
例
え
ば
、
産
官
学
連
携
で
、
総

合
的
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
地
域
住
民
が
集
え
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
セ

ン
タ
ー
の
よ
う
な
共
用
空
間
を
提
供
し
、
地

域
づ
く
り
の
中
心
と
な
る
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

TMN北九州が管理・運営を行っている駐輪場の様子

TMN北九州が指定管理を行っている北九州
市交通公園での交通安全教室の様子

「シティバイク」のポートと電動アシスト自転車。利用後は自転
車の鍵とバッテリーを充電ボックス（右端）に返却する仕組み
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
協
会
の
目
的
は
、

自
転
車
の
国
際
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
な
ど
を
中
心
と
す
る

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
大
会
」
を
通
し
て
、
自
転
車

競
技
の
発
展
と
普
及
推
進
及
び
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
に
よ
り
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
沖
縄
県
の
地
域
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
当
協
会
は
、
自
然
環
境
に
や
さ
し
い
乗
り
物
「
自

転
車
」
の
普
及
を
通
し
て
21
世
紀
型
の
持
続
可
能
な
経
済

活
動
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
、提
案
し
て
い
き
ま
す
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
協
会
の
概
要

　

当
協
会
は
平
成
12
年
10
月
に
沖
縄
県
へ
特
定
非
営
利
活

動
法
人
の
申
請
書
を
提
出
し
、
平
成
13
年
２
月
に
認
証
を

得
て
、
そ
の
後
法
人
化
の
手
続
き
を
済
ま
せ
、
沖
縄
県
内

で
23
番
目
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

基
本
的
な
活
動
は
、
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
大
会
の

開
催
に
関
わ
る
企
画
・
運
営
及
び
広
報
活
動
、
同
大
会
を

通
し
た
国
際
交
流
・
協
力
事
業
の
推
進
、
大
会
の
コ
ー
ス

選
定
等
の
調
査
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
１

回
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
普
及
活
動
を
行
う
と
と
も

に
自
転
車
の
啓
蒙
活
動
と
し
て
、
自
転
車
教
室
の
開
催
や

ク
リ
ー
ン
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
の
歴
史

　
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
」
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

昭
和
62
年
の
「
沖
縄
海
邦
国
体
」
で
、
本
部
町
を
中
心
と

し
た
６
市
町
村
（
名
護
市
・
本
部
町
・
今
帰
仁
村
・
大
宜

味
村
・
国
頭
村
・
東
村
）
が
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
競

技
会
場
と
な
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。

　

昭
和
63
年
に
は
「
全
九
州
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、「
こ
れ
ま
で
の
自
転
車
競
技
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
、
や
ん
ば
る
（
山
原
）
の
環
境
に
適
し
た
、
自

然
に
や
さ
し
い
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
地
域
づ

く
り
が
出
来
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
声
が
高
ま
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
づ
く
り
の
関
係
団
体
が
活
発
な
議
論
を

積
み
重
ね
、
沖
縄
県
自
転
車
競
技
連
盟
や
沖
縄
県
サ
イ
ク

リ
ン
グ
協
会
の
協
力
を
得
て
、
平
成
元
年
「
熱
帯
の
花
と

な
れ
、風
と
な
れ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、ま
た
「
や

ん
ば
る
は
ひ
と
つ
」
を
合
言
葉
に
、
北
部
広
域
市
町
村
圏

に
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
第
１
回
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な

わ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
に
設
定
さ
れ
た
沖
縄
本
島
北
部
地
域
は
、
昔
か

ら
「
や
ん
ば
る
（
山
原
）」
と
呼
ば
れ
、
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
や

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
な
ど
、
世
界
的
に
貴
重
な
野
生
動
物
が

多
数
生
息
す
る
地
域
で
す
。
ま
た
、
亜
熱
帯
性
気
候
独
特

の
自
然
や
環
境
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
の
出
来
る
「
自
然
と

の
共
生
」を
基
本
と
し
た
圏
域
の
創
造
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
や
ん
ば
る
地
域
住
民
が
一
体
と
な
り
、

手
探
り
で
始
め
た
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
」
も
昨
年

11
月
24
、
25
両
日
開
催
の
大
会
で
24
回
目
と
な
り
、
第
１

回
か
ら
延
べ
５
万
３
３
０
０
人
以
上
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

　
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
」
は
①
国
際
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
②
市
民
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
レ
ー
ス
部
門

と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
部
門
）
③
一
輪
車
・
三
輪
車
大
会―

の

３
本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
国
際
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
「
男
子
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
レ
ー
ス
２
１
０
㎞
」
は
、
国
内
の
シ
ー
ズ
ン
最
後
を
飾

る
ビ
ッ
グ
レ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。
平
成
８
年
か
ら
は
国
際

自
転
車
競
技
連
合
（
Ｕ
Ｃ
Ｉ
）
の
公
認
競
技
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
毎
年
、
国
内
外
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ー
サ
ー
が
参
加
し

て
国
際
大
会
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
レ
ー
ス
部
門
は
、
ト
ッ
プ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
市
民
２

１
０
㎞
を
は
じ
め
１
４
０
㎞
、
１
０
０
㎞
、
50
㎞
と
参
加

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
協
会
」
副
理
事
長

ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
大
会
実
行
委
員
長

　

●　

森　

兵
次

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
」で
地
域
お
こ
し

―
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、国
内
外
か
ら
４
千
人
が
参
加―

14
沖
縄
県

自
転
車
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化

特集
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特集 自転車を利用した地域活性化

者
が
そ
の
実
力
に
合
わ
せ
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
る
構
成
に

な
っ
て
お
り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
選
手
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

誰
も
が
気
軽
に
参
加
し
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
「
サ
イ

ク
リ
ン
グ
部
門
」
で
は
、
沖
縄
の
自
然
を
背
景
に
沖
縄
本

島
１
周
を
１
泊
２
日
で
走
破
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
、
家

族
で
参
加
で
き
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ま
た
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
加
え
た
離
島
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
多

彩
な
種
目
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
大
会
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
部
門
で
は
、
本
島
１
周

３
２
３
㎞
コ
ー
ス
に
台
湾
か
ら
１
０
０
人
以
上
が
参
加

し
、国
際
交
流
の
場
と
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
離
島
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ
ク
リ
ン

グ
は
、
初
め
て
自
転
車
に
乗
る
方
々
が
参
加
し
や
す
い
種

目
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
を
目

指
し
幼
少
期
よ
り
自
転
車
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

三
輪
車
レ
ー
ス
や
一
輪
車
大
会
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
大
会
の
中
で
競
い
合
う
こ
と
で
、
将
来
日
本
を
代
表

す
る
選
手
へ
の
成
長
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

国
体
の
「
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
競
技
会
場
」
に
な
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き

な
わ
」
は
、
や
ん
ば
る
地
域
の
独
自
の
発
想
と
試
行
錯
誤

を
重
ね
、
今
で
は
国
際
的
な
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
と
市
民

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
さ
ら
に
は
自
転
車
に
関
わ
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
融
合
し
た
「
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
」
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
経
済
効
果
、
国
際
交
流
も
推
進

　

こ
の
よ
う
に
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
」
は
、
多
様

な
魅
力
を
持
っ
た
沖
縄
県
北
部
地
域
12
市
町
村
が
、
行
政

の
壁
を
越
え
て
広
域
的
に
連
携
し
、
地
域
の
人
々
が
積
極

的
に
協
力
し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
名
実
と

も
に
「
や
ん
ば
る
は
ひ
と
つ
」
を
実
現
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

昨
年
の
24
回
大
会
の
参
加
者
総
数
は
４
３
７
０
人
で
、

こ
う
し
た
４
千
人
を
上
回
る
集
客
力
を
持
つ
イ
ベ
ン
ト
の

波
及
効
果
は
絶
大
で
す
。
国
内
外
の
参
加
選
手
に
よ
る
宿

泊
や
交
通
、
物
産
販
売
な
ど
に
加
え
て
、
道
路
管
理
者
に

よ
る
清
掃
、
補
修
費
な
ど
が
地
元
に
還
元
さ
れ
、
大
き
な

経
済
効
果
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
が
自
転
車
競
技
の
専
門
誌
や
新
聞
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
の
地
域
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
自
転
車
の
普
及
と
い
う

視
点
で
は
参
加
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
着
実

に
前
進
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
転
車
競
技
の
振
興
の
面
で
は
１
年
を
通
し

て
日
本
国
内
の
実
業
団
チ
ー
ム
や
大
学

チ
ー
ム
な
ど
が
本
圏
域
を
合
宿
場
所
と
し

て
積
極
的
に
利
用
し
、
競
技
力
の
向
上
と

と
も
に
自
転
車
競
技
の
認
知
度
の
向
上
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
レ
ー
ス
に
参

加
す
る
外
国
チ
ー
ム
と
本
圏
域
の
住
民
や

学
生
と
の
国
際
交
流
も
盛
ん
で
す
。

　

今
後
も
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
き
な
わ
」

を
通
じ
沖
縄
本
島
北
部
地
域
の
活
性
化
を

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
を
中

心
に
さ
ら
に
参
加
者
を
増
や
し
、
自
転
車

に
よ
る
国
際
交
流
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国際ロードレースの「チャンピオンフラワーセレモニー」

家族で楽しめるサイクリング部門のスタート風景

子供たちによる一輪車演技の様子
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福
島
県
西
郷
村
は
、
東
北
の
玄
関
口
と

し
て
、
東
北
新
幹
線
の
新
白
河
駅
、
東
北

自
動
車
道
白
河
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ

る
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
人

口
１
万
９
７
０
０
人
を
擁
し
、
地
の
利
の

良
さ
な
ど
か
ら
企
業
立
地
も
相
次
ぎ
、
新

し
い
住
民
も
増
え
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本

大
震
災
と
、
続
く
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
西
郷
村
で

も
深
刻
な
実
被
害
と
と
も
に
風
評
被
害
と

そ
こ
か
ら
生
じ
る
二
次
的
被
害
に
直
面
し

ま
し
た
。
そ
の
影
響
が
今
も
地
元
商
工
業

者
や
農
業
関
係
者
な
ど
に
影
を
落
と
し
て

い
ま
す
。

風
評
被
害
に
負
け
な
い
！

　

こ
の
よ
う
な
中
、
復
旧
か
ら
復
興
へ
の

飛
躍
を
期
し
て
、
地
元
商
工
業
者
ら
で
構

成
す
る
当
商
工
会
が
中
心
と
な
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
活
動
の
主
体
と
な
る
の
は
、
企
業

組
合
「
に
し
ご
う
村
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
す
。
そ
の
主
な
事
業
内
容
は
、
①
特
産

品
の
製
造
及
び
販
売
、
②
観
光
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
及
び
販
売
、
③
公
益
事
業
の

企
画
・
管
理
運
営
の
事
務
受
託
事
業―

な

ど
で
す
。

　

そ
れ
は
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
癒
し

の
村
づ
く
り
で
す
。
具
体
的
に
は
、
西
郷

村
に
多
く
生
育
し
て
い
る
発
汗
作
用
の
あ

る
山
椒
や
恵
ま
れ
た
温
泉
資
源
な
ど
を
活

か
し
て
、
県
南
（
西
郷
村
、
白
河
市
）
地

域
独
自
の
観
光
ツ
ア
ー
や
体
験
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
企
画
、
山
椒
な
ど
の
特
産
品
を

使
っ
た
商
品
開
発
を
行
い
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

で
提
案
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

風
評
被
害
に
つ
い
て
は
、
原
発
事
故
後

の
当
地
域
で
の
放
射
線
量
は
、
当
初
か
ら

ほ
と
ん
ど
問
題
な
い
レ
ベ
ル
で
し
た
。
し

か
し
、
福
島
県
産
を
使
え
ば
消
費
者
に
敬

遠
さ
れ
る
と
考
え
た
企
業
が
、
当
地
域
で

の
野
菜
の
生
産
基
地
を
閉
鎖
す
る
動
き
も

あ
り
ま
し
た
。「
わ
が
社
で
は
福
島
県
産

の
食
材
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
い
っ

た
発
表
が
追
い
打
ち
を
か
け
ま
し
た
。

　

大
震
災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
、
こ
う
し
た

風
評
被
害
に
負
け
な
い
！
と
の
意
気
込
み

で
発
足
さ
せ
た
の
が
、
企
業
組
合

「
に
し
ご
う
村
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
す
。

　

こ
の
企
業
組
合
へ
の
期
待
は
大

き
く
、
観
光
客
が
減
っ
て
い
る
東

北
観
光
の
け
ん
引
役
に
も
な
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
小
企
業

が
異
業
種
間
で
連
携
し
、
知
恵
と

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
地
域
住

民
や
避
難
民
の
方
々
に
も
積
極
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
新
し
い

仕
事
づ
く
り
＝
雇
用
創
出
も
目
指

し
て
い
ま
す
。

観
光
振
興
へ
の
取
り
組
み

　

観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
取

り
組
み
で
は
、
昨
年
秋
「
観
光
交

流
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
番
組
で
も
、〝
田
舎
に
行
こ
う
〞

と
か
〝
田
舎
暮
ら
し
〞
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、

一
種
の
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
西
郷
村
に
つ
い
て
村
外
の
人
々
か
ら

率
直
な
声
を
聞
き
、
今
後
の
観
光
促
進
策

に
活
か
そ
う
と
の
試
み
で
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
は
ア
メ
リ
カ
、
中

国
、
韓
国
な
ど
海
外
か
ら
の
留
学
生
や
国

内
の
学
識
経
験
者
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
参
加
者
に
対
し
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
当
地
を
訪
れ
る
目
的
と
し

て
、「
自
然
の
中
で
ゆ
っ
く
り
散
策
し
た

い
」「
温
泉
で
ゆ
っ
く
り
休
み
た
い
」「
地

地域
TOPICS
トピックス

地
域
の
こ
だ
わ
り
産
品
づ
く
り
で
活
性
化

〜
「
西
郷
村
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
〜

西
郷
村
商
工
会
会
長　

●　

大
高
紀
元

昨年秋に行われた観光交流モニターツアーの参加者ら
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元
の
人
た
ち
と
の
交
流
が
し
た
い
」
な
ど

の
回
答
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
よ
う
な
物
見
遊
山
的
な
感
覚

は
少
な
く
、
旅
先
に
人
生
の
発
見
や
心
身

の
癒
し
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
し
た
。
ま
た
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
ほ
と

ん
ど
は
西
郷
村
の
自
然
や
温
泉
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
村
民
た
ち
の
温
か
い
お
も
て

な
し
な
ど
受
け
入
れ
側
の
姿
勢
を
高
く
評

価
し
て
い
た
の
も
印
象
的
で
す
。

　

し
か
し
、
ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
は
評
価

ば
か
り
で
な
く
、
苦
言
や
提
言
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
観
光

客
へ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
な
ど

と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
今
後
の
課
題
が

浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

（
１
）
地
域
の
〝
語
り
部
〞
を
養
成

　

来
訪
者
に
当
地
に
対
す
る
満
足
感
を
感

じ
て
も
ら
え
る
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
、
地

域
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
の
良
し
悪
し
が
あ

り
ま
す
。
地
域
を
単
に
そ
つ
な
く
案
内
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
も
つ
歴
史
や
風

土
、
暮
ら
し
な
ど
を
語
れ
る
〝
語
り
部
〞

の
も
つ
役
割
が
重
要
で
、
そ
う
し
た
人
材

の
養
成
は
必
須
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

（
２
） 地
元
固
有
の

こ
だ
わ
り
産

品
開
発

　

来
訪
者
の
多
く

が
指
摘
し
た
の

は
、
西
郷
村
に
は

こ
の
土
地
固
有
の

特
産
品
や
土
産
物

が
あ
ま
り
な
か
っ

た
こ
と
へ
の
不
満

で
し
た
。
そ
う
し

た
声
を
踏
ま
え
、
当
地
に
た
く
さ
ん
見
ら

れ
る
「
山
椒
」
や
「
夏
ハ
ゼ
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
こ
だ
わ
り
産
品
の
開
発
に
乗

り
出
そ
う
と
、
企
業
組
合
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

（
３
）
達
人
・
名
人
の
人
材
バ
ン
ク

　

ど
の
地
域
に
も
よ
そ
に
誇
れ
る
達
人
・

名
人
は
必
ず
存
在
し
ま
す
。
当
地
で
も
伝

統
的
な
狩
猟
技
術
者
、
木
工
技
術
者
、
そ

ば
打
ち
名
人
、
豆
腐
づ
く
り
名
人
、
農
産

品
づ
く
り
名
人
な
ど
が
い
ま
す
。
こ
う
し

人
材
を
掘
り
お
こ
し
、
地
域
の
貴
重
な
財

産
と
し
て
観
光
交
流
に
活
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

の
〝
人
材
バ
ン
ク
〞
の
設
立
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
４
）
村
内
交
通
手
段
の
確
保

　

東
北
新
幹
線
の
新
白
河
駅
や
東
北
道
白

河
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
、
首
都
圏
か

ら
の
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
の
が
西
郷
村

の
特
色
で
す
。
そ
の
半
面
、
村
内
を
巡
回

す
る
公
共
交
通
手
段
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
村
内
観
光
ル
ー
ト
も
未
整
備

の
た
め
、
今
後
の
観
光
交
流
の
推
進
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
５
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

最
近
の
観
光
客
の
多
く
は
、
来
訪
前
に

目
的
地
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
な
ど

を
の
ぞ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
西
郷

村
で
は
実
際
に
感
動
し
た
自
然
環
境
や
施

設
の
魅
力
、
村
人
た
ち
の
お
も
て
な
し
の

心
な
ど
が
、
現
在
の
Ｈ
Ｐ
で
は
ほ
と
ん
ど

伝
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
…
と
指
摘
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
が
発
信
力
あ
る
魅
力
的
な

Ｈ
Ｐ
づ
く
り
が
必
要
と
感
じ
る
理
由
で

す
。幕

末
秘
話
の
野
外
劇
も
企
画

　

震
災
復
興
や
原
発
事
故
対
策
へ
の
取
り

組
み
が
な
お
続
く
中
で
、
今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
の
放
映
で
、

会
津
若
松
市
を
中
心
に
福
島
県
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
観
光

客
を
呼
び
込
む
う
え
で
も
大
き
な
支
援
材

料
と
い
え
ま
す
。

　

西
郷
村
で
も
今
年
は
、
幕
末
の
悲
話
を

掘
り
起
こ
し
た
「
西
の
郷　

戊
辰
挽
歌
〜

森
要
蔵　

羽は

太ぶ
と

に
散
る
！
」
を
村
民
参
加

の
野
外
劇
と
し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
は
商
工
祭
三
十
周
年
記
念
事
業
で
す

が
、
多
く
の
観
光
客
が
お
越
し
い
た
だ
け

る
よ
う
な
舞
台
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
機
に
村
内
の
隠
れ
た
史

話
や
地
域
文
化
や
産
業
の
魅
力
等
を
語
れ

る
、
語
り
部
の
養
成
に
力
を
い
れ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

西
郷
村
商
工
会
は
、
行
政
と
も
連
携
し

な
が
ら
地
場
産
業
を
元
気
に
す
る
活
動
と

と
も
に
、
観
光
・
交
流
人
口
の
増
加
に
つ

な
が
る
魅
力
あ
る
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
、
村
民
一
丸
と
な
っ
て
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

山椒を使った特産品の「山椒ドレッシング」

「山椒ラーメン」は夢プロジェクトが開発した新商品だ
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青
森
市
は
、
北
は
陸
奥
湾
、
南
は
緑
豊

か
な
八
甲
田
山
に
囲
ま
れ
た
平
野
部
に
位

置
す
る
人
口
30
万
人
の
都
市
で
あ
り
、
平

成
22
年
12
月
の
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
日

本
最
大
級
の
縄
文
集
落
跡
「
三
内
丸
山
遺

跡
」
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
、夏
の
「
ね

ぶ
た
祭
」
な
ど
に
多
く
の
観
光
客
が
賑
わ

う
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
い
都
市
と
な
り
ま

し
た
。

カ
ー
リ
ン
グ
の
街
・
青
森

　

青
森
市
に
お
け
る
カ
ー
リ
ン
グ
の
歴
史

は
、
昭
和
61
年
に
カ
ー
リ
ン
グ
愛
好
者
に

よ
り
「
青
森
県
カ
ー
リ
ン
グ
協
会
」
が
組

織
さ
れ
、
青
森
県
営
ス
ケ
ー
ト
場
を
拠
点

に
活
動
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
以
後
、
北

国
・
青
森
の
新
た
な
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
着
実
に
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
に
は
、
カ
ー
リ
ン
グ
専
用

ホ
ー
ル
を
兼
ね
備
え
た
「
青
森
市
ス
ポ
ー

ツ
会
館
」
が
竣
工
し
、そ
の
後
、女
子
カ
ー

リ
ン
グ
の「
チ
ー
ム
青
森
」が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
等
で
活
躍
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

関
心
は
大
い
に
高
ま
り
、
国
際
大
会
を
は

じ
め
、
平
成
24
年
２
月
に
は
「
第
29
回
日

本
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
」、
同
年
11
月
に

は
「
第
21
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ー
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

「
カ
ー
リ
ン
グ
の
街
・
青
森
」
が
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

高
校
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
を

開
催

　

平
成
17
年
度
か
ら
は
「
全
国
高
等
学
校

カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
を
毎
年
当
地

で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
の

第
８
回
大
会
は
、
今
年
２
月
14
日
（
木
）

〜
17
日
（
日
）
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
全

国
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
10
チ
ー
ム
（
男
子
５

チ
ー
ム
、
女
子
５
チ
ー
ム
）、
計
43
人
の

選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
初
日
の
14
日
は
、
青
森
市
ス
ポ
ー

ツ
会
館
で
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
大

澤
明
美
さ
ん
（
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
日

本
代
表
）
を
講
師
に
迎
え
、

経
験
談
を
中
心
と
し
た
講
演

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、カ
ー

リ
ン
グ
は
最
後
の
１
投
で
試

合
が
決
ま
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
メ
ン
タ
ル
の
強
さ
が
求

め
ら
れ
る
競
技
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
青
森
県
立
む
つ
工
業

高
校
の
伊
達
誠
教
諭
に
よ
る

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
選
手
た
ち
は
、

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
よ

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
話

や
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
導

入
例
の
話
題
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

講
習
会
終
了
後
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

会
式
及
び
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
。
こ
の
中
で
大
会
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、
本
大
会
を
盛
り
上
げ
た

い
と
参
加
し
て
く
れ
た
青
森
県
立
青
森
工

業
高
校
の
生
徒
が
「
ね
ぶ
た
囃
子
」
を
演

奏
し
、
地
元
の
跳
人
（
は
ね
と
）
団
体
と

と
も
に
全
国
の
選
手
が
輪
に
な
っ
て
一
緒

に
跳
ね
る
な
ど
し
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

15
日
か
ら
は
予
選
ラ
ウ
ン
ド
が
は
じ
ま

2013・6月号

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業

カ
ー
リ
ン
グ
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

　
　

〜
全
国
高
校
選
手
権
を
開
催
〜

青
森
市
教
育
委
員
会
事
務
局

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

主
査　

●　

宮
崎
恭
次

（
青
森
県
青
森
市
）

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業
と
し
て
、
市
区
町

村
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
連
携
・
協
力
し
て
全
国
各
地
に
青
少
年
が
あ
こ
が
れ
、
目
標

と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ご
と
の
拠
点
を
つ
く
る
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
域
の
再
生

を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
は
青
森
市
で
の
取
り
組
み
を
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
。 

（
地
域
づ
く
り
情
報
課
）

プレーする女子東北選抜の選手達
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スポーツ拠点づくり
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り
、
緊
張
感
が
漂
う
中
、
レ
ベ
ル
の
高
い

真
剣
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
観
客
も
プ

レ
ー
ヤ
ー
と
共
に
カ
ー
リ
ン
グ
の
楽
し

さ
、
難
し
さ
、
奥
深
さ
と
い
っ
た
醍
醐
味

を
堪
能
し
、
敵
味
方
に
関
係
な
く
、
す
ば

ら
し
い
プ
レ
ー
に
惜
し
み
な
い
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
試
合
が
終

了
す
る
と
両
チ
ー
ム
の
選
手
が
笑
顔
で
握

手
を
交
わ
し
、
お
互
い
の
健
闘
を
讃
え
あ

う
姿
は
、
ま
さ
に
高
校
生
ら
し
い
非
常
に

す
が
す
が
し
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ

が
私
た
ち
関
係
者
の
求
め
る
姿
で
す
。

　

最
終
日
の
17
日
に
は
決
勝
戦
が
行
わ

れ
、
男
子
は
青
森
選
抜
が
３
度
目
の
優
勝

を
果
た
し
、
女
子
は
東
北
選
抜
が
青
森
勢

と
し
て
初
優
勝
し
、
会
場
内
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
地
元
マ
ス
コ
ミ
各
社
に
も
大

き
く
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
も
大
き
く
報
道

　

大
会
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
ポ
ス

タ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
と
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
広
く
高
校
生
を
対
象
に
募

集
す
る
な
ど
、
同
じ
高
校
生
に
よ
る
間
接

的
な
大
会
参
加
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
選
手
の
宿
泊
に
つ
い
て
は
、
新

青
森
県
総
合
運
動
公
園
の
合
宿
所
（
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
併
設
）
を
利
用
し
て

お
り
、
全
選
手
・
コ
ー
チ
が
同
じ
屋
根
の

下
に
宿
泊
す
る
こ
と
で
、
同
じ
目
標
を

持
っ
た
選
手
同
士
が
交
流
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
第
２
回
大
会
か
ら
毎
年
、
地

元
青
森
の
テ
レ
ビ
局
に
特
別
番
組
を
制
作

し
て
大
会
終
了
後
の
３
月
に
県
内
全
域
に

放
送
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
特
に
今

年
の
大
会
で
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋

放
送
局
が
大
会

期
間
中
に
男
子

西
日
本
チ
ー
ム

の
密
着
取
材
を

行
い
、「
Ｎ
Ｈ

Ｋ　

Ｅ
テ
レ
」

の
高
校
生
向
け

番
組
で
全
国
放

送
す
る
な
ど
、

マ
ス
コ
ミ
各
社

の
ご
協
力
に
よ

り
、
青
森
県
内

だ
け
で
な
く
全

国
的
に
も
カ
ー

リ
ン
グ
競
技
に

対
す
る
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
が
図

ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
５
回
大
会
か
ら
優
勝
チ
ー
ム

に
対
し
地
元
企
業
の
（
株
）
番
地
銘
石
の

ご
協
力
よ
り
、
優
勝
記
念
石
版
が
贈
呈
さ

れ
て
い
ま
す
。

カ
ー
リ
ン
グ
で
地
域
再
生
を

　

こ
の
高
校
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に

は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
に
出
場
し
た

「
チ
ー
ム
青
森
」
の
近
江
谷
杏
菜
選
手
や
、

現
在
「
中
部
電
力
」
で
活
躍
し
て
い
る
清

水
絵
美
選
手
、
松
村
千
秋
選
手
な
ど
、
多

く
の
ト
ッ
プ
カ
ー
ラ
ー
が
過
去
に
出
場
し

て
お
り
、
世
界
で
活
躍
す
る
選
手
の
登
竜

門
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
選
手
を
育
て
る
た

め
、
青
森
市
で
は
毎
年
、
小
・
中
学
生
カ
ー

リ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
を
開
催
し
、

ジ
ュ
ニ
ア
層
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
小
・
中
学
生
に
と
っ
て
は
、
全

国
高
等
学
校
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
が
、
憧
れ
・
目
標
と
な
っ

て
お
り
、
継
続
的
な
開
催
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
元
住
民
の
大
会
支

援
や
、
カ
ー
リ
ン
グ
に
興
味
を
持
つ
地
元

の
小
・
中
学
生
が
、
大
会
運
営
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
で
き
な
い

か
な
ど
も
検
討
し
、
更
な
る
カ
ー
リ
ン
グ

の
普
及
・
振
興
と
地
域
の
再
生
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2013・6月号

プレーする男子青森選抜の選手達
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402013・6月号

全
国
に
誇
る
養
殖
漁
業

　

八
雲
町
は
北
海
道
渡お

島し
ま

半
島
の
中
央
に

位
置
し
、
渡
島
山
系
を
中
心
に
東
は
内う

ち

浦う
ら

湾
（
別
名
：
噴
火
湾
）、
西
は
日
本
海
に

面
し
て
お
り
、
日
本
で
唯
一
、
太
平
洋
と

日
本
海
に
面
す
る
町
で
あ
る
。

　

基
幹
産
業
は
農
業
と
漁
業
。
農
業
は
酪

農
中
心
で
、
明
治
14
年
か
ら
西
洋
農
法
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
た
こ
と
か
ら
、
北
海

道
酪
農
の
発
祥
の
地
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、道
内
で
も
有
数
の
酪
農
地
帯
で
あ
る
。

漁
業
は
、水
産
資
源
の
豊
か
さ
を
背
景
に
、

太
平
洋
側
の
噴
火
湾
で
は
ホ
タ
テ
を
中
心

と
し
た
栽
培
漁
業
、
日
本
海
側
で
は
採
卵

か
ら
成
貝
ま
で
一
貫
体
制
を
確
立
し
た
ア

ワ
ビ
養
殖
を
行
っ
て
お
り
、
全
国
に
誇
る

養
殖
漁
業
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
八
雲
町
は
自
然
豊
か
な

風
土
を
持
つ
と
と
も
に
、
総
合
病
院
や
大

型
商
業
施
設
な
ど
を
有
し
て
お
り
、
適
度

な
都
市
機
能
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
受
け
、
移
住
推
進
協
議
会

を
設
置

　

か
つ
て
民
放
の
テ
レ
ビ
番
組
に
お
い
て

「
10
万
円
で
暮
ら
せ
る
町
」
と
し
て
八
雲

町
が
紹
介
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
０
０
件
を

超
え
る
問
い
合
わ
せ
を
受
け
た
が
、当
時
、

町
と
し
て
移
住
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る

体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
対
応
に
苦
慮
し

た
。
ま
た
、
平
成
17
年
10
月
に
旧
八
雲
町

と
旧
熊
石
町
が
合
併
し
新
た
な
八
雲
町
が

誕
生
し
た
が
、
合
併
時
に
２
万
８
７
５
人

だ
っ
た
人
口
は
、
平
成
22
年
の
国
勢
調
査

で
は
１
万
８
８
９
６
人
と
減
少
傾
向
に
あ

る
。
そ
こ
で
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
移

住
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

ま
ず
、
地
元
工
務
店
が
組
織
す
る｢

戸

建
建
設
協
議
会｣

と
町
が
連
携
を
図
り
、

移
住
者
の
希
望
が
多
い
中
古
住
宅
や
分
譲

地
の
情
報
を
収
集
し
、
移
住
希
望
者
に
提

供
し
た
。
さ
ら
に
、
町
民
か
ら
寄
付
さ
れ

た
土
地
を
無
償
で
譲
渡
す
る
「
ス
ロ
ー
タ

ウ
ン
花
浦
」（
10
区
画
）
を
整
備
し
、
そ

の
分
譲
地
を
軸
と
し
た
移
住
事
業
を
展
開

す
る
た
め
、
平
成
17
年
に
民
間
８
団
体
と

町
に
よ
る
「
八
雲
町
移
住
推
進
協
議
会
」

を
結
成
し
、
町
全
体
で
移
住
希
望
者
を
応

援
す
る
体
制
を
構
築
し
た
。

　

移
住
推
進
協
議
会
で
は
「
移
住
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
と
し
て
、
３
泊
４
日

で
八
雲
町
内
を
案
内
す
る
「
移
住
体
験
ツ

ア
ー
」
や
、
最
長
１
カ
月
間
滞
在
で
き
る

「
お
試
し
住
宅
」
の
整
備
等
、
様
々
な
事

業
を
展
開
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
雲
町
に

移
住
す
る
方
も
現
れ
た
が
、
さ
ら
に
移
住

者
を
増
や
す
べ
く
、
平
成
24
年
度
は
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
「
移
住
・
交
流
に
よ

る
地
域
活
性
化
支
援
事
業
」
助
成
金
を
活

用
し
、
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
内
容

①
移
住
希
望
者
相
談
窓
口
の
充
実

　

移
住
を
検
討
す
る
際
に
、
町
の
諸
制
度

や
不
動
産
情
報
等
を
ど
こ
に
聞
け
ば
良
い

の
か
、
ま
た
、
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
な
い

か
と
心
配
す
る
移
住
相
談
者
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、｢

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口｣

を
設
け
て
、
複
数
の
窓
口
を
介
さ
ず

一
つ
の
窓
口
で
相
談
を
受
け
る
体
制
を
構

築
し
た
と
こ
ろ
、
相
談
者
に
ス
ト
レ
ス
を

か
け
ず
に
、
丁
寧
に
八
雲
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

②
移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
開
催

　

北
海
道
で
比
較
的
気
候
が
安
定
し
て
い

る
秋
、雪
が
降
り
寒
さ
が
厳
し
い
冬
に「
移

住
体
験
ツ
ア
ー
」
を
そ
れ
ぞ
れ
３
泊
４
日

の
日
程
で
開
催
し
、
秋
は
２
組
３
人
、
冬

は
３
組
４
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

秋
、
冬
の
共
通
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
北

海
道
の
暮
ら
し
に
関
す
る
情
報
提
供
、
一

（
北
海
道
八
雲
町
）

　

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

八
雲
町
移
住
推
進
協
議
会
事
務
局
（
八
雲
町
企
画
振
興
課
企
画
係
主
任
）　
●　

宮
下
洋
平

北
海
道
ら
し
さ
前
面
に
、移
住
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催

〜
情
報
誌
や
ネ
ッ
ト
で
町
の
魅
力
も
Ｐ
Ｒ
〜

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の
柱

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性

化
支
援
事
業
」と
し
て
、地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す
る
、

都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

　

今
回
、
平
成
24
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
北
海
道
二ふ
た
み海
郡ぐ

ん

八や
く
も雲
町ち

ょ
うの
取
り
組
み
を
同

町
移
住
推
進
協
議
会
事
務
局
の
宮
下
洋
平
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

 

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）
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級
建
築
士
の
資
格
を
持
つ
町
職
員
に
よ
る

北
方
型
住
宅
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、
地

元
建
築
事
業
者
の
協
力
に
よ
る
新
築
や
建

築
途
中
の
住
宅
見
学
な
ど
、
北
海
道
で
住

宅
を
建
設
す
る
際
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
っ
て

も
ら
う
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ

た
。

　

ま
た
、
地
元
の
そ
ば
愛
好
家
グ
ル
ー
プ

「
八
雲
そ
ば
研
究
会
」
に
よ
る
手
打
ち
そ

ば
教
室
や
、
酪
農
家
女
性
グ
ル
ー
プ
「
や

く
も
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
会
」
が
作
っ
た
地

場
産
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
を

囲
ん
で
の
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
こ
れ
ま

で
に
八
雲
町
へ
移
住
し
た
方
も
お
ら
れ
、

先
輩
移
住
者
と
し
て
ツ
ア
ー
参
加
者
へ
自

身
の
移
住
体
験
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ

い
た
。
ツ
ア
ー
参
加
者
は
交
流
会
を
通
し

て
各
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深

め
、
先
輩
移
住
者
の
体
験
談
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
秋
の
ツ
ア
ー
で
は
、
新
鮮
な

魚
や
野
菜
な
ど
の
地
場
産
品
直
売
会
や
川

を
遡
上
す
る
鮭
の
見
学
、
冬
の
ツ
ア
ー
で

は
雪
か
き
体
験
や
自
動
車
学
校
の
協
力
に

よ
る
冬
道
ド
ラ
イ
ブ
教
室
を
行
う
な
ど
、

北
海
道
ら
し
さ
を
前
面
に
出
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
に
は

大
変
好
評
だ
っ
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
北
海
道
ま
で
の
交
通

費
と
宿
泊
費
は
参
加
者
の
負
担
と
な
る

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
の
謝
礼
と
し

て
参
加
者
１
組
に
つ
き
２
万
円
を
支
払
っ

た
。

③
広
告
宣
伝
活
動

　

八
雲
町
の
魅
力
や「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」

等
、
移
住
事
業
を
発
信
す
る
た
め
、
広
告

宣
伝
活
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　

ふ
る
さ
と
情
報
館
が
発
行
す
る
「
月
刊

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
総
発
行

部
数
が
１
万
３
千
部
と
少
な
い
も
の
の
、

定
期
購
読
の
み
の
た
め
、
確
実
に
購
読
者

の
目
に
触
れ
る
情
報
誌
で
あ
る
。
こ
の
誌

面
に
広
告
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
購
読
者

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
、
効

果
を
実
感
で
き
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
利
用
し
た
「
Ｙ
ａ

ｈ
ｏ
ｏ
！
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
広
告
」
に
広

告
を
掲
載
し
た
。「
田
舎
暮
ら
し
」
等
、

移
住
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る

と
八
雲
町
の
広
告
が
表
示
さ
れ
、
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
誘
導
さ

れ
る
仕
組
み
で
、
約
５
カ
月
間
と
長
い
期

間
継
続
し
て
掲
載
し
た
こ
と
で
広
く
八
雲

町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

６
世
帯
10
人
が
移
住
、

認
知
度
も
向
上

　
「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
を
秋
と
冬
に
開

催
し
た
こ
と
に
よ
り
、
移
住
希
望
者
に
八

雲
町
の
気
候
や
住
環
境
を
把
握
し
て
い
た

だ
く
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
参
加

者
を
対
象
に
行
っ
た
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
八
雲
町
の
印
象
や
移
住
施
策
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
な
ど
率
直
な
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
今
後
の
事
業
展
開
の
参
考

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
継
続
的
な
広
告
掲
載
と
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
実
施
に
よ
り
八
雲
町

の
認
知
度
が
高
ま
り
、
移
住
希
望
者
の
誘

導
が
図
ら
れ
た
結
果
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
へ
の
相
談
件
数
が
格
段
に
増
え
る
と
と

も
に
、
平
成
24
年
度
の
移
住
実
績
が
６
世

帯
10
名
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
定
住
人
口

及
び
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
な
る

地
域
活
性
化
を
図
り
た
い
。

体験ツアーで建築中の住宅を見学

地場産食材を使った料理を囲んでの交流会

そば打ちを体験するツアー参加者

雑誌に掲載した広告
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日
立
市
は
、
関
東
平
野
の
北
端
、
茨
城

県
の
北
東
部
に
あ
り
、
面
積
２
２
５
・
55

平
方
㌔
、
人
口
18
万
８
３
９
３
人
（
平
成

25
年
４
月
１
日
現
在
）。
西
は
阿
武
隈
山

系
に
連
な
り
、
東
は
太
平
洋
の
海
岸
線
に

臨
み
、
穏
や
か
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
明
治
時
代
か
ら
、

鉱
業
、
電
気
機
械
産
業
を
中
心
に
産
業
が

発
展
し
、日
立
製
作
所
発
祥
の
地
で
あ
る
。

　

今
回
訪
れ
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
助
け
合
い
な
か
さ
と
」（
以
下
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」

と
い
う
）
は
、
日
立
駅
か
ら
路
線
バ
ス
で

約
45
分
の
中
里
地
区
と
い
う
１
３
０
０

人
、
６
０
０
世
帯
が
暮
ら
し
、
高
齢
化
率

が
40
％
を
超
え
る
中
山
間
地
域
で
、
交
通

空
白
対
策
に
取
り
組
み
、
過
疎
地
有
償
運

送
に
よ
り
「
中
里
助
け
合
い
タ
ク
シ
ー
」

を
運
営
し
て
い
る
。

　

日
頃
か
ら
中
里
地
区
の
地
域
活
動
の
中

心
的
な
立
場
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
理
事
長
で
も
あ
る
石
川
諒
一
氏
に
地

域
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
に
導
い
た

の
か
を
う
か
が
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
ま
で
の
経
緯

　

石
川
理
事
長
に
よ
る
と
、中
里
地
区
は
、

路
線
バ
ス
が
１
日
に
10
往
復
し
て
い
る
も

の
の
集
落
か
ら
停
留
所
ま
で
１
〜
２
㌔
離

れ
、
日
常
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
行

事
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
区
で

あ
る
。
特
に
高
齢
者
な
ど
運
転
免
許
が
な

い
住
民
が
地
区
全
体
の
３
割
ほ
ど
い
る
こ

と
か
ら
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
日
常
の
活

動
で
経
済
的
に
も
負
担
が
少
な
い
移
動
手

段
の
確
保
が
急
務
で
あ
っ
た
。「
本
来
な

ら
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
元
の
タ

ク
シ
ー
会
社
な
ど
に
業
務
委
託
し
て
実
施

す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
近
く
に
タ
ク
シ
ー
会

社
も
な
く
、
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ

た
」（
同
理
事
長
）
と
い
う
。

　

そ
こ
で
、
中
里
地
区
は
過
疎
地
域
で
も

あ
っ
た
た
め
、
日
立
市
と
協
議
し
な
が
ら

「
過
疎
地
有
償
運
送
」
に
よ
り
高
齢
者
の

足
を
確
保
す
る
べ
く
、
地
域
の
役
員
が
中

心
と
な
り
、
具
体
策
を
検
討
す
る
た
め
平

成
19
年
11
月
に
「
地
域
公
共
交
通
導
入
検

討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

過
疎
地
有
償
運
送
は
過
疎
地
な
ど
で
住

民
の
日
常
生
活
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る

た
め
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
地
元
に
密
着

し
た
団
体
が
許
可
を
得
て
実
施
す
る
も
の

で
、
運
送
対
象
や
地
域
が
限
定
さ
れ
る
ほ

か
、
使
用
車
両
な
ど
に
も
条
件
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
。

　

同
検
討
委
員
会
で
は
試
験
運
行
ま
で
の

16
カ
月
で
延
べ
15
回
の
会
合
を
経
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
設
立
し
、
デ
マ
ン
ド
型
の
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

大
切
な
地
域
住
民
の
理
解

　
「
地
域
の
問
題
は
地
域
で
解
決
し
た
い
」

と
誰
も
が
思
う
が
、
費
用
な
ど
様
々
な
課

題
が
あ
り
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
実

現
で
き
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
や
は
り

タ
ク
シ
ー
事
業
の
運
営
に
も
国
や
市
な
ど

の
資
金
面
で
の
協
力
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
で
は
事
業
費

の
７
割
を
国
と
市
に
頼
る
こ
と
に
な
る

★　団体プロフィール　★

設立年＝平成21年５月

設立・運営主体＝特定非営利活動法人

代表者＝理事長　石川　諒一

会員数＝役員６名

〈連絡先〉

〒311-0403

　茨城県日立市東河内町1953-２

　電話：0294-70-8005

地域づくり団体探訪Series

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

・
助
け
合
い
な
か
さ
と

茨
城
県
日
立
市

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
過
疎
地
の
足
を
確
保

　
　

〜
高
齢
者
も
生
き
生
き
活
動
的
に
〜

「助け合いなかさと」の活動状況

運行区域 日立市中里地区
運行方法 デマンド運行
雇用状況 オペレーター３人、運転手６人
車　　両 ８人乗りワゴン型普通自動車が２台

運　　賃 ※１外出あたり　大人300円、子供150円（小学生・中学生）
　回数券（11枚つづり3,000円）もあり。

運行時間
平日8：30から16：00まで　事前に予約があれば18：00まで。
また、休日も地域の行事などがある場合、事前に予約が
あれば運行する。

利用状況
（H25.３月分）１日平均13人利用（最高45人）

※１外出あたり…家を出発し、その日のうちに家に戻るまで
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が
、
過
疎
地
有
償
運
送
を
申
請
す
る
に
当

た
っ
て
は
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
っ
た
。

　
「
中
で
も
一
番
苦
労
し
た
の
は
事
業
実

施
に
つ
い
て
地
域
の
全
世
帯
の
理
解
を
得

る
こ
と
。
そ
し
て
、
利
用
す
る
・
し
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
全
世
帯
か
ら
毎
年
２
０

０
０
円
の
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
同

意
を
得
る
こ
と
で
し
た
」
と
石
川
理
事
長

は
言
う
。

　

こ
れ
は
市
か
ら
の
補
助
を
受
け
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
全
世
帯
を
対
象
に
地
区

内
14
会
場
で
２
度
の
説
明
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

な
ど
15
カ
月
か
け
て
よ
う
や
く
住
民
か
ら

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
市
民
、
行
政
、
交
通
事
業
者
な

ど
が
年
に
３
〜
４
回
ほ
ど
集
ま
り
開
催
さ

れ
る
「
公
共
交
通
会
議
」
に
お
い
て
も
、

事
業
の
内
容
を
説
明
し
、
協
議
が
調
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
既
に
国
の

認
可
が
出
て
い
る
既
存
の
バ
ス
路
線
と
重

複
し
な
い
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
住
民

ニ
ー
ズ
と
の
調
整
が
求
め
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
準
備
を
経
て
３
カ
月
の
予
定

で
試
験
運
行
を
始
め
た
が
、
利
用
す
る
住

民
か
ら
「
も
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
」
と
の

要
望
が
あ
り
、
９
カ
月
間
に
延
長
し
て
実

施
し
た
。

利
用
促
進
に
向
け
工
夫
も

　

こ
う
し
て
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
事
業
は

平
成
21
年
７
月
か
ら
本
格
運
行
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
地
域
の
方
々

に
た
く
さ
ん
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

タ
ク
シ
ー
１
回
の
利
用
料
金
を
大
人
３
０

０
円
、
小
・
中
学
生
は
１
５
０
円
と
格
安

に
設
定
。
さ
ら
に
11
枚
綴
り
の
回
数
券
も

用
意
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
タ
ク
シ
ー
の
最
大
の
特
徴

は
「
１
回
の
利
用
を
１
外
出
」
と
弾
力
的

に
定
義
し
て
い
る
こ
と
だ
。
一
般
的
に
タ

ク
シ
ー
は
乗
っ
て
か
ら
降
り
る
ま
で
が
１

回
だ
が
、
こ
こ
で
は
家
を
出
て
か
ら
農
協

や
ス
ー
パ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
用

事
を
済
ま
せ
て
家
に
戻
る
ま
で
が
１
回

（
３
０
０
円
）
な
の
だ
。

　

た
だ
し
、
他
の
お
客
様
も
い
る
の
で
、

１
カ
所
当
た
り
の
停
車
時
間（
待
機
時
間
）

は
10
分
と
し
、
そ
れ
を
超
え
る
場
合
は
再

度
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
電
話
で
依
頼
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

新
た
な
生
き
が
い
生
み
出
す

　

タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
た
こ
と
で
、
利
用

す
る
高
齢
者
な
ど
地
域
の
住
民
が
生
き
生

き
と
し
始
め
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
ど
こ
か

に
出
か
け
る
際
に

は
家
族
や
近
所
の

住
民
に
お
願
い

し
、
車
に
乗
せ
て

も
ら
う
必
要
が

あ
っ
た
が
、
気
兼

ね
な
く
地
区
内
で

あ
れ
ば
好
き
な
時

に
好
き
な
所
へ
出

掛
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と

で
、
高
齢
者
な
ど

利
用
者
の
表
情
も
明
る
く
な
り
、
会
話
す

る
機
会
も
増
え
若
々
し
く
な
っ
た
と
い

う
。

　

ま
た
、
自
由
に
外
出
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
健
康
サ
ロ
ン
や
ふ
れ
あ
い
祭

り
な
ど
様
々
な
事
業
に
も
積
極
的
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
日
立
市
の

中
で
も
事
業
へ
の
参
加
率
が
最
も
高
い
地

区
と
な
っ
た
。

　
「
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を
は
じ
め
た
こ
と

で
地
区
の
仲
間
と
の
世
間
話
や
、
参
加
す

る
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
じ
て
新
た
な
生

き
が
い
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
」
と

石
川
理
事
長
は
言
う
。

さ
ら
に
利
便
性
向
上
を

　

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
公
共
交
通
会

議
の
協
議
に
よ
っ
て
タ
ク
シ
ー
事
業
の
内

容
も
決
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
た
め
石
川
理
事
長
は
「
タ
ク
シ
ー

利
用
者
の
外
出
目
的
は
地
区
や
市
域
を
越

え
た
病
院
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
多
い
。
現

時
点
で
は
認
可
を
得
ら
れ
に
く
い
状
況
だ

が
、
こ
れ
ま
で
に
近
く
の
葬
祭
場
へ
の
行

き
来
に
つ
い
て
は
理
解
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
会
議
が
行
わ
れ

る
度
に
利
用
者
の
声
を
伝
え
る
こ
と
で
、

（
地
区
や
市
域
を
越
え
た
目
的
地
に
行
け

る
よ
う
）
更
に
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

 

編
集
委
員　

●　

白
岩
孝
之

● 地域づくり団体探訪

理事長の石川諒一氏（右から２人目）とスタッフ

NPOの事務所風景

乗り合いタクシーを利用する住民
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書籍紹介

美術家・藤浩志企画制作室代表・十和田現代美術館副館長　藤　浩志
AAF（アサヒ・アート・フェスティバル）ネットワーク　共著
新評論刊（2012年12月10日発行）
定価：1800円＋税

　経済の豊かさを背景に各地で生まれたアートの場や表現方法は、1990年代のバブ
ル崩壊以降は「企業の社会貢献の高まりを背景としたメセナ活動の充実」、2000年代
には「文化の多様性を基調とした市民自治によるアート活動の開花」、2010年代に入
ると、特に東日本大震災以降は「地域コミュニティの再生」、というように、時代と
ともに地域住民の中に浸透し地域活性化の役割を担うようになった。
　アートを活用しながら地域に賑わいや交流を創出する取り組みは、地域の人々の結
びつきの中で地域コミュニティを再生させる手法として注目されており、本書ではこ
れらの取り組みを「ソフトパワー」と呼び、「アサヒ・アート・フェスティバル（AAF）
（※）」の活動を中心に全国14のアートプロジェクトを紹介している。
　筆者は、「クリエイティブなマインドが地域に醸成されると地域の魅力や課題が浮
き彫りになりやすい。アートプロジェクトは１人ではなく誰かと一緒になってその課
題に立ち向かう勇気を与えてくれるもの」と綴っている。読者がそれぞれ自分なりの
「アートプロジェクト」を始めるきっかけにしてほしいという、筆者の思いが込もっ
た１冊である。

※ 2002年よりアサヒビールとアサヒグループ芸術文化財団が全国の市民グループや
アートＮＰＯなどと実施しているアートプロジェクト。それぞれは自立したプロ
ジェクトであるがネットワーク化が図られている。

地域を変えるソフトパワー
アートプロジェクトがつなぐ人の知恵、まちの経験

鹿児島国際大学准教授　ジェフリー・S・アイリッシュ著
㈱南方新社刊（2013年１月31日発行）
定価：1800円＋税

　本書の舞台である土喰（つちくれ）集落は鹿児島県南九州市川辺町の山間にあり、
平均年齢が80歳近く、27人の住民により構成されている。高齢化率は80％を超え、
一見すると「限界集落」といわれるような衰微の一途をたどる山村の典型である。本
書はこの土喰集落で２度小組合長を務めた米国カリフォルニア州出身の著者と土喰集
落に暮らす住民とのやり取りを通して、住民１人ひとりが自分らしく、お互い助け合
いながら生活を送る様子をつづっている。内容は集落のまとめ役である小組合長の活
動に始まり、年中行事や寄り合いの様子、住民による昔語り、ささやかなレクリエー
ションと生活全般にわたり、「外」から来た著者が住民との共同作業に参加すること
で地域に溶け込んでいく様子や、土喰集落の日常を住民の笑顔の写真を織り交ぜなが
ら存分に紹介している。
　著者は本書において、年々生活が厳しくなっていきながらも幸せに暮らす集落を「限
界集落」という言葉で表現することに疑問を呈し、自分のふるさとや住んでいる地域
の良さに改めて目を向ける必要性を説いている。典型的な農村である土喰集落の生活
には「限界」よりも「幸せ」があふれていることが伝わり、幸せになるヒントがちり
ばめられた１冊である。

幸せに暮らす集落―鹿児島県土喰集落の人々と共に
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「着地型観光」によるまちづくり

舞鶴市長　●　多々見良三

45 2013・6月号

　

舞
鶴
市
は
、
京
都
府
の
北
部
に
位
置
し
、
若
狭
湾
に
面
し
た
天

然
の
良
港
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

　

西
地
域
は
、
戦
国
時
代
の
武
将
で
当
代
一
流
の
文
化
人
で
も

あ
っ
た
細
川
幽
斎
と
そ
の
子
忠
興
が
田
辺
城
（
舞
鶴
城
）
を
築
い

て
以
来
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
今
も
城
下
町
と
し

て
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
を
色
濃
く
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
東
地
域
は
、
明
治
34
年
に
旧
海
軍
鎮
守
府
が
設
置
さ
れ
、

軍
港
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
に
は
旧
海
軍
が

建
設
し
た
多
く
の
れ
ん
が
建
造
物
が
残
っ
て
お
り
、
特
に
市
役
所

周
辺
に
立
ち
並
ぶ
赤
れ
ん
が
倉
庫
群
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
も

指
定
さ
れ
、「
男
た
ち
の
大
和
」
や
「
坂
の
上
の
雲
」
な
ど
数
々

の
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
海
軍
の
施
設

は
、
そ
の
多
く
が
海
上
自
衛
隊
の
基
地
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
横

須
賀
、
佐
世
保
、
呉
、
大
湊
と
と
も
に
全
国
で
も
５
カ
所
だ
け
の

自
衛
艦
が
停
泊
し
て
い
る
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

中
で
も
舞
鶴
ほ
ど
自
衛
艦
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
基
地
は

な
い
こ
と
か
ら
、
休
日
に
は
多
く
の
来
訪
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
岸
線
は
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ

る
標
高
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
五
老
岳
か
ら
の
島
、海
、山
の
織
り

成
す
自
然
景
観
は
「
近
畿
百
景
第
1
位
」
に
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
舞
鶴
は
、
日
本
で
終
戦
か
ら
13
年
も
の
長
き
に
わ
た

り
、
最
後
ま
で
大
陸
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
を
受
け
入
れ
、「
岸
壁

の
母
」
の
歌
と
と
も
に
、「
引
き
揚
げ
の
ま
ち
」
と
し
て
全
国
に

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

食
の
分
野
で
は
、
京
都
府
随
一
の
水
揚
げ
を
誇
る
舞
鶴
漁
港
を

擁
し
、
夏
は
、
岩
が
き
、
と
り
貝
、
冬
は
、
か
に
、
か
き
、
ぶ
り

な
ど
豊
富
な
水
産
資
源
が
あ
り
、
近
海
の
鮮
魚
の
生
す
り
身
を

使
っ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
「
舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
」
と
と
も
に
、
海
の

食
材
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物
で
も
京
の
伝
統

野
菜
の
「
万
願
寺
甘
と
う
」
や
「
佐
波
賀
だ
い
こ
ん
」
の
発
祥
の

地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
舞
鶴
に
は
多
く
の
地
域
資
源
が
あ
り
、
多
様
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
と
も
す
れ
ば
イ
メ
ー
ジ
が
定
ま
ら

ず
、
埋
も
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
来
訪
者
に

と
っ
て
最
も
魅
力
が
あ
り
、
か
つ
、
競
争
力
の
あ
る
イ
メ
ー
ジ
に

特
化
し
て
、
戦
略
的
に
発
信
し
て
い
こ
う
と
「
ま
い
づ
る
観
光
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。「
ま
い
づ
る
観
光
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
」
で
は
、「
赤
れ
ん
が
」
と
「
海
・
港
」
を
シ
ン
ボ

ル
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
定
め
、
昨
年
５
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し

た
舞
鶴
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
を
戦
略
拠
点
と
し
て
、
ま
ず
は
こ
こ
に

観
光
客
の
誘
致
を
図
り
、「
着
地
型
観
光
」
に
よ
り
、
舞
鶴
の
多

様
な
魅
力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
や
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
、
従
来
の
定
番
の

観
光
で
は
生
き
残
っ
て
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
新
た
な
視
点
と
感

性
で
、
新
た
な
旅
を
創
造
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
観
光
客
を
受
け

入
れ
る
側
の
地
域
（
着
地
）
側
が
、
そ
の
地
域
で
お
す
す
め
の
観

光
資
源
を
基
に
し
た
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
運
営
す
る
形
態

の
「
着
地
型
観
光
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

舞
鶴
市
で
は
、
舞
鶴
観
光
協
会
が
旅
行
業
務
を
扱
う
「
合
同
会

社
ま
い
づ
る
広
域
観
光
公
社
」
を
設
立
し
、工
夫
を
凝
ら
し
た
「
着

地
型
観
光
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
内
に
あ
る
旧
海
軍
の
れ

ん
が
建
造
物
を
巡
る
ツ
ア
ー
や
遊
覧
船
で
旧
海
軍
の
名
残
を
探
索

す
る
ツ
ア
ー
、
城
下
町
の
歴
史
を
学
習
す
る
ツ
ア
ー
や
舞
鶴
か
ま

ぼ
こ
の
製
造
体
験
な
ど
、
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
地
元
の

人
た
ち
が
知
恵
を
出
し
、
そ
の
地
域
の
こ
と
を
深
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

着
地
型
観
光
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
地
元
の
歴
史
や
文
化
な
ど

を
地
元
の
人
が
見
直
し
、
魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
く
努
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
努
力
は
そ
の
ま
ま「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。
住
民
か
ら
の
地
域
に
対
す
る
誇
り
、
問
題
意

識
、
意
欲
が
あ
っ
て
こ
そ
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
お
こ
し
は
成
功

し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
の
着
地
型
観
光
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

舞
鶴
市
は
、
平
成
26
年
度
末
に
京
都
縦
貫
自
動
車
道
と
舞
鶴
若

狭
自
動
車
道
が
全
面
開
通
し
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成

し
ま
す
。
現
在
の
大
阪
か
ら
１
２
０
分
、神
戸
か
ら
90
分
に
加
え
、

京
都
か
ら
80
分
、
名
古
屋
か
ら
も
１
５
０
分
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
絶
好
の
機
会
と
し
て
活
か
す
た
め
に
も
、
こ
の
2
年
間
で
舞
鶴

の
「
着
地
型
観
光
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
本
物
と
言
え
る
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、一
度
舞
鶴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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47 2013・6月号

手
前
み
そ

　

で
す
が
…

鹿
児
島
県

奄美市 173

奄美市は、鹿児島県本土と沖縄のほぼ
中間に位置し、大小8つの有人島か

らなる奄美群島の拠点都市です。奄美市の
所在する奄美大島では昔から自分たちの集
落（故郷）のことを「しま」と呼び、今で
は市のキャッチフレーズとして「きょらの
郷（しま）」（きょらは古語の「きよら」が
語源と言われる方言で、最上級の美しさを
表す）と称しています。
　そのフレーズの通り、黒潮が流れる豊か
な海には美しいサンゴ礁が広がり、色鮮や
かな熱帯魚も生息しています。緑深い内陸

自然・ひと・文化が共につくる　きょらの自然・ひと・文化が共につくる　きょらの郷
しましま

部では、固有種であるアマミノクロウサギやルリカケスをはじめ珍しい動植物が生息
し、豊かな自然が身近に存在しています。これらの貴重な自然の保護に努め、後世に
引き継いでいくために世界自然遺産登録に向けた様々な取り組みを進めています。
　また、伝統工芸品である本場奄美大島紬や黒糖焼酎、そして島唄や八月踊りに代表
される伝統芸能など、これまでに歴史とともに育まれた貴重な宝があり、これらの地
域資源が奄美市のさらなる発展の原動力になるものと期待されています。

■ ご飯の上に錦糸卵・しいたけ・さ
さみ肉・パパイヤ漬けなどを乗せ、
鶏がらでだし汁をとったスープを
かけて食べる郷土料理「鶏飯」

■ 国内第２位の面積を誇るマングローブの森

■ 昔から各集落で唄い・踊り継がれてきた
八月踊り

■ 島内でも屈指の海の青さを誇る土盛海岸

■ 笠利のサトウキビ畑。サトウキビは奄美大島の基幹作物の１つ

■ 気の遠くなるような工程を経てでき
る「本場奄美大島紬」

■ サンセットビーチとして有名な大浜海浜公園

自然・ひと・文化が共につくる　きょらの郷
しま
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　地域再生の方法について、さまざまな視点から考えるワークショップ「地域再生実践塾」を開
催します。このうち第１回（詳しくは左のページ参照）と第２回の開催内容は以下の通りで、い
ずれも現在、参加者を募集しています。
■対　　象　地方自治体、商工会、商工会議所、NPOなど地域再生に取り組んでいる人
■募集人員　各回40名
■参加費用　無料（開催地までの往復交通費、宿泊費、飲食代などは参加者負担）
■申込方法　 申込書を当センターまで送付してください。申込書の様式は当センターのホーム

ページからダウンロードできます。詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。
【問い合わせ先】地域支援課　TEL 03-5202-6137

平成25年度地域再生実践塾開催のお知らせ

　地域づくり団体全国協議会では、地域づくり団体の活動を応援する助成事業「地域づく
り団体活動支援事業」を行っています。
　都道府県協議会及び地域づくり団体が行う研修会、講習会等への講師招へいに要する経
費に対して助成します。
　謝金及び旅費各10万円、計20万円が上限です。
　助成の申請は、研修会等の開催２カ月前まで随時受け付けています。
　申請手続きなどについては、地域づくり団体全国協議会のホームページをご覧になるか、
お住まいの地域の「地域づくり団体都道府県協議会」にお尋ねください。
（ホームページURL）
http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/dantai/dantai.htm

地域づくり団体活動支援事業のお知らせ

平成24年度の研修会の様子

地域再生実践塾　第２回　北海道小樽市
『地域で育てる観光まちづくり人材』

平成25年７月16日（火）～７月18日（木）
会場：小樽運河プラザ三番庫

開催趣旨 
　現在の小樽市は、年間 600 万人以上の観光客が訪れ、観光関連産業が基幹産業のひとつでもある観光都市です
が、観光都市としての歴史は必ずしも長いものではなく、1970 年代に始まった小樽運河論争が発端となった市民
運動によって歴史的建造物をはじめとした地域資源が半ば偶発的に観光化したという経緯を持っています。これは
シビックプライドの向上によって再評価された地域の有形無形の資源が観光振興の推進と地域ブランドの向上に寄
与した事例と解釈することができます。

開催日程 
・第１日目　７月 16日（火）
13：30～　開講式・オリエンテーション
13：45～　Lecture1　総論・問題提起
14：25～　Lecture2　 小樽市の観光の現状と観光基本

計画について
14：55～　Lecture3　 小樽の地域力を高めるまちづく

りと情報化
16：00～　Lecture4　 市民のおもてなしによる地域ブ

ランディング
16：45～　Workshop1　ミニワックスボールの製作
・第２日目　７月 17日（水）
9：00～　Lecture5　フィールドワークの説明
10：00～　Field Work1　鰊漁のまち祝津のたから
12：00～　昼食
13：30～　Field Work2　 小樽案内人はまちのコミュ

ニケーター
16：10～　Group Work1　フィールドワークのまとめ
18：30～　Workshop2（※希望者のみ）
　　　　　  地域通貨“Tarca”を用いた店めぐり体験
・第３日目　７月 18日（木）
9：00～　Group Work2　「ディスカッション・発表」
11：15～　Lecture6　総括
11：50～　閉講式

主任講師 
小樽商科大学商学部
准教授
大津　晶　氏

　1971 年北九州市小倉生まれ。
　筑波大学大学院社会工学研究科

修了　博士（社会工学）。
　2003 年より現職。
　現在、小樽市都市計画審議会委員、同住宅行政審議
会委員長、同まちづくり協働事業審査委員長などを務
める。大学では小樽商科大学で都市計画／地域経営を
教える傍ら、地域共同研究センターなどの活動で幅広
く地域と大学の連携・協働の基盤整備を進める（現在
はフェロー）。近年は地域連携プロジェクト実践型教
育を通じて、地域の有形無形の資源を活用したキャ
リア教育と学生が主役となった地域活性化の両立を実
践。また市民力・地域力の向上を目的としたNPOの
アドバイザーとしてもまちづくりに関わる。
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C O N T E N T S

地域トピックス　福島県西郷村
地域のこだわり産品づくりで活性化 大高紀元

スポーツ拠点づくり推進事業　青森県青森市
カーリングを活用した地域づくり 宮崎恭次

移住・交流推進支援事業　北海道八雲町
北海道らしさ前面に、移住体験ツアーを開催 宮下洋平

地域づくり団体探訪　茨城県日立市
特定非営利活動法人・助け合いなかさと
デマンドタクシーで過疎地の足を確保
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首長の思い
「着地型観光」によるまちづくり
 多々見良三（舞鶴市長）
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特　集

 1 巻頭エッセー／川内さんと能勢さん 上田清司（埼玉県知事）　　

　 　  自転車を利用した地域活性化
 4 基調論文  自転車を活用した地域活性化の方策 古倉宗治（㈱三井住友トラスト基礎研究所研究理事）　　
 8 札幌市　北からの挑戦、札幌みんなのサイクル「ポロクル」 三田村大松　　
 10 宮城県蔵王町　自転車ロードレースで「蔵王」の知名度アップ 今村敏男　　
 12 栃木県宇都宮市　「自転車のまち宇都宮」の推進に向けて 平原健吉　　
 14 埼玉県　「じてんしゃ王国　埼玉」の確立を目指して 高橋明子　　
 16 東京都江戸川区　環境にやさしい自転車が走るまちづくり 髙橋和彦　　
 18 長野県諏訪市　自転車で諏訪地域を元気に！ 寺島和雄　　
 20 岐阜県飛騨市　廃線を生かし、「遊びごころ」で町おこし 田口由加子　　
 22 奈良県　広域周遊観光を促進し、地域活性化 大久保　博　　
 24 岡山県岡山市　自転車利用環境の向上によるまちづくりの推進 玉木裕美　　
 26 鳥取県　観光活性化に向け自転車を活用 石村隆男　　
 28 香川県高松市　コミュニティサイクル、観光振興にも寄与 佐藤一樹　　
 30 広島、愛媛両県　「瀬戸内しまなみ海道」をサイクリストの聖地に 越智祥子　　
 32 福岡県北九州市　シティバイクで魅力的な地域づくり 中村寛樹・濱田千夏・植木和宏　　
 34 沖縄県　「ツール・ド・おきなわ」で地域おこし 森　兵次　　
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地域再生実践塾　第１回　兵庫県豊岡市
『生物多様性保全と地域再生～環境と経済が共鳴するまち～』

平成25年６月26日（水）～６月28日（金）
会場：豊岡市民プラザ　活動室Ｃ・Ｄ

開催趣旨 
　現在、我々は地球温暖化をはじめ様々な環境問題を抱えており、持続可能な社会の構築が地球規模で求められ
ています。そのため、地域社会においても環境問題を重要な課題として認識し、社会情勢の変化に対応しながら
環境保全に向けた施策を積極的に推進することが必要です。豊岡市では、多様な地域資源を活かして様々な分野
を連携させながらまちづくりを進めることとし、コウノトリの野生復帰に向けた取組をはじめ、人と自然が共生
できる地域づくりを行政と住民が一体となって取り組んでいます。その中で、環境と経済を共に発展させること
を目指す「豊岡市環境経済戦略」を定めるとともに、現在は「生物多様性地域戦略」の策定に向けて検討が進め
られています。

開催日程 
・第１日目　６月26日（水）
　13：30～　開講式・オリエンテーション
　13：45～　Lecture1　総論・問題提起
　14：20～　Lecture2　豊岡の挑戦
　15：15～　Lecture3　豊岡の"環境創造型"農業
　16：25～　Lecture4　環境と経済の共鳴
　17：20～　Lecture5　環境経済事業の課題と可能性
・第２日目　６月27日（木）
　 9：10～　Field Work1　六方田んぼ
　 9：50～　Field Work2　コウノトリの郷公園
　11：00～　Field Work3　祥雲寺田んぼ
　12：00～　昼食（地域農業管理施設）
　13：30～　Field Work4　ハチゴロウの戸島湿地
　14：45～　Field Work5　田結湿地
　16：15～　Group Work1　視察結果のとりまとめ
　　　　　　 ※城崎総合支所
・第３日目　６月28日（金）
　 9：00～　Group Work2　「発表・講評」
　11：20～　Lecture6　総括
　12：55～　閉講式

主任講師 
大学共同利用機関法人
人間文化研究機構
総合地球環境学研究所
准教授　博士（社会学）
菊地　直樹　氏

　1969年生まれ。1999年から兵庫県立コウノトリの
郷公園研究員（兵庫県立大学自然・環境科学研究所講
師）に赴任し、コウノトリの野生復帰プロジェクトに
参画。地域に居住するレジデント型研究者として環境
社会学をベースにしたコウノトリの野生復帰に向けた
研究と活動に従事。2008年から、多様な人々がコウ
ノトリのことを語り合う「鶴見カフェ」を開催し、市
民、行政、研究者などをつなぐコーディネーターとし
て活動。2013年2月より現職。コウノトリの野生復
帰の経験をもとに、地域環境の再生に向けた領域融合
的な研究に取り組んでいる。
豊岡市環境審議会会長、環境社会学会理事

歴史と伝統ある「水郷潮来花嫁さん」
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